
提 供 日 2023/07/18

タイトル 伊豆縦貫自動車道等の合同促進大会の開催、要望活動
の実施

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 高速道路班

TEL 054-221-3203

　伊豆縦貫自動車道等の合同促進大会の開催、要望活動の実施

　伊豆縦貫自動車道や東駿河湾環状道路の整備を促進する３つの期成同盟会が、合同で建設促進大会を開催します。

　大会では、伊豆縦貫自動車道の全線開通に向け、整備推進等を強く求めていくことを決議します。なお、大会終了後、国に対して要望活動

を行います。

●促進大会

１　日　時　令和５年７月21日（金）午後２時00分～午後３時00分

２　場　所　都道府県会館１階101大会議室（東京都千代田区平河町2-6-3）

３　名　称　「令和５年度　伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会

　　　　　　　　　　　　　伊豆縦貫自動車道建設推進期成同盟会

　　　　　　　　　　　　　東駿河湾環状道路整備促進期成同盟会 合同促進大会」

４　出席者　静岡県知事、関係市町長、関係市町議長、県議会議員

　　　　　　（来賓）国会議員、国土交通省など

５　次　第　

　　　開会挨拶　（沼津市長）

　　　会長挨拶　（静岡県知事）

　　　来賓祝辞

　　　意見発表　（（株）VILLAGE INC 橋村代表取締役）

　　　地域の取組発表（松崎町長）

　　　決　　議　（下田市長）

　　　閉会挨拶　（下田商工会議所会頭）

６　主　催

　　・伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会（会長　静岡県知事）

　　・伊豆縦貫自動車道建設推進期成同盟会（会長　下田商工会議所会頭）

　　・東駿河湾環状道路整備促進期成同盟会（会長　沼津市長）

●要望活動（要望先）

　・国土交通省　吉岡技監　午後３時40分から３時55分

　・財　務　省（面会者、面会時間は調整中）

　※ 要望活動の取材については、事前登録が必要なため、令和５年7月20日（木）

　　 午前10時までに、会社・氏名・当日の連絡先を御連絡ください。

　≪問合せ先≫　静岡県道路企画課　榊原、山田（TEL 054-221-3203）



提 供 日 2023/07/18

タイトル 「折戸なす」と出会う食農体験研修会の開催

担　　当 経済産業部 中部農林事務所地域振興課

連 絡 先 地域振興班

TEL 054-286-9025

　県では、「食の都づくり」の裾野を広げる取組を進めています。
　中部農林事務所は、その一環として、静岡市内の代表的な農産物をテーマ食材とした
食農体験研修会を開催しています。
　地域食材への理解を深めてもらうため、ふじのくに食の都づくり仕事人の手による地域
食材を使った料理を２品程度を実演・試食・懇談を行います。

１　日　　時　　令和５年７月２５日（火）　13:00～16:30（会場への移動時間含む）

２　場　　所　　集合・解散：静岡県静岡総合庁舎　静岡市駿河区有明町2-20
　　　　　　　　　調理・試食：静岡ガスエネリアショールーム　同八幡1-5-38

３　講　師　　　静岡イタリアン　ジェンティーレ　青木優　シェフ（Ｈ29食の都づくり仕事人）

４　参加者　　市立こども園栄養士16人
　
５　テーマ食材　　　折戸なす
　　
６　研修会スケジュール

時　　間 内　　　　　　　　　容
13:00 静岡総合庁舎集合（本会７階第３会議室）
13:00～13:30 食材の説明（折戸なすの紹介）
13:30～14:00 静岡ガスエネリアへ移動（県マイクロバス利用）
14:00～16:00 仕事人による料理実演・試食・懇談
16:00～16:30 静岡総合庁舎へ移動・解散

＊折戸なすとは
　清水区南部の三保・折戸地区で栽培される在来品種で、形は丸く、鋭いトゲがあるのが特徴です。
　徳川家康公が駿府に在城中、献上された記録が残っている歴史ある品種です。
　正月の初夢に見ると縁起が良いとされている「一富士　二鷹　三なすび」のなすは折戸なすのこととされています。
　明治以降、農業情勢の変化で長らく栽培が途絶えていましたが、JAしみずと生産農家の有志が立ち上げた「折戸なす研究会」が、国の研究
機関に保存されていた種子から栽培を開始し、平成17年に出荷がはじまるなど、折戸なすの復活を果たしました。
　現在では、徳川家康公を奉る久能山東照宮に初物の折戸なすを毎年奉納され豊作祈願が行われています。

＊青木　優（まさる）シェフの紹介
　東京都出身、修業先のイタリア料理店が伊豆に出店したのを機に、伊豆へ移住。
　「リストランテ・ラ・ヴィータ・エ・ベッラ静岡伊勢丹」の料理長を務めた後、平成28年に独立。
　静岡を意識した料理を提供するだけでなく、小学生を対象とした「食の都の授業」などの食育活動にも精力的に参画しています。



提 供 日 2023/07/18

タイトル 【バイ・ふじのくに】南アルプス市産「もも・すも
も」直売会を開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

【バイ・ふじのくに】南アルプス市産「もも・すもも」直売会を開催！

（要　旨）

○令和５年度の「バイ・ふじのくに」の取組として、７月22日(土)、23日(日)の２日間、静岡伊勢丹において、南アルプス市の特産品である

「もも・すもも」の直売会が行われます。

＜南アルプス市産「もも・すもも」直売の概要＞

開 催 日 令和５年７月22日(土)・23日(日)の２日間（午前10時から午後３時まで）

※売り切れ次第終了

開催場

所
静岡伊勢丹（静岡市葵区呉服町１－７）１階正面玄関入口前

主 催 者 （一社）南アルプス市観光協会、（株）静岡伊勢丹

後　　援 静岡県、南アルプス市

内　　容
・南アルプス市産「もも・すもも」の販売

・南アルプス市の観光情報の提供

販売商

品

＜も　も＞（品種：アルプス美人）　合計：1,000個（予定）　
・２個入り　1,000円／１パック　　　　　　 　　　　　　　　
・５個入り　2,500円／１箱
＜すもも＞（品種：貴陽）　合計：600個（予定）
・２個入り　800円～／１パック（サイズによって値段が異なります）

※金額はいずれも税込

当日取

材

前日までに（株）静岡伊勢丹下記担当へ連絡をお願いします。

株式会社静岡伊勢丹　営業統括部　営業戦略担当　販売促進　大庫、島村

TEL:054-273-4606　



提 供 日 2023/07/18

タイトル 梅雨明け後、熱中症に注意しましょう

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 健康増進班

TEL 054-221-2433

梅雨明け後、熱中症に注意しましょう

１　概要

　　例年、梅雨明け後７月から８月にかけて、熱中症搬送者が急増します。

　　令和４年の静岡県における熱中症搬送者数は、６月が312人である一方、７月は646人、８月は531人でした。

　　また、静岡県において、熱中症警戒アラート（※）が、今年はすでに５回発表されています。（7/18現在）

　　さらに、気象庁では、東日本の今年の８月の平均気温は平年より高いと見込んでいます。

　　そこで、県では、熱中症患者が増加する梅雨明け前から、以下の熱中症予防啓発活動を行っています。

※熱中症警戒アラート

暑さ指数（WBGT)が33以上と予測される場合に、環境省及び気象庁より発表される、危険な暑さへの注意を呼びかけ、熱中
症予防行動を促すための情報です。

※暑さ指数（WBGT)

人間の熱バランスに影響の大きい、「気温」、「湿度」、「輻射熱（ふくしゃねつ）（日射しを浴びたときに受ける熱や、
地面、建物、人体などから出る熱）」の３つの指標を取り入れた温度の指標です。

　（詳しくは、下記の参考資料「環境省「熱中症予防サイト」」を参照ください。）

２　熱中症予防啓発等

(1)熱中症警戒アラートの活用

・熱中症警戒アラートが発表された際は、市町と連携し、同報無線やSNS（LINEやTwitter）等を通じて、県民へ熱中症予防行動
を呼びかけています。

・熱中症警戒アラートは、環境省公式LINEより個人向けに受信設定できます。

（参考資料、環境省「熱中症警戒アラートのメール配信サービス（無料）」を参照ください。）

(2)熱中症予防啓発ポスターの掲示

・包括連携協定企業の大塚製薬株式会社の協力のもと作成した啓発ポスターを約2,700枚配布し、掲示を依頼しています。

（配布先：35市町、保育園、幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、大学、健康サポート薬局、関
係団体など）

(3)熱中症予防啓発グッズの配布

・熱中症予防啓発グッズとして、クールネックタオルを県庁及び静岡県内の各健康福祉センターにて約2,000個配布します。

・各健康福祉センターでは、窓口や研修会での配布を予定しています。

３　県庁での啓発

・７月20日(木)、県庁東館16階の食堂において、「しずおか健幸惣菜」がメニュー提供され、通常よりも多くの利用者が見込ま
れるため、熱中症予防啓発グッズ（100個）やチラシを配布する啓発活動を行います。

【参考資料】

・静岡県「熱中症に気をつけて！」

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenkodukuritorikumi/1044800/1024493.html

・環境省「熱中症予防サイト」

https://www.wbgt.env.go.jp

・環境省「熱中症警戒アラートのメール配信サービス（無料）」

https://www.wbgt.env.go.jp/alert_mail_service.php

・気象庁「向こう３か月の天候の見通し」

https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/kaisetsu/?term=P3M

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenkodukuritorikumi/1044800/1024493.html
https://www.wbgt.env.go.jp
https://www.wbgt.env.go.jp/alert_mail_service.php
https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/kaisetsu/?term=P3M


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　熱中症予防啓発ポスター



提 供 日 2023/07/18

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第85報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月18日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第85報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第85報（７月14日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 浜松市南区 594 21 1 33 12 7 7月14日
本日合計 １小学校 1 33 12 7

１９８施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１２０小学校、　１１幼稚園、
　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

377 10,820 3,518 3,299

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年７月14日（藤枝市小学校） 　



提 供 日 2023/07/18

タイトル 株式会社北里コーポレーションから静岡県児童養護施
設協議会への寄附金贈呈式

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-2307

株式会社北里コーポレーショ ンから静岡県児童養護施設協議会への
寄附金贈呈式

　不妊治療に関連する製品を開発・製造している、株式会社北里コーポレーションから、社会貢献活動の一環として県内の児童養護施設
で暮らす子どものための寄附の申し出があったので、寄附金贈呈式を行います。

１　寄附者
　　株式会社北里コーポレーション

２　寄附金額
　　120万円（県内12児童養護施設に各10万円）

３　寄附金贈呈式
(1)日時
　　 令和５年７月２０日(木)　午後４時３０分開始（所要時間：３0分程度）
(2)場所
　   県庁西館３階　健康福祉部長室
(3)出席者
　 〈北里コーポレーション〉
　　代表取締役　井上　太綬 様
　 〈県児童養護施設協議会〉
　　会長　石川　順 様　　ほか児童養護施設長　６名
　 〈静岡県〉
　  健康福祉部長　八木敏裕
(4)内容
　   贈呈者紹介、寄附金目録贈呈、感謝状贈呈、写真撮影、歓談

◆今回の共同寄附について
   子どもを望んでも授からない方がいる一方で虐待の被害にあう子どももおり、子どもの教育の充実に貢献したいという株式会社北
里コーポレーション様の思いから、寄附が実現しました。

◆寄附金の使いみち
   児童養護施設に入所する児童の学習に関する物品の購入等



提 供 日 2023/07/18

タイトル セブン-イレブンとイトーヨーカドーで「富士山フェ
ア」を開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

セブン-イレブンとイトーヨーカドーで「富士山フェア」を開催

（株）セブン-イレブン・ジャパンと（株）イトーヨーカ堂が知事を表敬します

本県と山梨県内のセブン-イレブン、イトーヨーカドー（静岡店）が「富士山フェア」を開催します。これに先立ち、７月20日（木）に両社が川勝

知事を表敬訪問します。

１　知事表敬

（１）日時・場所

・日時：令和５年７月20日（木）午後２時30分から３時まで　　　　　　　　　　

・場所：県庁東館５階　知事室

（２）訪問者 ８名

・（株）セブン-イレブン・ジャパン 静岡・東東海地区 ゾーンマネジャー 髙橋塁様　

ほか３名

・（株）イトーヨーカ堂 標準店ゾーン ゾーンマネジャー 足立博之様　　 　ほか１名

・うるおいてい店長　松永治正様

・セブン‐イレブン富士宮下条店オーナー　渡辺靖様

（３）内　容

　　・富士山世界文化遺産登録10周年記念商品の報告

・イベント内容の報告

　　・記念写真撮影

２　「富士山フェア」の概要

（１）セブン－イレブンにおけるイベント概要

○静岡県内748店舗・山梨県内205店舗で以下の商品を展開（7/21～31）

区　分 商　品　名
一番だしおむすびおかかづくし焼津産鰹の鰹節
桜えび天丼駿河湾産桜えび使用
富士宮やきそば（うるおいてい監修）
静岡県産ねぎと蒸し鶏の塩だれサラダ

静岡県内限
定

富士山ミルク使用ホイップ＆カフェオレサンド
富士山ミルクのとろけるミルクプリン

両県共通
富士山ミルク使用富士マウンテンホイップ入り

山梨県内限
定 鳥もつ煮丼、吉田の辛肉まぜうどんすりだねガラムMAX　等

（２）イトーヨーカドー（静岡店）でイベントを開催（7/22～23）

区　分 内　容
場　　所 １階入口　エスカレーターホール

実施内容 ・クイズラリー　・ＰＲブース（ふじっぴー登場）・商品展示

３　その他

　取材受付は別添申込用紙にて株式会社セブン＆アイ・ホールディングスにお願いします。



提 供 日 2023/07/18

タイトル ～ 移住者の受入れと定住支援の充実を目指して ～
ふじのくにに住みかえる推進本部全体会を開催します

担　　当 くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2250

～ 移住者の受入れと定住支援の充実を目指して ～

ふじのくにに住みかえる推進本部 全体会を開催します

　
　県では、本県への移住・定住の促進に向け官民一体となった取組を推進するため、「ふじのくにに住みかえる推進本部」を設置
し、年１回の全体会において、構成員による先進的な取組事例等を共有しています。
 今年度は、「市町と団体との連携」「地域課題への取組」「視点を変えた移住促進」に関する事例から、移住・定住を支援する
地域のネットワークづくりについて考えます。

１　開催日時
　　　 令和５年７月20日（木）　14:00～15:30

２　開催方法
　　 会　　　場：男女共同参画センターあざれあ　大ホール
　　　　　　　　（静岡市駿河区馬渕１丁目17－1）
　　 オンライン：ＺＯＯＭ

３　出席者
　　　推進本部構成員（市町、民間団体、地域団体、庁内関係課等）
　　 会場＋オンライン　100名程度

４　主な内容
　　・開会挨拶（森副知事）
　  ・市町、団体等の取組事例の紹介

　【事例１】浜松市：「くらしと仕事のワンストップ支援」
　【事例２】松崎町：「伊豆まつざき田舎暮らしサポート隊」
　【事例３】藤枝市：「市と地域団体「さとやママ」の連携した移住促進」

　　 　【事例４】アーツカウンシルしずおか：
　　　　　　　　　「アートを活用した関係人口の創出・移住促進」

・静岡県移住相談センター相談員からの報告

　　・静岡県の取組紹介

＜参考＞ふじのくにに住みかえる推進本部　概要
　　・設置　　　平成27年４月２日
　　・所掌　　　移住希望者の相談対応・プロモーション活動の実施
　　　　　　　　　　　　受入態勢の充実、ニーズに応じた情報発信、関係機関との調整
　　・本部長　　森副知事
　　・構成団体　県、市町、国、地域団体等　97団体（令和５年７月20日現在）



提 供 日 2023/07/18

タイトル 令和５年度第１回静岡県コンプライアンス委員会の開
催

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 監察班

TEL 054-221-3230

（要旨）
　　静岡県庁の法令遵守を推進するため、静岡県コンプライアンス委員会を開催し
　ます。

（概要）
　１　日　時　令和５年７月24日（月）午前10時から
　
　２　場　所　県庁東館５階特別会議室（ZOOMによるWeb会議）
　
　３　委　員（五十音順・敬称略）

氏名 役職等 摘要
　板倉　美奈子
（いたくら　みなこ）

・静岡大学グローバル共創科学部教授
　（国際法）

　市川　卓志
（いちかわ　たかし）

・公認会計士 座長

　大須賀　千尋
（おおすが　ちひろ）・ヤマハ株式会社法務部長

  太田　肇
（おおた　はじめ）

・同志社大学政策学部教授
　（組織・人事管理・モチベーション論）

　小西　敦
（こにし　あつし）

・静岡県立大学経営情報学部教授
　（行政学・行政法）

　牧野　百里子
（まきの　ゆりこ）

・弁護士

　４　議事及び報告事項
　　・不祥事等の状況
　　・令和５年度コンプライアンス推進の取組
　　・コンプライアンス推進月間の取組（案）
　　・内部統制の取組
　　・県庁の組織文化の改善に向けた取組

　５　審議の公開
　　・県民の皆様の傍聴が可能です。
　　　・傍聴定員　10名
　　　・傍聴手続
　　　　　会議の開始予定時刻までに受付で、所属、氏名を記入し、事務局の指示
          に従って入場してください。
　　　　　傍聴の受付は、当日の午前９時45分から先着順で行います。
　　　　　定員になり次第、受付を終了します。
　　
　　・報道機関の皆様は、定刻までにお越しください。

 ※県の出席者：出野勉副知事、京極仁志経営管理部長　他



提 供 日 2023/07/19

タイトル 「清水東高生による理科の不思議実験講座」を開催し
ます！

担　　当 教育委員会 清水東高等学校

連 絡 先 教頭　秋永

TEL 054-366-7030

第49回「清水東高校生徒による
理科の不思議実験講座」を開催します！

　文部科学省からＳＳＨ(スーパーサイエンスハイスクール)に指定されている清水東高校では、中学生の皆様に理科の実験を体験
していただくことにより、その楽しさをお伝えする試みを実施しています。

１　開催日
　　令和５年７月22日（土）13時00分～16時10分

２　会　場
　　清水東高等学校　生物室、物理室、化学室
　　※ いずれも今年度完成した＜新しい校舎＞の実験室です！
　　(住所：静岡市清水区秋吉町５-10)

３　内　容
　　清水東高校理科教員の監督のもと、自然科学部生徒のサポートを受けながら、
　中学生の皆様自らが生物、物理、化学の実験を行っていただきます。

４　参加者
　　静岡市立清水袖師中学校生徒　18名
　　清水東高校自然科学部生徒　及び　顧問教員

５　その他
　　取材いただける場合には、７月21日(金)16時までに清水東高校へご連絡くださ
　い。

６　問い合わせ先
　　静岡県立清水東高等学校
　　電　話：054-366-7030（当日の連絡も対応可）
　　メール：shimizuhigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教頭　秋永

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:shimizuhigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2023/07/19

タイトル 「中高生ＳＤＧｓ体験講座－藍染体験＆江戸時代のエ
コバッグづくり」を開催します！

担　　当 教育委員会 御殿場南高等学校

連 絡 先 教諭　芹澤

TEL 0550-82-1272

日本の伝統文化・エコ文化を学ぼう
ー「中高生ＳＤＧｓ体験講座」を開催します！ー

　御殿場市内の高校生と中学生を対象として、ＳＤＧｓに関わる体験講座を開催します。
　生徒がものづくりの体験を通じて地域の伝統産業に触れ、地域への理解や愛情を深めるとともに、江戸時代のエコ文化を学び、
現代的な社会課題であるＳＤＧｓ達成への関心を高めることを目的とします。

１　開催日・会場・内容

１日目 ２日目

開催日
令和５年７月23日（日）

10時～12時
令和５年７月30日（日）

10時～12時

会　場
正藍染小原屋

（住所：御殿場市萩原676）
静岡県立御殿場南高等学校

（住所：御殿場市新橋1450）

内　容 御殿場市唯一の染物屋で、手ぬぐいの藍染を体験しま
す。 自分で染めた手ぬぐいからエコバッグを製作します。

２　参加者
　　御殿場南高校生徒　10名
　　市内の中学生　　　１名　　計11名

３　その他
　　取材につきましては、１日目は７月21日（金）16時、２日目は７月28日（金）
　16時までに、御殿場南高校の担当：芹澤までご連絡ください。

４　問い合わせ先
　　〒412-0043　静岡県御殿場市新橋1450番地
　　静岡県立御殿場南高等学校
　　電　話：0550-82-1272
　　メール：hikaru01.serizawa@neg.edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教諭　芹澤　光

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:hikaru01.serizawa@neg.edu.pref.shizuoka.jp


　静岡西（普） 　みらい探究コースへの適性

　島田商業（商） 　学科への適性

　相良（普・商） 　地域貢献

　掛川工業（機工・電電・情工・
　建工） 　体育的活動

　小笠（総） 　地域貢献

　磐田農業（生科・生流・環科・
　食品・生活） 　中学校における学習

　天竜（福） 　地域貢献

　浜松東（総ビ・情ビ） 　地域貢献

追加

　浜名（普） 　中学校における学習

　吉原工業（工） 　学科への適性（ Ｉ ）、体育的活動（ ＩＩ ）　
　※選抜段階入替え

　富士宮東（普） 　アートコースへの適性　※コース名称変更

　清水南（芸） 　学科への適性　　※芸術分野に演劇を追加修正

　科学技術
　（機工・ロ工・電工・　情シ・建
　デ・都工・電物・理工）

　中学校における学習
　※５教科の学習成績に変更

　沼津城北（普） 　中学校における学習
削減

　富士市立（ビ探・総探） 　探究活動

　　ウ　手続きの簡素化
　　　（ア）袋井市内の４中学校からの志願者について、ふじのくに電子申請システムを活用
　　　 したインターネットによる願書作成を試行する。
　　　（イ）中学校が提出する成績一覧表（様式第８号）を廃止する。

３　令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜
　(1) 日程

実　施　内　容 期間及び実施日

　出願者に関する申請
　（静岡県電子申請サービスで出願者に
　　関する情報を登録する。）

　　　令和５年11月14日（火）
　　　　　　　～12月 ６日（水）

　入学願書等の受付
　　　令和５年12月 ７日（木）
　　　　　　　～12月12日（火）※

総合適性検査及び作文 　　　令和６年 １月 ６日（土）
　検査の実施等

面接 　　　令和６年 １月 ７日（日）

　選抜結果の通知
　（小学校長及び受検者本人あてに通知する。）

　　　令和６年 １月17日（水）

　入学意思確認 　　　令和６年 １月17日（水）
　　　　　　　～ １月22日（月）正午※

　入学予定者の補充 　　　令和６年 １月23日（火）
　　　　　　　～ １月26日（金）

※土日休日を除く期間で実施する。

　(2) 募集定員

対　象　校 定　員

　県立清水南高等学校中等部 105人

　県立浜松西高等学校中等部 140人

「有徳の人づくり」を進めています。
　　静　岡　県　教　育　委　員　会　



発 表 日 2023/07/19

タイトル 令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜実施要領及
び令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜実施
要領について

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第1班　大杉信吾、指導第２班　佐野大和

TEL 054-221-3114

令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜実施要領及び
令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜実施要領について

１　趣旨
　　令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜及び令和６年度静岡県立高等学校中
　等部入学者選抜を実施するに当たり、実施要領を定めた。日程等は以下のとおり
　である。

２　令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜
　(1) 日程

課程 実　施　内　容
期間及び実施日
（全て令和６年）

　願書受付
　　２月19日(月)～
　　２月21日(水)

　志願変更受付
　　２月27日(火)
　　２月28日(水)

　学力検査等（全日制）

　学力検査・面接等（定時制）
　　３月 ５日(火)

　面接・実技検査等（全日制）

　追検査受検願受付
　　３月 ６日(水)

　追検査 　　３月11日(月)

　一般選抜
　及び
　特別選抜

　合格者発表 　　３月14日(木)

　願書受付
　　３月18日(月)
　　３月19日(火)

　面接等 　　３月21日(木)

　　　全日制の課程
　　　及び
　　　定時制の課程

　再募集

　合格者発表 　　３月25日(月)

　一般選抜
　（春季選抜）

　一般選抜に準じて実施する。

　願書受付 　　８月 ６日(火）
　　８月 ７日(水)

　基礎力検査及び自由表現等 　　８月20日(火)

　追検査 　　８月22日(木)

　　　単位制による
　　　定時制の課程

　秋季選抜

　合格者発表 　　８月27日(火)

　単位制による
　通信制の課程 　願書受付 　　３月16日(土)～

　　３月27日(水)

(2)　主な改正点
　ア　学科改善等
　　（ア）学校新設
　　　　ふじのくに国際（普） 
　　（イ）学科改善

　　　　 　掛川工業（工）
　　　　 　改善前：機械、電子機械、電子電気、情報技術、環境設備
　　　　 　改善後：機械工学、電気電子工学、情報工学、建築設備工学
　　　 （ウ）募集停止
　　　　　 藤枝東（定・普）、島田商業（定・商）

　　イ　学校裁量枠の変更等

学校 選抜段階

新規 　ふじのくに国際（普）

　探究活動
　（総合的な学習の時間等における探究活動の実
　績又は活動意欲）
　意欲（次のいずれか）
　（１．一芸に秀で、高校入学後にさらにその能力
　を伸ばそうとする意欲、２．中学校における出欠
　席の状況等に関わらず、高校において積極的に
　学校生活を送ろうとする意欲）

　伊豆総合（工・総） 　地域貢献

　韮山（普） 　中学校における学習

　市立沼津（普） 　中学校における学習

　富士東（普） 　探究活動

　富士宮東（福） 　学科への適性



提 供 日 2023/07/19

タイトル 清水港「海の日」動画の公開

担　　当 交通基盤部 清水港管理局企画整備課

連 絡 先 企画班　野毛

TEL 054-353-2203

清水港「海の⽇」動画の公開
〜国⺠の祝⽇「海の⽇」記念事業 Part２〜

 清⽔港管理局では、海の⽇記念事業として、海洋産業を⽀える皆様（エッセンシャルワーカー）へ向けて、⽇頃の感謝を伝える動画を今年度も配信しま
す。 
 
１ 特徴
 ・３次元点群データを駆使した映像や第28回「海の図画コンクール」の最優秀作品を使⽤。
 ・動画撮影から編集まで全て手作り。 ※協⼒団体など詳細は清⽔港管理局ブログを参照。 
  
２ 配信⽅法
 ・清⽔港管理局ホームページ（https://www.portofshimizu.com/）
 ・清⽔港管理局YouTubeチャンネル（https://www.youtube.com/watch?v=ndUwUdyDtaw）  

YouTube 清⽔港管理局 ブログ

  
動画はこちらの

「清水港チャンネル」QRコードから︕
※7⽉20⽇（⽊）正午〜

動画公開(1分16秒）

 

 
詳細はこちらの

「清水港管理局」QRコードから︕

３ 備考
  本事業は令和2年度から実施しています。

４ 関連事業
  昨年の台⾵15号で清⽔港の復旧活動に尽⼒いただいた２団体に感謝を伝えます︕
  〜国⺠の祝⽇「海の⽇」記念事業 Ｐａｒｔ１〜
  ︓一般社団法⼈清⽔建設業協会及びNPO法⼈夢⽣の会の皆様へ感謝状を贈呈

https://www.portofshimizu.com/
https://www.youtube.com/watch?v=ndUwUdyDtaw


提 供 日 2023/07/19

タイトル 本年度の自動運転実証実験の計画等について協議しま
す

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 イノベーション推進班

TEL 054-221-2497

　しずおか自動運転ShowCASEプロジェクトについて、意見・提言を行う「令和５年度第１回未来創造まちづくり構想会議」を開催
します。
　今回は、本年度県内で実施する予定の自動運転実証実験の計画等について協議します。

記

１　日時：令和５年７月25日（火）　午前10時00分開始（終了予定：11時半頃）

２　場所：オンライン会議

３　議事：令和５年度自動運転実証実験の計画について

４　未来創造まちづくり構想会議構成員（６名）：
　　国立大学法人名古屋大学未来社会創造機構教授　　　　　森川 高行（会長）
　　学校法人日本大学理工学部特任教授　　　　　　　　　　藤井 敬宏
　　学校法人静岡理工科大学客員教授　　　　　　　　　　　髙橋 久
　　一般財団法人静岡経済研究所シニアチーフアドバイザー　大石 人士
　　国土交通省中部運輸局交通政策部次長　　　　　　　　　鈴木 成幸
　　静岡県交通基盤部理事（土木技術担当）　　　　　　　　酒井 浩行
　　　　　　
５　備考　取材希望の方は事務局までご連絡ください。
　 　 　　オンライン会議の接続先をご案内します。
　　　　　　
６　事務局：交通基盤部政策管理局建設政策課（担当：鈴木）054-221-2497



提 供 日 2023/07/19

タイトル 工科短期大学校静岡キャンパス落成記念講演会　聴講
者募集

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先

TEL 054-345-2033

工科短期大学校静岡キャンパス落成記念講演会　聴講者募集

（要旨）
　令和３年４月に開校した県立工科短期大学校・静岡キャンパスの最後の整備工事がこのほど完成し、落成記念講演会を開催します。

１　概要
　（１）講演テーマ「日本の国際競争を強化する上で必要な組織・人材・戦略」
　（２）講演概要
　　　1980年代後半から90年代にかけ「世界工場」、「Japan as Number One」として世界から注目された日本の製造業とそれを取り巻く環境は、政治的・経
済的・社会的・技術的要因の相互影響によって現在、著しく変化しています。本講演では日本における製造産業の現状及び解決すべき課題を明らかに
すると共に、今後、日本の国際的な産業競争力を強化するために必要不可欠と考えられる組織文化、人材育成、並びに技術戦略について考察していき
ます。
　（３）講師　　　職業能力開発総合大学校　　新野秀憲　校長
　（４）開催日時　講演の部　令和５年８月１日（火）　13：00 ～ 14：40
　　 　　　　　　　　本校の取組み報告　　　　　　　　　14：40 ～ 15：10
                     施設見学　　　　　　　　　　　　　    15：10 ～ 16：10
　（５）会場　　　工科短期大学校　静岡キャンパス　(静岡市清水区楠160)

２　申込方法
　　　工科短期大学校ホームページや、チラシに記載のＱＲコードより申込。

ホームページアドレス　https://scot.ac.jp/news/

３　申込期限
　　　令和５年７月31日（月）正午

４　問い合わせ先
静岡県立工科短期大学校  教務課
電話：054-345-2033　FAX：054-345-2921　
Email:koutan_kyoumu@pref.shizuoka.lg.jp

https://scot.ac.jp/news/
mailto:koutan_kyoumu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/19

タイトル MaOIプロジェクトにおける事業化促進事業を採択

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

MaOIプロジェクトにおける事業化促進事業を採択

（趣旨）
〇静岡県が取り組む「MaOIプロジェクト」において、バイオテクノロジーの活用に
　よる種苗生産・養殖技術の開発や、海洋由来の微生物や機能性物質を活用した魅
　力的な機能性食品・加工食品等の開発など、民間事業者が行う事業化のための取
　組を公募し、審査の結果、通常枠１件、海洋プラスチック対策枠１件の計２件
　を採択しました。
〇本事業を通じて、「水産」、「食品」、「創薬」、「環境・エネルギー」などの
　分野において、マリンバイオテクノロジーを活用した民間企業の事業化につなげ
　ていきます。

□採択事業の概要　

区分 事業計画の名称 代表機関名 代表機関以外の構成員

通常枠 ドウマンガニ養殖事業 株式会社エフ・シー・シー 西本Wismettacホールディング
ス株式会社

海洋プラ
スチック
対策枠

川ごみモニタリング結
果を用いた市民連携に
よる海洋プラスチック
ごみ削減事業

八千代エンジニヤリング株
式会社

株式会社クレアリンクテクノロ
ジー

（参考）補助金の概要

項　目 内　容

名称 マリンオープンイノベーション事業化促進事業費補助金

補助対象者
民間事業者※二者以上又は民間事業者二者以上及び大学等（以下「構成員」という。）により構
成されているコンソーシアム
※民間事業者のうち半数以上は、静岡県内に事務所又は事業所を有する者

補助対象事業
コンソーシアムがオープンイノベーション等に取り組みながら行う、次に掲げる事業であって、知
事が認めるもの。
【通常枠】
水産、食品、創薬・化粧品、環境・エネルギー、その他の分野における事業化
【海洋プラスチック対策枠】
プラスチック代替素材を用いた新たな製品の開発・事業化などの海洋プラスチックごみ対策に資
する事業

補助対象経費 事業化のための取組に要する経費（原材料費、機械装置購入費、外注費等）※対象経費に人件
費は含まない。

補助率 2分の1以内

補助事業期間
及び限度額

3年以内
【通常枠】3,000万円、単年度の限度額は1,500万円
【海洋プラスチック対策枠】3,000万円、単年度の限度額は1,000万円



提 供 日 2023/07/19

タイトル アレルギー等の理由でファイザー社及びモデルナ社ワ
クチンを接種できない方を対象としたノババックスワ
クチン接種センターを８月も実施します

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策推進課

連 絡 先 機動第３班

TEL 054-221-2218

１　概要
アレルギーや強い副反応等によりファイザー社やモデルナ社のワクチンを接種できない県民への接種機会を確保するため設置していたノババックス
ワクチン接種センターについて、７月2 0 日までの予定としておりましたが、ノババックスワクチンの有効期限が延長されたことを受け、８月17 日も実
施します。【要予約】

２　接種日程及び会場等

接種日程
令和５年８月17 日(木)
午前11:10 ～、午前11:2 0 ～（各時間帯最大10 人（ 要予約） ）

接種会場 順天堂大学医学部附属静岡病院（伊豆の国市長岡112 9 ）
※有料駐車場あり（１時間ごとに10 0 円。１日最大5 0 0 円。）

※なお、ノババックスワクチンが９月以降実施予定の令和５年秋開始接種において使用するワクチンとされた場合は、９月及び10 月にも月１回実施
予定です。（ノババックスワクチンの有効期限：10 月2 5 日まで）

３　接種でき る方（以下の（１）～（３）のいずれにも該当する方）

（１） 静岡県内に居住し、接種券をお持ちの12 歳以上の方

（2 ）
アレルギーや強い副反応等の理由により、ファイザー社やモデルナ社のワクチンを接種
できない方

（３）

以下の（ア）、（イ）のいずれかに該当する方
（ア）初回接種（１・２回目接種）が完了していない方
（イ）初回接種を完了し、最終接種から６か月以上経過した方であって、以下のいずれ
かに該当する方

 ・ 6 5 歳以上の方
 ・ 基礎疾患を有する方
 ・ 医療従事者及び高齢者施設等従事者

４　予約方法（電話のみ）

電話番号 0 8 0 -8 6 5 9 -4 2 0 5 （県新型コロナ対策推進課の予約受付専用電話）

予約受付時間
平日の9 時～12 時、13 時～17 時
※接種希望日の前々日17 時までの予約が必要です。

５　接種当日の持ち物
・ 接種券及び予診票（市町から送付されたもの。あらかじめ記入をお願いします。）
・ 身分証明書（運転免許証、マイナンバーカード、パスポート等）
・ 保険証
・ おくすり手帳（お持ちの場合）

６　その他
・ 各市町でもノババックスワクチンを接種できる場合があります。詳しくは、各市町新型コロナワクチン接種担当課へお問い合わせください。
・ 順天堂大学医学部附属静岡病院へ直接問い合わせをしないでください。



提 供 日 2023/07/19

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第86報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月19日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第86報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第86報（７月18日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 磐田市 216 10 1 30 7 7 7月19日 ～ 7月2
本日合計 １小学校 1 30 7 7

１９９施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１２１小学校、　１１幼稚園、
　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

378 10,850 3,525 3,306

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年７月18日（浜松市南区小学校） 　



提 供 日 2023/07/19

タイトル 静岡県感染症対策連携協議会を開催します

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 総務企画班

TEL 055-928-7272

感染症法第10条の２に基づき静岡県感染症対策連携協議会を設置し、下記のとおり令和５年度第１回協議会を開催します。

（連携協議会の設置の趣旨と役割）

平時から関係機関との連携を図るとともに、感染症発生・まん延時においては必要な協議を行うよう努める等、関係機関間における感染症発

生・まん延時の対応に関する枠組みを構築する。

１　日時・場所

　・令和５年７月25日（火）午後５時～６時30分

　・ホテルアソシア静岡　４階「カトレア」（静岡市葵区黒金町56）

　　（一部委員はＷＥＢ参加）

２　議事

　・連携協議会の設置

　・予防計画改定の進め方

　・部会の設置

　・現在の新型コロナの状況及び他の感染症の動向　ほか

３　委員の構成

　・県

　・保健所設置市

　・感染症指定医療機関

　・診療に関する学識経験者の団体

　・消防機関

　・その他の関係機関

４　取材、傍聴

 ・記者の方、傍聴希望の方は直接会場へお越しください。

 ・協議会後のブリーフィングは実施しない予定です。

 ・会議資料は会議当日までに下記サイトに掲載予定です。

　【感染症対策課HP】https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003073/renkei.html

（参考）感染症法（抜粋）

第10条の２　 都道府県 は 、 感染症 の 発生 の 予防及 びまん 延 の 防止 のための 施策 の 実施 に 当 たっての 連携協力体制 の 整備 を 図 るため 、 都道府

 県 、 保健所設置市等 、 感染症指定医療機関 、 診療 に 関 する 学識経験者 の 団体及 び 消防機関（消防組織法（昭和二十二年法律第二百二十六号）

第九条各号に掲げる機関をいう。） その 他 の 関係機関 により 構成 される 協議会 （ 以下 この 条 において 「 都道府県連携協議会 」 という 。） を 組

 織 するものとする。

２ 都道府県連携協議会は、その構成員が相互の連絡を図ることにより、 都道府県及 び 保健所設置市等 が 定 めた 予防計画 の 実施状況及 びその

 実施 に 有用 な 情報 を 共有 し 、 その 構成員 の 連携 の 緊密化 を 図 るものとする。

３ 都道府県は、第十六条第二項に規定する 新型 インフルエンザ 等感染症等 に 係 る 発生等 の 公表 が 行 われたときは 、都道府県連携協議会を開

催し、 当該感染症 の 発生 の 予防及 びそのまん 延 を 防止 するために 必要 な 対策 の 実施 について 協議を行うよう努めるものとする。

４ 都道府県連携協議会において協議が調った事項については、その構成員は、その協議の結果を尊重しなければならない。

５ 前各項に規定するもののほか、都道府県連携協議会に関し必要な事項は、都道府県連携協議会が定める。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003073/renkei.html


提 供 日 2023/07/19

タイトル 看護学生等向け修学資金の新規貸与者を追加募集しま
す！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 看護師確保班

TEL 054-221-2407

看護学生等向け修学資金の新規貸与者を

追加募集します！

看護学校・大学等（県内県外は問いません）に在学し、卒業後に県内の返還免除対象病院等で、活躍したいと考えている方に、修
学資金の貸与を行います。

１　募集期限　　 令和 ５ 年 ７ 月31 日( 月) まで

２　応募資格　　看護師養成所・大学（大学院を除く）に在籍している者

３　貸与金額　　（１）国公立の養成所及び大学　月額32,000円（年額384,000円）

　　　　　　　　（２）私立の養成所及び大学　　月額36,000円（年額432,000円）

　　　　　　　　（３）私立の准看護師養成所　　月額21,000円（年額252,000円）

４　返還免除　  卒業後に３つの要件を全て満たすことで、貸与を受けた資金が

　　　　　　　　全額返還免除となります。

　　　　　　　　（１）看護学校の最終学年で受験する国家試験等に合格すること

　　　　　　　　（２）卒業後ただちに、県内の200床未満の病院等の返還免除対象

　　　　　　　　　　　施設で勤務を開始すること

　　　　　　　　（３）返還免除対象施設に、看護職員として５年間継続して勤務

　　　　　　　　　　　すること

５　応募方法　　貸与者追加募集のしおり（県ホームページ参照）記載の申請書類

　　　　　　　　を下記にご提出ください。

　　　　　　　　 （ １ ） 県内 の 看護学校 に 在学 する 場合 ： 学校 ごとお 申込 み

　　　　　　　　 （ ２ ） 県外 の 看護学校 に 在学 する 場合 ： 個人 でお 申込 み

　　　　　　　　※申請には「ふじのくに電子申請サービス」での事前エントリー

　　　　　　　　　が必要です。

６　問い合わせ　健康福祉部医療局地域医療課

　　　　　　　　電　話　054－221－2407

　　　　　　　　メール　chiikiiryou@pref.shizuoka.lg.jp

　　　　　　　　Ｈ　Ｐ　検索キーワード「静岡県看護職員修学資金」

mailto:chiikiiryou@pref.shizuoka.lg.jp


発 表 日 2023/07/19

タイトル 令和５年６月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課、富士山

静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　小野、大澤

TEL 054-221-3166

 富士山静岡空港 の 令和5 年 ６ 月 の 搭乗者数 は39,058 人 。

 令和 ３ 年11 月 から20 か 月連続 で 前年同月 を 上回 った 。

１　富士山静岡空港の令和５年６月の搭乗者数、搭乗率等
　　（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 9,648 8,166 84.6 
　新千歳線 4,956 4,088 82.5 
    うちANA 0 0 - 
    うちFDA 4,956 4,088 82.5 
　丘珠線 4,692 4,078 86.9 
出雲線 4,540 3,374 74.3 
福岡線 19,532 11,864 60.7 
熊本線 4,872 2,653 54.5 
鹿児島線 4,872 2,994 61.5 
沖縄線 0 0 - 
チャーター便 504 322 63.9 

国内線計 43,968 29,373 66.8 
ソウル線 11,340 9,685 85.4 
チャーター便 - - - 

国際線計 11,340 9,685 85.4 
合計 55,308 39,058 70.6 

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和５年６月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 546 60  606 
就航便数（便）　　　b 534 60  594 
就 航 率（％）   (b/a) 97.8 100.0 98.0 

３　富士山静岡空港の令和５年度(令和５年４月～６月)の累計搭乗者数、搭乗率等
　　（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 32,952 22,260 67.6 
　新千歳線 18,508 12,242 66.1 
　　うちANA 3,320 1,606 48.4 
    うちFDA 15,188 10,636 70.0 
　丘珠線 14,444 10,018 69.4 
出雲線 13,876 10,482 75.5 
福岡線 59,944 37,850 63.1 
熊本線 15,104 8,503 56.3 
鹿児島線 15,020 10,032 66.8 
沖縄線 3,320 1,709 51.5 
チャーター便 1,428 869 60.9 

国内線計 141,644 91,705 64.7 
ソウル線 29,106 23,381 80.3 
チャーター便 206 193 93.7 

国際線計 29,312 23,574 80.4 
合計 170,956 115,279 67.4 

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

４　富士山静岡空港の令和５年度(令和５年４月～６月)の就航状況(累計)
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a  1,698 155  1,853 
就航便数（便）　　　b  1,684 155  1,839 
就 航 率（％）   (b/a) 99.2 100.0 99.2 



提 供 日 2023/07/19

タイトル 県立美術館　企画展「糸で描く物語　刺繍と、絵と、
ファッションと。」いよいよ開幕！

担　　当 スポーツ・文化観光部 県立美術館企画総務課

連 絡 先 静岡県立美術館企画総務課

TEL 054-263-5755

～県立美術館に、カラフルで楽しい刺繍作品大集合！～

「糸で描く物語　刺繍と、絵と、ファッションと。」

 主催  静岡県立美術館   後援  駐日ルーマニア大使館、スロヴァキア共和国大使館、カナダ大使館

 協力  北海道立北方民族博物館、スロヴァキア国立民俗芸術制作センター  企画協力  株式会社イデッフ

手仕事の温もりと美しさによって、幅広い層に人気を博している刺繍は、伝統的な装飾品から日用雑貨にいたるまで、様々な形で現代の生活に浸透しています。
本展は、そうした刺繍をめぐるアートを複数の角度から紹介するものです。東欧の交差路スロヴァキアやトランシルヴァニアの伝統的な衣装やテキスタイル、独特の
造形とあざやかな色彩が様々なアーティストに影響を与えているイヌイットの壁掛け、さらには、絵本の挿絵として制作されたのびやかな作品から精緻なオートク
チュール刺繍まで、多彩な作例をお楽しみください。

●展覧会について

場所 静岡県立美術館　静岡市駿河区谷田53-2

会期 令和５年７月25日(火)から９月18日(月・祝)まで

開館時間
10:00から17:30まで（入場は17:00まで）
８月11日(金・祝)、12日(土)は10:00から19:00まで（入場は18:30まで）

休館日 毎週月曜日　※ただし、８月14日(月)、９月18日(月・祝)は開館

観覧料
　　　 一　般 　　　|　1,200円 (前売1,000円)
　　  70歳以上　  　|　　600円 (前売  500円)
　 　大学生以下　 　|　   無料

●関連イベントについて

館長美術講座 ちょこっと体験 静岡県立中央図書館から出張！

糸と布と衣服をめぐるお話 みんなでちくちくアート おはなしかい

○ 講師 当館館長 木下直之
○ 日程 8/26(土)
○ 時間 14:00～15:30
○ 場所 当館講堂

○ 講師 瀬川夏帆
○ 日程 8/11(金・祝)～8/14(月)
○ 時間 10:00～12:00、
　　　　13:00～15:30
○ 場所 当館１階エントランス
        ホール

○ 日程 8/12(土) 
○ 時間 10:30～11:00、
        14:00～14:30
○ 場所 当館1階情報コーナー

●報道向け内覧会について
　令和５年７月24日（月）集合時間13：30（受付開始13：15）から、報道関係者を対象に担当学芸
　員による展示解説、質疑応答を行います。
　内覧会に御参加いただける方は７月21日（金）までに
　県立美術館　企画総務課（TEL054-263-5755）に御連絡ください。



提 供 日 2023/07/19

タイトル 「ふじのくに子ども芸術大学」特別講座の開催（取材
案内）

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2252

　
「ふじのくに子ども芸術大学」特別講座を開催します！
【沼津会場】（取材案内）

　

県内の小中学生を対象とした文化芸術の創造・体験講座である「ふじのくに子ども芸術大学」の特別講座を開催します。

【沼津会場】
○日程・場所　７月29日（土）　プラサヴェルデ（沼津市大手町1-1-4）

○スケジュール
12：30～13：15  基調講演「近未来に夢を抱いて生きるには」（コンベンションホールB（3F））

三枝　成彰（ふじのくに子ども芸術大学学長・作曲家）

13：30～17：30　特別講座（その他講師）
　
　○参加者　県内小中学生　各講座20～30人　合計100人(申込受付は終了しています)

時　間 講座名 　講　師 会　場

13:30～17:00 わたせせいぞうとポスターを作ろう わたせせいぞう
（イラストレーター）

401会議室
(4F）

13:30～17:30 映画の１シーンを撮る 三枝　健起
（映画監督）

301・302会議室
(3F）

13:30～17:30 想いをカタチに
～プロダクトデザイン体験～

金子　武明
（プロダクトデザイナー）

402会議室
(4F）

13:30～17:30 電子工作でコンピューターを作ってみ
よう！

丹羽　直也
（未踏スーパークリエータ）

407会議室
(4F）

※　参加者は、各日とも三枝学長の基調講演を聴講後、各講座を受講します。

※　 取材 を 希望 される 報道関係者 の 方 は 、 基調講演会場 へお 越 しください 。

◆上記のほか、浜松、静岡で次の講座を開講します。

【８月５日（土）／浜松会場（クリエート浜松）】

　○基調講演（三枝　成彰／ふじのくに子ども芸術大学学長・作曲家）

　○特別講座　３講座

【８月20日（日）／静岡会場（グランシップ）】

　○基調講演（三枝　成彰／ふじのくに子ども芸術大学学長・作曲家）

　○特別講座　５講座

※　詳細はふじのくに子ども芸術大学ホームページを御覧ください。
　（https://www.fkac.jp/）

https://www.fkac.jp/


提 供 日 2023/07/19

タイトル 初開催！「富士山からの挑戦状」を活用した「富士山
学習」出張講義を行います！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

初開催！「富士山からの挑戦状」を活用した

「富士山学習」出張講義を行います！

富士山の環境保全に取り組んでいる「ふじさんネットワーク」（事務局：県自然保護課）は、子どもたちの富士山への親しみや興味をもってもら

い、富士山を大切にする心を育てる「富士山学習」のための学習リーフレット、「富士山からの挑戦状」を作成しています。

　この度、「富士山からの挑戦状」を執筆・監修いただいた山田辰美先生（常葉大学名誉教授）による出張講義を開催します。

【内　容】

１　主　　催  ふじさんネットワーク

  ２　日　　時  令和５年７月20日(木)午前10時15分～11時50分

  ３　講義内容　「世界の中の富士山　富士山を守るために」（仮）

　４　場　　所　小山町立須走小学校体育館（静岡県駿東郡小山町須走70-18）

取材の際は、小学校事務室にお声がけのうえ体育館へお越しください。

　５　参加予定者数　約60名（須走小学校５、６年生）

　６　参　　考　掲載サイト

　　　　　　　Shizuoka ebooks（トップ画面からキーワード検索）
（https://www.shizuoka-ebooks.jp/）

https://www.shizuoka-ebooks.jp/


提 供 日 2023/07/19

タイトル ChatGPT利用者層向け研修の開催

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班　西山

TEL 054-221-2915

ChatGPT利用者層向けの研修を開催します（取材案内）

■　概　要
    ・県では、職員が、生成ＡＩを適正かつ積極的に利用するため、「静岡県生成ＡＩ利用ガイドライン」を令和５年６月15日に
公表しました。
    ・業務における生成ＡＩの適正かつ効果的な活用に向けて必要な知識、技術を習得するため、下記のとおり職員研修を開催いたしま
す。

■　日時等　令和５年７月24日（月）第１回10：00～12：00　第２回13:00～15:00　
    ※1、２回の研修内容は同じです。

■　会　場　県庁別館８階第一会議室C及びオンライン（ZOOM）

■　対象者　生成AIを利用する全ての職員（会計年度職員等を含む）

■　内　容
　　　・最近のＡＩの動向やＡＩで出来ること
　　　・業務における生成ＡＩの効果的な使い方

■　記者の皆様へ
　  ・取材を希望される方は、前営業日（7/21）までにデジタル戦略課へ御連絡ください。



提 供 日 2023/07/20

タイトル 科学の甲子園ジュニア　静岡県大会を開催します！

担　　当 教育委員会 総合教育センター小中学校支援課

連 絡 先 総合教育センター小中学校支援課

TEL 0537-24-9730

科学の甲子園ジュニア　静岡県大会を開催します！

１　趣旨

　中学生３人でチームを作り、理科や数学などにおける複数分野の競技に協働して取り組むことを通して、科学の楽しさや面白さ
を知るとともに、科学と実生活・実社会との関連に気付き、科学を学ぶことの意義を実感できる場を提供する。

　静岡県内から30チームが参加し、12月に行われる全国大会の県代表チーム２チームを決める。

　全国大会は、12月８日（金）から10日（日）までの３日間、兵庫県姫路市で開催され、県代表２チームが合同チームとして参加
する。

２　概要

(1)大会名　　科学の甲子園ジュニア　静岡県大会

　

(2)開催日・会場

　　　　　　令和５年７月22日（土）　（予備日　令和５年７月23日（日））

　　　　　　　西部会場：静岡県総合教育センター　大研修室

　　　　　　　　　　　（掛川市富部456　TEL　0537-24-9730）

　　　　　　　東部会場：東部総合庁舎（沼津市髙島本町1-3　TEL055-920-2245）

　　　　　　　※西部会場には25チーム、東部会場には５チーム参加します。

(3)主催　　　静岡県教育委員会

(4)参加者　　県内中学校１・２年生　30チーム

３　当日の日程

日　　程 内　　　　容

 9：00～9：15 開会式

 9：25～10：25

筆記競技

理科・数学等の内容を組み合わせた課題や、実生活・実社会と関
連させた課題を解決する内容から出題される。

10：40～12：00

実技競技

ものづくりの能力、コミュニケーション能力等を用いて課題を解
決する力を競う内容が出題される。

12：10～12：30 閉会式　諸連絡

４　その他

(1)写真撮影は、開会式、閉会式のみ可能です。

(2)取材は西部会場のみ可能です。

(3)取材の際は、静岡県総合教育センター大研修室に直接お越しいただき、担当職員

　 に声をかけてください。

「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/07/20

タイトル 浜松城北工業高校生徒が、ヤマハ発動機にて「ロボ
ティクス実習」実施！（マイスター・ハイスクール事
業）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　小林礼治

TEL 054-221-3145

 県立浜松城北工業高校 の 生徒 がヤマハ 発動機 ロボティクス 事業所 で
 「 ロボティクス 実習 」 を 行 います ！

　文部科学省による次世代地域産業人材育成刷新事業「マイスター・ハイスクール事業」の一環として、県立浜松城北工業高校の

生徒17名を対象に、7月24日（月）～28日（金）の期間、ヤマハ発動機株式会社浜松ロボティクス事業所にて「ロボティクス実

習」の授業を行います。

１　日時
　　　令和５年７月27日（木）午後１時30分から４時30分まで

２　研修場所
ヤマハ発動機株式会社 浜松ロボティクス事業所　１Ｆ(117応接室)
住所： 浜松市北区豊岡町127番地

３　内容
　　　産業用ロボットとビジョンシステムを用いて、ワーク（ロボットが掴む物）のピッキング動作
　　の実習体験を行います。

　　※今回実施する『ロボティクス実習』では、マイスター・ハイスクール事業の取組みにおける「ロボット工学についての知識及び技能を習得
し、職業人としての自覚を養う」を目的に、17名の生徒が５日間にわたりヤマハ発動機株式会社ロボティクス事業部を訪問し、ロボティクス
への深い理解と知見を体得します。「インターンシップ」とは異なり、実習内容のすり合わせ段階から学校・企業が連携して検討を進めて
きました。地域企業が求める「ロボティクス人財」育成への一助となることが期待されています。

　　※ 学生 の 撮影 については 許可 を 得 ております

４　問合せ先
　　　取材を希望される場合は、前日17時までに下記担当まで御連絡ください。
　　※高校教育課指導第２班　電話番号054-221-3145

　　
「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/07/20

タイトル ４年ぶりに、高校生海外インターンシップが実施され
ます

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　小林礼治

TEL 054-221-3145

 ４ 年 ぶりに 、 高校生海外 インターンシップが 実施 されます 。

　県教育委員会では、「ふじのくにグローバル人材育成基金」を活用した事業の一環として、８月に「高校生海外インターンシップ事業」を実施

します。実際に海外を訪れるのは令和元年以来４年ぶりとなります。

高校生が海外に進出している県内企業の海外事業所等を訪れ、交流・視察や就労体験等を実施することで、海外マーケットでの県内企業

の魅力や競争力、貢献度などを肌で感じる貴重な機会となります。

１　参加生徒
　　国際理解・国際交流に深い関心を持ち、積極的に研修に参加する意欲を持っている

県内の高等学校に在籍する２年生。
　　３コース合計33人（各高校で推薦された生徒から高校教育課が選考）。

２　研修日時及び研修場所等
国内研修先

所在地
海外研修先

研
修
国 研修日時 研修期間(事業所での研修日)

参加生徒所属校

ヤマハ発動機(株)
磐田市新貝2500

YIMM(Yamaha-Indonesia-Motor-
Manufacturing)

７月26日（水）
13:00～17:00

８月20日（日）～23日（水）
（８月21日（月））

（生徒11人）
下田、御殿場南、静岡城北、科学技
術、藤枝北、掛川東、袋井、浜松東、
浜松工業、浜松城北工業、静岡雙葉

（株）呉竹荘
浜松市中区東伊場
1-1-26

ホテル呉竹荘 クマン 
ジャカルタ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

７月31日（月）
13:00～16:00

８月20日（日）～23日（水）
（８月21日（月））

（生徒11人）
沼津商業、静岡、静岡商業、藤枝東、
藤枝西、島田商業、榛原、磐田南、浜
松西、浜松工業、浜松商業

ジヤトコ（株）
富士市今泉700-1

Jatco(Thailand)Co.Ltd.タ
　　
　　
イ

７月26日（水）
12:00～17:00

８月20日（日）～23日（水）
（８月21日（月））

（生徒11人）
吉原工業、富士、富士東、富岳館、磐
田南、天竜、浜松城北工業、浜松商
業、市立沼津、富士市立、静岡雙葉

３　問合せ先
　　取材を希望される場合は、企業との調整等のため、必ず研修日時の前日17時（呉竹荘
　については７月28日（金）17時）までに、下記担当まで御連絡ください。
　　※高校教育課指導第２班　電話番号054-221-3145

　　
「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/07/20

タイトル 御前崎港を脱炭素化！～協議会開催～

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾企画課

連 絡 先 港湾計画班

TEL 054‐221‐3056

御前崎港を脱炭素化！～協議会開催～

　御前崎港及び周辺地域の脱炭素化を目指すため「御前崎港港湾脱炭素化推進協議会」を設立し、第１回協議会を開催します。

　本協議会では、御前崎港において、カーボンニュートラルポート(CNP)の形成に向け、実施すべき取組やロードマップ等を官民

一体となって検討し、「御前崎港港湾脱炭素化推進計画」を策定することとしています。

　今回は、事務局から計画の概要や協議会要綱（案）等を提示し、今後の取組方針等について議論します。

　

１　開催概要

 　名　 称　御前崎港港湾脱炭素化推進協議会（第１回）

　日　 時　令和５年７月27日（木） 午後１時30分から午後３時　※Web併用

　場　 所　御前崎市御前崎地区センター　大研修室（御前崎市白羽5404－１）

　事務局 　静岡県交通基盤部港湾局港湾企画課

２　主な内容

（１）御前崎港港湾脱炭素化推進計画の概要について

（２）御前崎港における協議会要綱（案）、進め方

（３）カーボンニュートラルポート（CNP)形成について（情報提供）

３　協議会構成員

　御前崎港周辺で活動する企業及び国、県、市

４　取材

・ 協議会 は 、 非公開 としますが 冒頭挨拶( 議事開始前) まで 傍聴及 び 撮影可能です。

・当日は、午後１時10分までに会場へ、お集まりください。

・会議終了後に、報道関係者向けの事後レクを行います。

・マスク着用は、個人の判断とします。



提 供 日 2023/07/20

タイトル 【むらマッチ】農村と企業の初マッチング　ひずるし
い鎮玉（浜松市北区引佐町）×株式会社大王製作所

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 農村整備班

TEL 054-221-2714

【むらマッチ】農村と企業の初マッチング

ひずるしい鎮玉（浜松市北区引佐町）

×株式会社大王製作所（東京）
現地の魅力が伝わる特産品作りプロジェクト始動

１　趣　旨
　県が運営している農村と企業等のマッチング支援プラットフォームサイト「むらマッチ」の 初 のマッチング 事例として、浜松市北区引佐町の旧
鎮玉村エリアの地域振興に取り組む「NPO法人ひずるしい鎮玉」と東京の企業「株式会社大王製作所」による、現地の魅力が伝わる特産品作
りのプロジェクトが始動しました。
　同プロジェクトは地域資源を活かした特産品開発を目的としており、プロジェクト関係者を中心に開発する商品の方向性を考えるワークショッ
プを令和5年7月24日（月）に開催し、地域の魅力と課題の棚卸、特産品のアイデア出し等を行っていきます。
　特産品開発及び製造費用等の調達はクラウドファンディングを予定しています。

２　日時・場所・お問合せ
（１） 日　　　時 令和５年７月24日（月）13時～16時
（２） 実施場所 NPO法人ひずるしい鎮玉事務所（浜松市北区引佐町四方浄30-12）
（３） お問合せ NPO法人ひずるしい鎮玉　TEL053-544-1045　担当　廣瀬 

　 　　

　

＜参考＞むらマッチ
新たなビジネスを創造するスキルやアイディアを有する企業、大学等の情報と農村の要望や課題を共有する場となる県が運営しているプラッ
トフォームサイト。

（１）調  べ  る
　・マッチング希望登録数： 農村40 地域、 企業等96 社
　・連携事例や取組状況を紹介

（２）発 信する 　・登録している農村や企業等による、パートナー募集や取組状況等の情報を
発信　※農山村の情報発信サイト「むらサポ」と連携　

（３）問い合わせる　・県のコーディネート等相談窓口や直接登録者への問い合わせ等も可能

https://www.shiz
uoka-murasapo.n
et/muramatch/

https://www.shiz


提 供 日 2023/07/20

タイトル 第１回「静岡の家具」振興方針検討委員会の開催

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 宇佐美

TEL 054-221-2516

　　　　　　第１回「静岡の家具」振興⽅針検討委員会を開催します︕
　

　「静岡の家具」の産地としての知名度向上及び家具業界の連携強化に向けて、振興方針を策定するため、第１回「静岡の家具」振興方針検
討委員会を開催します。

　　　　　　　　　　　　　記

１　⽇　時
　　令和５年７月21日(金)　　午後２時から午後４時

２　会　場
　　県庁別館20階「ツナグオフィス」

３　出席者
　　（委員）
　　・静岡県家具工業組合理事長　塩川達也氏
　　・創造意匠Hihara Industrial Design Office代表　日原佐知夫氏
　　・株式会社JMR生活総合研究所代表取締役社長　松田久一氏（Web参加）
　　・静岡大学人文社会科学部准教授　横田宏樹氏
　　・静岡県工業技術研究所長　櫻川智史氏

４　内　容
　　・「静岡の家具」振興方針の策定について
　　・「静岡の家具」振興の方向性について
　　・その他



提 供 日 2023/07/20

タイトル 令和５年　夏季一時金要求・妥結状況（第２報　７月
11日現在）

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2334

令和５年　夏季一時金要求・妥結状況（第２報　７月11日現在）
～妥結額773,346円、支給月数2.57か月で前年同期（736,782円、2.46か月）を上回る～

１　概況（第２報　７月11日現在）

　　県内の調査対象民間労働組合500組合のうち、255組合から有効回答があり、そのうち、夏季一時金の要求を行った組合は245組合であった。

　　これら245組合の平均要求額は、加重平均で797,853円、支給月数で2.66か月であった。

　　また、245組合のうち、７月11日までに妥結した238組合の平均妥結額は、加重平均で773,346円、支給月数で2.57か月であった。

２　前年同期との比較（加重平均）

　(1) 平均要求額

　　　夏季一時金の要求を確認できた245組合の平均要求額を、前年同期（260組合、775,875円、2.59か月）と比較すると、金額で21,978円、支給月数で

0.07か月上回った。

　(2) 平均妥結額

　　　夏季一時金の要求を確認できた245組合のうち、７月11日までに妥結した238組合の平均妥結額を前年同期（254組合、736,782円、2.46か月）と比較

すると、金額で36,564円、支給月数で0.11か月上回った。

３　業種別妥結状況

　　回答数の多かった「製造業」と「運輸業、郵便業」の妥結状況をみると、「製造業」では平均妥結額が812,679円（2.65か月）で、前年（793,094円、2.58か

月）を上回った。

　　一方、「運輸業、郵便業」では、平均妥結額が352,892円（1.46か月）で、前年（447,017円、1.74か月）を下回った。

４　企業規模別妥結状況

　　従業員規模別に妥結状況をみると、「300人以上」では804,420円(2.66か月)、「299人以下」では529,867円(2.07か月)であり、「300人以上」の方が金額

で274,553円、支給月数で0.59か月上回った。

20232natsukazen.pdf20232natsukazen.pdf

2023chinagenittei.pdf2023chinagenittei.pdf



提 供 日 2023/07/20

タイトル 伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロジェクト（Ｉ
ＣＯＩプロジェクト）に取り組む事業者を決定しまし
た！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054-221-2985

伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロジェクト（ＩＣＯＩプロジェクト）に取り組む事業者を決定しました！

　静岡県が取り組む「伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロジェクト（ＩＣＯＩプロジェクト）」において、温泉に食、スポーツ等を組み
合わせた新たなヘルスケアサービスの開発等に取り組む事業者等の公募を行い、以下のとおり決定しました。

１　令和５年度静岡県ＩＣＯＩプロジェクト実証事業業務委託
　伊豆地域にて展開可能な新たなヘルスケアサービスのビジネスモデルを構築します。

□内容（分野：(1)スポーツ、(2)湯治・ヘルスツーリズム、ワーケーション)

分野 提案者名 共同実施機関 テーマ

(1) 東海大学 西伊豆町役場
地域独自のスポーツ合宿誘致プラン
に関するビジネスモデルの開発

一般社団法人
伊豆長岡温泉
エリアマネジメント

メリダジャパン株式会社

株式会社コナリゾート

一般財団法人
日本健康開発財団

「温泉」「健康」「学び」「喜び」
伊豆地域の魅力を活かしたウェルネ
スツーリズムの開発

(2)

株式会社Y4.com 坂聖・玉樟園
デジタル健康管理で温泉体験ツーリ
ズム

（参考）実証事業の概要

区　分 内　容

委託内容
温泉にスポーツ、食、アクティビティ等を組み合わせることにより、伊豆地域に適した新た
なヘルスケアサービスのビジネスモデルを企画・構築し、その検証を行う。また、伊豆地
域のホテル・旅館等において横展開可能なマニュアルを作成する。

対象地域
７市６町（沼津市、熱海市、三島市、伊東市、下田市、伊豆市、伊豆の国市、東
伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南町）

契約限度額 1,000万円／年

委託期間 契約日から令和６年２月29日まで

２　令和５年度静岡県ＩＣＯＩプロジェクト推進事業費補助金
　市町等地域の取組を支援します。

□内容（分野：(1)スポーツ、(2)湯治・ヘルスツーリズム)

分野 申請者名 事業概要 フィールド

(1)
株式会社有楽
(伊豆高原リゾートホテ
ルロヴィング)

ラケットスポーツの専門トレーニングと温泉、健
康食、高性能体脂計による健康状態を５つの観点
で分析する効果検証を組み合わせた合宿プランを
開発

伊東市

株式会社
エムアイファクトリー

伊豆長岡温泉内の宿泊施設で温泉ペットボトル開
発や温泉水のかき氷を提供し健康増進効果を計る
とともに、温泉水の販売サイトを制作し、宿泊以
外の収入が得られる仕組を構築

伊豆の国市

(2)

合同会社湯郷温泉
屋外サウナと足湯、源泉かけ流し天然水風呂との
交互浴を実施し、実施前後の健康効果を検証する
ことで新たなヘルスプランを開発

三島市

（参考）補助金の概要

区　分 内　容

補助対象事業
プロジェクト推進地域における温泉に食、スポーツ等を組み合わせた新たなヘル
スケアに関するサービスの開発（調査・設計・製作・実験等）や計画の策定等の
事業

対象地域 ７市６町（沼津市、熱海市、三島市、伊東市、下田市、伊豆市、伊豆の国市、東
伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南町）

補助率及び
限度額

１／２以内　上限100万円

補助対象期間 補助金の交付決定の日から令和６年２月29日まで



提 供 日 2023/07/20

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第87報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月20日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第87報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第87報（７月19日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 浜松市北区 770 27 1 29 18 18 7月18日 ～ 7月2
本日合計 １小学校 1 29 18 18

２００施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１２２小学校、　１１幼稚園、
　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

379 10,879 3,543 3,324

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年７月19日（磐田市小学校） 　



提 供 日 2023/07/20

タイトル マダニに咬まれないように注意しましょう！（「日本
紅斑熱」患者が確認されました）

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

－危機管理情報－
マダニに咬まれないように注意しましょう！

～今年県内３例目の「日本紅斑熱」患者が確認されました～

１　要旨
　熱海保健所管内在住の60歳代男性が、７月11日から発熱、発疹、筋肉痛、倦怠感の症状を呈し、７月14日に熱海保健所管内の医療機関
を受診し、入院しました。右腰部にマダニの刺し口が認められ、紅斑が認められたことから、ダニが媒介する感染症の疑いがあるため、
痂皮を検体として県環境衛生科学研究所で検査を行い、18日に日本紅斑熱の病原体遺伝子が検出され、日本紅斑熱であることが確認され
ました。
　患者はマダニに咬まれた自覚はありませんでしたが、診察において右腰部にマダニの刺し口が認められたこと、また農地にて作業をし
ていたことから、日本紅斑熱の病原体を保有するマダニに咬まれたことにより感染したと推定されています。
　なお、患者はすでに退院しており、快方に向かっています。

　
　県内で日本紅斑熱の患者が確認されたのは、今年に入ってからは３例目です。春から秋にかけてマダニの活動が盛んになる時期です。レ
ジャーや農作業などで野山や草むら、畑などに入るとマダニに咬まれることがあります。 マダニが 病原体 を 保有 していると 、 咬 まれた 人 が
 「 日本紅斑熱 」、「 重症熱性血小板減少症候群 （SFTS ）」 などの 感染症 にかかる 危険性 があります 。これらの疾患にかからないようにす
るために、野外でのダニ対策が重要です。
　特に、日本紅斑熱患者の発生が多い５月頃から11月頃までの時期は、野山や畑等の屋外でマダニに咬まれないよう十分注意しましょう。
また、屋外を出入りする犬や猫等に付着したマダニに屋内で咬まれないよう注意しましょう。

　　
※　報道機関各位におかれましては、患者及び患者家族等について、本人等が特定されることのないよう、格別の御配慮をお願いします。

２　マダニが媒介する主な感染症

（１）　日本紅斑熱
日本紅斑熱リケッチアという病原体を保有する マダニに 咬 まれることで 感染 し 、 人 から 人 へ 感染 して 広 がるものではありません 。
マダニに咬まれてから、２日から８日の潜伏期間の後、高熱、発疹が現れ、重症化した場合には、死に至ることもあります。
 県内 では 、 平成30 年 からの 最近 ５ 年間 で 、 年間 ３ 〜10 例 、 計36 例発生 しており 、 そのうち 死亡例 が ２ 例報告 されています 。

（２）　重症熱性血小板減少症候群(SFTS)
感染経路は、SFTS ウイルスを 保有 するマダニに 咬 まれることが 中心 ですが 、 血液等 の 患者体液 との 接触 や 、 マダニに 咬 まれSFTS ウイル
 スに 感染 している 犬 や 猫 の 体液 から 感染 することも 報告 されています 。
マダニに咬まれてから、６日から14日の潜伏期間の後、発熱、消化器症状などが現れ、重症化した場合には死に至ることもあります。
 県内 では 令和 ３ 年 から 年間 ４ 〜 ６ 例 、 ２ 年間 で 計10 例発生 しており 、 死亡例 はありません 。 本年 は 、 これまでに ２ 例 が 報告 されています 。

３　県民の皆様へ
( １) マダニに 咬 まれないようにしましょう ！

特にマダニの活動が盛んな、 春 から 秋にかけて注意が必要です。
野山や草むら、畑などに入る場合は、耳を覆う帽子、首に巻くタオル、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴を着用し、 肌 の 露出 を 少 なく
してください。
マダニ用に市販されている忌避剤はありますが、マダニの付着を完全に防ぐことはできませんので、他の防護手段と組み合わせて対策を
取りましょう。

( ２) 屋外活動後 は 、 マダニに 咬 まれていないか 確認 しましょう ！
マダニに咬まれた場合は、数日間、体調の変化に注意しましょう。
発熱・発疹の症状が見られたら、 早 めに 医療機関 を 受診し、マダニに咬まれた可能性があることを医師に伝えましょう。

( ３) ペットに 付着 して 、 マダニが 家 の 中 に 入 ってくることもあります ！
飼育している犬や猫にもダニ駆除剤を使用しましょう。
飼育している動物の健康状態の変化に注意し、動物が体調不良の際には、咬まれたりなめられたりしないようにして、動物病院を受診し
て下さい。

 ４ 　 日本紅斑熱 の 過去 ５ 年間患者数 （ 人 ）令和５年全国は7/20時点　（）死亡事例再掲
年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

全国 305 318 421 487 460 167 
静岡県 3 10(1) 8 8(1) 5 3 

 ５ 　SFTS の 過去 ５ 年間患者数 （ 人 ）令和５年全国は7/20時点
年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

全国 77 101 78 110 118 88 
静岡県 0 0 0 4 6 2 



提 供 日 2023/07/20

タイトル 令和５年度第１回静岡県周産期・小児医療協議会の開
催

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 地域医療班

TEL 054-221-2350

令和５年度第１回静岡県周産期・小児医療協議会を開催します。

　県では、周産期医療体制及び小児医療体制の整備運営について協議するため、静岡県周産期・小児医療協議会を設置していま
す。
　今回の協議会では、令和６年度からの第９次静岡県保健医療計画における「周産期医療」、「小児医療（小児救急医療を含
む。）」についての協議等を行います。

１　開催日時

　　令和５年７月27日（木）　午後６時～午後７時30分

２　会場

　　県庁別館９階第三会議室（Web形式も併用して実施）

　　※取材を希望される場合は、会場へお越しください。

３　内容

　・第９次静岡県保健医療計画（周産期医療、小児医療（小児救急医療を含

　　む。））について　ほか

４　協議会の構成

　　会長　齋藤　昌一（一般社団法人静岡県医師会　副会長）

　　委員　医療関係者、行政関係者等16名



提 供 日 2023/07/20

タイトル 障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研
修」の受講生を募集します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-2328

障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」の受講生を募集します。

　静岡県では、障害のある人の一般就労を支援することを目的として、障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」を
開催します。
　この研修により、ホームヘルパー（訪問介護員）の資格を取得し、介護現場での就労を希望する方の参加をお待ちしています。

１　研修期間
　　令和５年８月下旬～令和６年１月24日（研修時間は195時間）
　　開講式：令和５年８月下旬
　　修了式：令和６年２月上旬

２　受講対象者の要件
　　A.障害者手帳または医師の診断書を所持する障害のある人
　　B.介護現場等へ一般就労を希望する人
　　C.全ての開講日に参加でき、原則として自分で受講会場に通える人
　　　以上、A～Cの全てにあてはまる人
　　※受講申込の際は、現在所属する学校、勤務先、事業所等に許可を得てください。
　　※受講に当たっては、面接などを行います。
　　※受講希望者が定員に達した場合は、当該年度に就労する人を優先します。

３　受講定員
　　50名とし、各地区10名程度とします。

４　受講料
　　無料です。
　　ただし、研修で使用するテキストの代金として5,500円をいただきます。
　　受講するための交通費、食事代は別途実費が必要です。

５　取得資格
　　研修を全て受講し、筆記試験に合格した人は、居宅介護職員初任者研修課程
　修了者として認定され、修了式において県知事名の修了証明書が交付されます。

６　研修内容
　(1)【講義および演習】
　　　介護の基本・老人福祉や障害者福祉に関する知識、こころとからだのしくみ
　　と生活支援技術など
　(2)【修了評価・筆記試験】
　　　筆記試験日：令和６年１月24日（水）
　　　ただし、筆記試験は研修総時間数195時間には含まれません。

７　研修実施会場
　　県内５地区（伊豆、東部、中部、中東遠、西部）

８　申込み締切
　　令和５年８月25日（金）

９　申込み先及び問合せ先
　

区分 法人名 郵便番号 住所 電話番号 担当

総括
(一社)静岡県社会就労センター協
議会 〒420-0031 静岡市葵区呉服町2-1-5 054-204-5088 鈴木

伊豆 (福)農協共済中伊豆リハビリテー
ションセンター 〒410-2507 伊豆市冷川1523-108 0558-83-2111 藤原

東部 (福)富岳会　富岳の園 〒412-0033 御殿場市神山1925-1148 0550-87-0161 早野
中部 (福)明光会 〒421-1211 静岡市葵区慈悲尾180 054-278-7005 石田

中東遠 (福)明和会　支援センターラック 〒437-0062 袋井市泉町2-10-13 0538-43-0826 榊原
西部 (福)天竜厚生会　研修センター 〒434-0015 浜松市浜北区於呂4201-6 053-583-1123 藤田

10　実績
　平成25年度から実施している当研修は、これまでに295人が講義等を修了、294人が資格取得しています。
　さらに、114人が一般就労をしています。



提 供 日 2023/07/20

タイトル 富士山静岡空港における国際線の運休・欠航期間の延
長

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野・大澤

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港における国際線の運休・欠航期間の延長

　富士山静岡空港において、国際線を運航する航空会社から次のとおり連絡がありましたので、お知らせします。

航空会社 路線 運航頻度 期間

上海線

寧波線

杭州線

中国東方
航空

南昌線

一時運休

【変更前】
 令和５年７月31日まで運休
【変更後】 
  令和 ５ 年 ８ 月31 日 まで 運休

北京首都
航空 杭州線

２往復／週
（木・日）

【変更前】
 令和５年７月30日まで欠航
【変更後】
  令和 ５ 年 ８ 月31 日 まで 欠航

  ※欠航等の期間については、状況により変更する場合があります。

（参考）

航空会社 路線 運航頻度 期間

チャイナ
エアライン 台北線

２往復／週
（火・金）

 令和５年10月27日まで欠航
【欠航期間に変更なし】



提 供 日 2023/07/20

タイトル 重要無形文化財「長唄」の保持者に伊東市在住の吉住
小佐久朗氏が追加認定されます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 河合　修

TEL 054-221-3158

重要無形文化財「長唄」の保持者に

伊東市在住の吉住小佐久朗氏が追加認定されます！

　文部科学省の文化審議会は、７月21日（金）に開催される同審議会文化財分科会において、重要無形文化財「長唄（ながうた）」の伝統長唄

保存会会員（でんとうながうたほぞんかいかいいん）の構成員に36名を追加認定するよう文部科学大臣に答申する。

　その36名中、県内では、伊東市に在住する吉住小佐久朗（芸名。よしずみ　こさくろう）氏が追加認定される。

１ 重要無形文化財「長唄」について
　・長唄とは、18世紀以降に歌舞伎音楽として特に江戸で発達し、その後、劇場か
　　ら離れた純粋の音楽としても展開をみせた三味線音楽である。
　　その表現は、地歌（じうた）をはじめとして、義太夫節（ぎだゆうぶし）、
　　豊後節（ぶんごぶし）などの諸浄瑠璃（じょうるり）その他の要素を取り入
　　れ、高度な技法を用いた豊富な内容を有している。数ある三味線音楽の中で
　　も、歌い物を代表する音楽として、我が国の音楽史上において重要であるばか
　　りでなく、歌舞伎の演奏である黒御簾（くろみす）音楽を担当するなど、歌舞
　　伎の上演にも不可欠なものとなっている。
　・文化庁は、平成29年10月２日に重要無形文化財として「長唄」を指定し、伝統
　　長唄保存会会員（代表者：吉田成一（よりだしげかず、芸名：松永忠五郎
　　まつなが　ちゅうごろう）を「長唄」の保持者として個人認定（第１号）した。
　・それ以降伝統長唄保存会会員の構成員数は今回の追加認定で125名となる。

２　今回の県内認定者について
　・芸　名：吉住　小佐久朗（よしずみ　こさくろう）
　・本　名：藤富　清範（ふじとみ　きよのり）
　・居住地：静岡県伊東市
　・履　歴：昭和12年（1937）年９月11日東京都生。
　　　　　　国立劇場で行われる歌舞伎公演等に唄者として出演
　・認　定：伝統長唄保存会（唄）

３　問合せ先
　　文化庁文化財第一課審議会係　０７５－４５１－４１１１（代表）
　　伝統長唄保存会　０３－６２６４－３８９８（代表）



提 供 日 2023/07/20

タイトル 文化財保存活用地域計画の新規認定

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-3183

「文化財保存活用地域計画」の新規認定（藤枝市）

　文部科学省の文化審議会は、７月21日（金）の同審議会文化財分科会により、文化庁長官に「文化財保存活用地域計画」の認定
について答申をし、文化庁長官が同日付けで認定を行う予定です。今回、県内市町としては、藤枝市の「文化財保存活用地域計
画」が国に認定される見込みです。
　県では、県内市町の同計画の作成を支援しており、昨年度までに浜松市、磐田市、伊豆の国市、富士市、焼津市、袋井市が認定
を受け、今回の認定により、県内の認定自治体数は７市になります。全国ではこれまでに96市町が国の認定を受けています。

１　「文化財保存活用地域計画」とは
　文化財保護法に基づき、確実な文化財の継承と活用を図るため、地域の歴史文化や実情を踏まえた域内の文化財の総合的な保
存・活用の方針や具体的取組を示したもの。

制度 ・平成30年の文化財保護法改正により法制化
・地域における文化財の保存・活用の総合的計画として市町が作成
・市町の申請に基づき、国が認定

主な記載事項 ・文化財の調査に関すること
・歴史文化の特徴
・目指すべき方向性や将来像
・文化財の保存と活用に関する課題と方針、具体的な措置
・文化財の保存と活用を推進する体制

国認定の
メリット

・国に対する登録文化財の提案
・国庫補助事業における優先採択等

県の取組 ・静岡県文化財保存活用サポートセンターによる、技術的な助言
・作成協議会等への出席

２　藤枝市の地域計画の概要
　　　基本理念　：東海道と山・里・まちが織りなす歴史文化を
　　　　　　　　　藤枝ブランドとして活かし、交流を生み出すまち
　　　計画期間　：令和５年度～12年度（８年間）
　　　主な文化財：大旅籠柏屋（国登録有形文化財）
　　　　　　　　　志太郡衙跡（国史跡）
　　　　　　　　　朝比奈大龍勢（県無形民俗文化財）
　　　主な取組　：藤枝市郷土博物館・文学館を拠点とした歴史文化の発信
　　　　　　　　　東海道ブランド化の推進
　　　　　　　　　旧藤枝製茶貿易商館活用事業

３　問い合わせ先
　　藤枝市スポーツ文化観光部文化財課　電話番号：054-645-1100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2023/07/20

タイトル 静岡国際オペラコンクール推進委員会を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局

TEL 053-457-6446

文化政策課TEL 054-221-3109

〜今秋開催の第９回静岡国際オペラコンクールへ向けて〜
静岡国際オペラコンクール推進委員会を開催します

（要旨）
　第９回静岡国際オペラコンクールの広報及び来場者促進策を協議するため、令和５年７月28日（金）に静岡国際オペラコンクー
ル推進委員会を開催します。

（概要）
１ 日　時　　令和５年７月28日（金）午後１時30分から
２ 会　場　　静岡文化芸術大学　北305会議室（浜松市中区中央2-1-1）
３ 内　容　　令和４年度事業報告、第９回静岡国際オペラコンクールの広報及び
　　　　　　 来場者促進策についての協議ほか
４ 推進委員会委員

氏 名 所 属
池 田 千 晶 中日新聞東海本社編集局長 
杉 山 都 彦  静岡新聞社・静岡放送浜松総局浜松ビジネスセンター長 
 河 合 正 志  浜松商工会議所専務理事
金 子 哲 也  公益財団法人浜松・浜名湖ツーリズムビューロー常務理事
荒 木 幹 子  浜松通訳ボランティアガイドの会「ＨＥＬＰ」会長 
寺 田 聖 子  公益財団法人浜松市文化振興財団常務理事 
梅 田 英 春 公立大学法人静岡文化芸術大学文化政策学部長 
玉 川 昌 幸 浜松シティオペラ協会会長 
羽根田 敦子  静岡県オペラ協会会長 
稲 田 礼 子  常葉大学非常勤講師兼県立清水南高校非常勤講師 
大 塚 友 美  舞台芸術家(浜松ゆかりの芸術家) 

　５　問い合わせ先
〒430-8533　浜松市中区中央2-1-1　静岡文化芸術大学内
静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局
TEL:053-457-6446　EMAIL:opera@suac.ac.jp　担当　小長井、飯塚

（参考）
　静岡国際オペラコンクールは、国際音楽コンクール世界連盟に声楽分野で加盟してい
る日本で唯一のコンクールです。1996年から３年ごとに浜松で開催されており、本年は
アクトシティ浜松大ホールにて10月28日(土)から11月５日(日)までのうちの６日間の日
程で開催します。チケットは８月19日（土）より販売予定です。

※会議は全て公開します。ぜひ取材をお願いします。

　

mailto:opera@suac.ac.jp


提 供 日 2023/07/20

タイトル Bリーグチェアマンによる副知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 企画班　杉山

TEL 054-221-2504

Bリーグの島田慎二代表理事CEO(チェアマン)がリーグ終了報告のため

出野副知事を表敬訪問します。

１　日　時　令和５年７月26日（水）　11時00分 から 11時30分 まで（30分間）

２　場　所　副知事室（県庁東館５階）

３　訪問者
　【公益財団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ】　
　　代表理事CEO 　　　島田　慎二（しまだ　しんじ）

　【ベルテックス静岡】
　　代表取締役社長　　　　　松永　康太　（まつなが　こうた）
　　経営企画部マネージャー　伊藤　新太郎（いとう　しんたろう）

４　訪問目的
　　ベルテックス静岡への応援に対する感謝、及び2026年に控えるリーグ基準移行の説明と応援の協力依頼

５　次第
　(1) 訪問者紹介
　(2) 懇談
　(3) 記念撮影

＜参考＞
島田チェアマン略歴

1970年　11月５日生
1993年　日本大学法学部　卒業
2015年　Ｂリーグ理事
2017年　Ｂリーグ副理事（バイスチェアマン）
2020年　Ｂリーグチェアマン（代表理事CEO）



提 供 日 2023/07/20

タイトル 伊豆市　柿木川の水質調査の結果

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2253

伊豆市 柿木川の水質調査の結果

－全ての調査項目が環境基準に適合－

１　要旨

　　宗教法人平和寺本山敷地内（伊豆市大平柿木）から流出した廃棄物混じりの土砂による、柿木川の水質への影響の有無を確認するた

め、県においてカドミウム、鉛、ふっ素を測定したところ、全ての調査項目が環境基準に適合していた。

２　調査の概要

採 水 日 令和５年５月31日（水）

調査地点
柿木川への土砂流出地点の上流・下流、小尻梨橋、柿木第一砂防ダム

上流、小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙１参照（No.１～６））

調査項目 カドミウム、鉛、ふっ素及び浮遊物質量（ＳＳ）
※

調査結果 全ての調査項目が環境基準に適合（別表のとおり）

※　濁りの状況を確認するために測定

３　今後の対応

引き続き、伊豆市と県で毎月交互に水質調査を実施する。

【参考】

ア　令和５年４月12日（水）に伊豆市が実施した水質調査

調査地点
※ 柿木川への土砂流出地点の下流、小尻梨橋、柿木第一砂防ダム上流、

小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙１参照（No.２～６））

調査項目

小尻梨橋：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する

27項目及び生活環境の保全に関する項目５項目

そ の 他：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する４項

目及び生活環境の保全に関する項目５項目

調査結果 全ての調査項目が環境基準に適合

※　柿木川への土砂流出地点の上流（No.１）においては、水量が少ないため採水できず

イ　上記の他、これまでに県（令和２年９月以降の奇数月）及び伊豆市（令和２年10月以降の偶数月）で毎月交互に実施した水質調査で

は、いずれも全ての調査項目が環境基準に適合。



提 供 日 2023/07/20

タイトル 静岡県知事・政令市市長会議の開催

担　　当 経営管理部 地域振興局地域振興課

連 絡 先 地域政策班

TEL 054-221-2057

１　要旨

　　静岡県知事、静岡市長及び浜松市長が一堂に会し、連携、協調を深めるととも

　に、県と静岡・浜松両政令指定都市共通の行政課題等について調整し、行政効果

　の向上を図るため、静岡県知事・政令市市長会議を開催する。

２　実施概要

項　目 内　容

日　時 令和５年９月11日（月）　16:00～17:00

場　所 ホテルアソシア静岡（静岡市葵区黒金町56番地）

会議名 静岡県知事・政令市市長会議 ※

出席者 静岡県知事、静岡市長、浜松市長

テーマ 人口減少、防災ほか現下の課題について

報道公開 フルオープンで実施

※両市長も参加する「地域サミット」と明確に区分するため、「県・政令指定都市

  サミット（Ｇ３）」から名称変更



提 供 日 2023/07/20

タイトル 静岡県推計人口　前月比1,073人の減少

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2023/07/21

タイトル 政務活動費収支報告書等の閲覧開始

担　　当 議会事務局 総務課

連 絡 先 総務課

TEL 054-221-2553

「静岡県政務活動費の交付に関する条例」に基づき、静岡県議会各会派の令和５年
４月分政務活動費収支報告書等について、次のとおり閲覧を開始します。
　なお、静岡県議会のホームページ上でも、当該収支報告書等を公開します。

１　閲覧開始日　　　令和５年７月31日（月）

２　閲覧時間　　　　平日の午前９時から午後５時まで
　　　　　　　　　　（正午～午後１時を除く）

３　閲覧場所　　　　議会事務局総務課（県庁本館３階）

４　閲覧に供する書類
　・収支報告書
　・政務活動費として支出した全ての経費に係る領収書その他の証拠書類の写し
　・県外の調査研究活動に政務活動費を支出した場合等の概要書の写し
　・活動拠点としての事務所及び職員雇用に関する概要書の写し

５　注意事項
　　閲覧場所へのカメラ、複写機器の持込みはできません。
　　ただし、報道関係者の取材に限り、収支報告書のファイルの外観の撮影をする
　　ことができます。

＜ホームページ上での公開＞
　(1)　公開開始日　令和５年７月31日（月）午前９時を予定
　(2)　インターネットＵＲＬ
　　　 https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003751/1054782/1055034.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003751/1054782/1055034.html


提 供 日 2023/07/21

タイトル 社会インフラ維持管理の新たな方向性について、議論
します。

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3190

社会インフラ維持管理の新たな方向性について、議論しま
す。

～令和５年度第１回社会インフラ長寿命化検討委員会の開催～

　静岡県では、平成25年に策定した「社会資本長寿命化行動方針」に基づき、道路、河川、港湾等の社会インフラについて、長寿
命化の取組を進めてきました。
　本行動方針に基づく取組の進捗や策定後の社会情勢の変化等を受け、行動方針の見直しに向けた検討を進めるため、昨年度に引
き続き「社会インフラ長寿命化検討委員会」を開催します。

１　日時　　令和５年７月２５日（火）　午後３時３０分～午後５時
２　会場　　静岡県庁別館２０階第１会議室Ａ
３　内容　　（１）インフラメンテナンスの進捗状況
　　　　　　（２）これまでの振り返り
　　　　　　（３）メンテナンスサイクルを加速化させる仕組みづくり
　　　　　　　　　及び県土の持続性を高める新たな方法について
　　　　　　（４）行動方針の構成について
　　　　　　（５）今後の予定
４　委員
　・委員は、下表のとおり、学識経験者と行政委員をもって組織しています。

委員　五十音順　敬称略

委員長（学識経験者）
斉藤　成彦

（山梨大学　教授）
岩波　光保

（東京工業大学　教授）
委員（学識経験者） 谷倉　泉

（一般社団法人　日本建設機械施工協会
施工技術総合研究所　技師長）
交通基盤部理事（土木技術担当）

委員（行政）
交通基盤部参事（防災技術担当）

５　会議の傍聴等について
　・傍聴を希望される方は、当日会場にて午後３時から受付します。
　　　【傍聴定員　５名程度（先着順）】



提 供 日 2023/07/21

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（7/14～7/20）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第499報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（7/14～7/20）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子結果を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の79頭で、うち５頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、１番目（543例目）、18番目（545例目）、28番目（544例目）、40番目（547例目）、43番目（546例目）です。　

平成30年９月以降、11,235頭（死亡374頭、捕獲10,861頭）の検査を実施し、547頭の陽性（死亡163頭、捕獲384頭）を確認して

います。



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2023/07/21

タイトル 2023アビリンピック静岡大会 県下No.１が決定！全国
大会へ！

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　三宅

TEL 054-221-2954

2023アビリンピック静岡大会
県下No.１が決定︕全国大会へ︕

　令和５年度静岡県障害者技能競技⼤会(2023アビリンピック静岡⼤会)が、７⽉２⽇(⽇)・7⽉15⽇(⼟)に、清⽔テルサ及びマリナートを会場
として開催され、10種⽬に県内各地から47⼈が参加し、全国⼤会への切符を⽬指して技能を競いました。
　各種⽬において⾦メダルを獲得した選⼿は、11⽉17⽇(⾦)〜19⽇(⽇)に愛知県で開催される第43回全国障害者技能競技⼤会(全国アビリン
ピック)に本県代表として出場します。
　また、全国⼤会に出場する選⼿を激励するため、10⽉に結団式を開催します（技能五輪全国⼤会へ出場する選⼿の結団式と併せて開催）。
○⾦メダル受賞者

競技種⽬ 氏名 所属
ワードプロセッサ 松井　謙太郎 遠州鉄道株式会社
データベース 望⽉　康秀 株式会社旭化成アビリティ富士営業所

オフィスアシスタント 佐々⽊　葉 静岡県⽴あしたか職業訓練校
ビルクリーニング ⼭本　真美 特定⾮営利活動法⼈セイセイ⽣き⽣きクラブ
喫茶サービス ⼩田　直幸 静岡県⽴浜松特別⽀援学校城北分校

表計算 屋形　彩花 遠州鉄道株式会社
パソコンデータ⼊⼒ 渡邉　蓮 テルモヒューマンクリエイト株式会社

縫製 柿崎　涼乃介 静岡県⽴あしたか職業訓練校
⽊工 ⼤川　柊瑛 静岡県⽴あしたか職業訓練校

ＤＴＰ 前田　博司 個⼈参加

○技能五輪全国大会及び全国障害者技能競技大会結団式
⽇時 令和５年10⽉　※詳細は調整中
会場 静岡県庁別館21階展望ロビー

○第43回全国障害者技能競技大会の概要
⽇時 令和５年11⽉17⽇（⾦）〜19⽇（⽇）
会場 愛知県国際展⽰場（愛知県常滑市セントレア５丁⽬10番１号）



提 供 日 2023/07/21

タイトル 令和５年度静岡県献血推進大会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2410

 献血 の 推進 に 協力 いただいた81 団体472 名 を 表彰 します 。

１　要旨
　令和５年度「愛の血液助け合い運動」の一環として、日頃から献血推進に積極的に協力し、貢献した方々に対して感謝の意を表
するため、知事褒賞等の贈呈を行う静岡県献血推進大会を開催します。

２　主催
　静岡県・日本赤十字社静岡県支部

３　開催日時
　令和５年７月28日（金）午後１時30分から３時30分まで

４　開催場所
　静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ11階「会議ホール・風」
  （静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）

５　次第
(1) 献血功労者の表彰
　　知事褒賞の贈呈ほか
(2) 誓いのことば
　　島田樟誠高等学校　生徒
(3) 特別講演
　　「ありがとう献血～100回の輸血でつながれた命～」
　　モデル・タレント　友寄　蓮　氏

６　参加者
　森副知事、県議会厚生委員長、小山町長、県献血推進協議会委員、知事褒賞等受賞者、市町担当者等　計250人

７　本県における献血の状況
(1) 令和４年度の献血者数は131,274人で、前年度より3,276人減少した。
(2) 献血者数に減少傾向は見られるものの、県内で必要な「輸血用血液」は不足なく供給されている。
(3) 年代別の献血者数は、10歳代は横ばいで推移しているが、20歳代、30歳代の献血者は減少傾向にある。
(4) 今後、少子高齢社会の進展により、輸血を受ける割合の高い高齢者が増加することが見込まれる。
(5) このような状況を踏まえ、医療に欠くことのできない血液を安定的に確保していくため、献血の将来を支える若い世代を中心
に、県民の献血に対するより一層の理解と協力を求めていく。

８　その他
　受賞者総数：81団体、472名



提 供 日 2023/07/21

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第88報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月21日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第88報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第88報（７月20日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

2 39 23 23 7月19日 ～ 7月2
1 18 7 7 7月19日 ～ 7月21 小学校 焼津市 243 11
1 23 12 12 7月18日 ～ 7月1

本日合計 １小学校 4 80 42 42
２００施設

本日までの累
計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１２２小学校、　１１幼稚園、

　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
383 10,959 3,585 3,366

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年７月20日（浜松市北区小学校） 　



提 供 日 2023/07/21

タイトル リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全有識
者会議）に対する意見書の発出

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

本日、国土交通省に対し「リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保
全有識者会議）に対する意見について」の文書を発出しました。

１　概要
　　令和５年６月23日に開催された第23回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議
　（第10回環境保全有識者会議）における議論について、留意点や課題点等を整
　理し、現段階で伝えるべき意見として、本日、国土交通省へ文書を発出した。
　　今後のリニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全有識者会議）におい
　て、具体的な議論を進めるに当たり、意見が十分に反映されるとともに、ＪＲ
　東海に対し、必要な指導を行うことを求める。

２　発出文書
　　別添のとおり



提 供 日 2023/07/21

タイトル ふるさと納税で静岡県の魅力を発信していきます！

担　　当 経営管理部 財務局税務課

連 絡 先 企画管理班

TEL 054-221-2337

ふるさと納税で静岡県の魅力を発信していきます！

本県のふるさと納税ポータルサイトは、従来からの「ふるさとチョイス」に加えて、今月から、「楽天ふるさと納税サイト」、「さとふる」を追加し、
3つのサイトで寄附受付を開始します。

また、返礼品にＪＴＢふるさと納税旅行クーポン券等を追加しました。
  今後も、本県の魅力を体験できる返礼品を拡充し、ふるさと納税を通した静岡県の魅力発信に取り組んでいます。

(１）ふるさと納税ポータルサイトの追加
ア 「楽天ふるさと納税サイト」

7月19日(水)から受付開始
▼楽天ふるさと納税サイト
楽天株式会社が運営する、ふるさと納税を通じて地域の活性化を目指す
全国各地の自治体と寄附者をつなぐふるさと納税専用サイトです。
https://www.rakuten.co.jp/f220001-shizuoka/

　　　　　

  イ 「さとふる」
7月下旬から受付開始
▼さとふる
ふるさとの魅力とＩＴのチカラを"フル"に活用し、地域活性化事業を推進することを企業理念とするソフトバンクグループの株式会社さとふ
るが運用するポータルサイト。
https://www.satofull.jp/

(２) 旅行券の取扱開始
ＪＴＢふるさと納税旅行クーポン券の取扱いを開始しました。
本県に1泊以上の宿泊を伴う旅行に利用できるクーポンです。現在、全5種類の旅行クーポン（寄附額1万円～）の取扱を開始しました。

▼静岡県のふるさと納税
寄附金の活用先を「子どもの居場所づくり活動の促進」や「世界遺産富士山の保全管理」など22の取組からお選びいただけます。一定額以上の寄附
をいただいた県外在住の方には、返礼品として、本県への旅行にお使いいただけるクーポン、本県の多彩で高品質な農林水産物、県産農林水産物
の魅力を活かした加工品などをお届けします。

https://www.rakuten.co.jp/f220001-shizuoka/
https://www.satofull.jp/


提 供 日 2023/07/21

タイトル 静岡県台湾事務所が４年ぶりの富士山セミナーを開催

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所が４年ぶりの富士山セミナーを開催

～コロナ後初の台北開催　過去最多の応募人数を記録～

静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）では、富士山山開き後の初の週末となった７月15日（土）、４年ぶりとなる富士山セミナーを台北市内
で開催しました。

本セミナーは、当事務所がコロナ後初めて台北市で開催したセミナーです。過去最多の475名から応募があり、抽選で選ばれた103名がセ
ミナーに参加しました。

セミナーは、日本の国家資格である全国通訳案内士で、６回の富士山登山歴がある戴君玲（タイ　チュンリン）氏を講師に招いて開催し、参
加者は、写真を撮ったりメモを取ったりしながら、講師の話に熱心に聞き入っていました。

セミナーでは、富士山が織りなす絶景や、文化的な価値などの切り口から富士山の魅力を紹介しました。また、今年は富士登山者が大幅に
増えることが見込まれていることから、山小屋の利用方法や服装・持ち物等の紹介に加えて、静岡県スポーツ・文化観光部が制作した動画等
を用いて弾丸登山の危険性を紹介するなど、登山時の具体的な注意事項の説明を通じて、安全な富士登山を呼び掛けました。

　参加申し込み時に実施したアンケートでは、475名の内456名（96％）が日本への旅行を予定していたほか、セミナー参加者103名のうち約３
割が今年の富士登山を計画しており、台湾の方の訪日意欲と富士山への関心の高さがうかがえる結果となりました。

当事務所では、今年度、静岡県内でのキャンプやトレッキングに関するセミナーも開催を予定しています。今後も、台湾各地において静岡
の魅力をPRし、訪日旅行需要の更なる取込みを目指してまいります。

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2023/07/24

タイトル 【開催中止】清水港に過去最大級のクルーズ船入港　
船内イベント開催

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 クルーズ振興班

TEL 054-221-3050

台風の影響により、清水港への寄港は取りやめとなったため、イベントも中止します。　8/10 14:40

　　　　　　清水港に過去最大級のクルーズ船入港　船内イベント開催

８月13日（日）に清水港へ過去最大級の「スペクトラム・オブ・ザ・シーズ」が寄港します。
寄港時には、船社のご厚意により、船側・清水港側双方の関係者が出席する寄港記念イベントが、船内で開催されます。

１　スペクトラム・オブ・ザ・シーズ　寄港概要
　（1）日 時　 　令和５年８月13日（日）７時～17時
　（2）場 所 　　清水港　日の出ふ頭（静岡市清水区日の出町）
　（3）船舶情報　総トン数：169,379トン　全長：347.11ｍ　全幅：41.39m
　　　　　　　　 　乗客定員：4,246人　乗組員数：1,551人
　（4）運航会社　ロイヤル・カリビアン・インターナショナル（米）
   (5) 行程　    横浜(8/12)－ 清水(8/13)－大阪(8/14)－ 鹿児島(8/16)－
                    香港（8/19）－ニャチャン（8/21）－ホーチミン（8/22）-シンガポール（8/24）

２　船内イベントの概要
（1）日 時　 　　令和５年８月13日（日）10時～12時30分
（2）場 所 　　　清水港日の出ふ頭
（3）主な出席者
　〇船側　　　　Angie Stephen氏（アジア太平洋最高業務責任者兼ロイヤル・カリビアン・
　　　　　　　　　 インターナショナル副社長）　
　　　　　　　　　 スペクトラム・オブ・ザ・シーズ船長　他
　　　　　　　　　　
　〇清水港側　難波 喬司　静岡市長（清水港客船誘致委員会名誉顧問）　
　　　　　　　　   髙梨 記成　静岡県交通基盤部理事（清水港客船誘致委員会顧問） 
　　　　　　　　　 他９名程度　                                                                     　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（4）当日のスケジュール

時間 内容
10：00 受付・乗船
10：30 初寄港記念式典　

・ロイヤルカリビアン副社長挨拶
・船長挨拶
・静岡市長挨拶
・記念品交換

　　　　11:00　　　　 軽食
11:30 船内見学

※館内施設等、環境に配慮した取組について説明予定。
12:30 下船

※当日の状況により、時間及び内容が変更となる場合があります。
 　※船内見学では、通訳１名が同行します。　

３　取材申込みについて　
・船内イベントの取材を希望される方は、別紙１「取材申込書」に必要事項を記入のうえ、 令和５年７月28日（金）正午（12時）までに港湾振興

課メールへご提出ください。
・事前申込されていない方の船内取材はできません。
・船内取材はスペースの都合上、取材人数等を下表のとおり制限いたします。
・取材申込が多数となった場合、抽選となる場合があります。
＜制限について＞

カメラ台数制限
報道機関 取材人数上限 ムービー スチール

　　（一眼レフ以下のサイズに限る）

テレビ局 各社２名 １系列につき１台 －
新聞社・通信社 各社１名 － １社につき１台

４　留意事項
（１）服装について
・船内イベントに参加される方は、ビジネスカジュアル（ジャケット着用）にてお越しください
(２)その他

   ・発熱等の症状のある場合や、体調不良（だるい、咳がでるなど）の場合は、取材をお控えください。
・当日の集合時間や集合場所等の詳細については、当日の５日前（８月８日）までに御連絡します。

（参考）ロイヤル・カリビアン・インターナショナルについて
　クルーズ業界第２を誇るロイヤル・カリビアン・グループを親会社に持つクルーズ船社です。本社は米国にあり、カリブ海を拠点にカジュア
ル・ファミリー向けのクルーズを中心に運航しており、2023年7月現在で、26隻の客船を保有しております。



提 供 日 2023/07/24

タイトル 林業ってどんな仕事？興味ある人募集中！
（令和５年度　林業の仕事インターンシップ開催）

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興班

TEL 054-221-2667

　　　　　林業ってどんな仕事？興味ある人募集中！
　　　　　　　（令和５年度　林業の仕事インターンシップ開催）

　林業への就業を目指す学生・社会人を対象に、林業の仕事を現地で実感できるインターンシップの参加者を募集しています。

１　体験日数：令和５年７月～令和６年２月上旬の間の３日間程度
　　　　　　　（受入経営体と応募者の希望に応じて日程を調整します）
２　実施内容：林業の仕事について（講習）、林業作業体験、現場見学など
３　受入経営体：県内林業経営体（９者）

(株)いなずさ林業（下田市）  NPO法人小山緑志会（駿東郡小山町）
鈴木林業（静岡市葵区）  森林組合おおいがわ（島田市）
(有)落合製材所（島田市）  森町森林組合（周智郡森町）

 (有)氏原林業（浜松市北区）   (株)明善フォレスト（浜松市天竜区）
(株)フジイチ（浜松市天竜区）

４　応募条件：以下の(1)及び(2)のいずれも満たすこと。
　(1)社会人、大学生、専門学校生又は高校生で、静岡県内の林業への就業に意欲がある方
　(2)39歳以下（令和５年４月１日現在）※長期勤続によるキャリア形成を図るため
５　募集人数：12名（先着順）
６　募集締切：令和５年11月末
７　参加費：無料（体験に必要な装備は山林協会が準備します。）
８　主　催：静岡県　
９　申込先：しずおか林業就業支援サイト「森林ナビ」からお申し込みください。
　　　　　　　https://www.morinavi-shizuoka.net/internship/
　　　　　

     　
　　　↑　昨年度の様子　　　　　　　　　↑「森林ナビ」

10　問合せ先：
　　公益社団法人静岡県山林協会　 担当　山本
　　〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6県庁西館9階
　　TEL:054-255-4485　FAX:054-255-4489　 Email：siensenta@gaea.ocn.ne.jp
（17:00以降は、県林業振興課（054-221-2667）にお問い合わせください）

https://www.morinavi-shizuoka.net/internship/
mailto:siensenta@gaea.ocn.ne.jp


提 供 日 2023/07/24

タイトル マダニに咬まれないよう注意しましょう！（「重症熱
性血小板減少症候群（SFTS）」患者が発生しました）

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

－危機管理情報－
マダニに咬まれないように注意しましょう！

～県内13例目、今年３例目の「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）」患者が確認されました～

１　要旨
　熱海保健所管内在住の80歳代男性が、７月14日から発熱、下痢、筋肉痛、倦怠感等の症状を呈し、７月16日に熱海保健所管内の医療機
関に入院しました。７月20日に検体（血清）を採取し、県環境衛生科学研究所で検査を行ったところ、重症熱性血小板減少症候群
（SFTS）の病原体遺伝子が検出され、SFTSであることが確認されました。
　なお、患者は現在も入院中ですが、快方に向かっています。

　
　県内でSFTSの患者が確認されたのは、今年に入ってからは３例目です。春から秋にかけてマダニの活動が盛んになる時期です。レジャー
や農作業などで野山や草むら、畑などに入るとマダニに咬まれることがあります。 マダニが 病原体 を 保有 していると 、 咬 まれた 人 が 「 重症
 熱性血小板減少症候群 （SFTS ）」「 日本紅斑熱 」、 などの 感染症 にかかる 危険性 があります 。これらの疾患にかからないようにするため
に、野外でのダニ対策が重要です。
　特に、マダニの活動が活発な５月頃から11月頃までの時期は、野山や畑等の屋外でマダニに咬まれないよう十分注意しましょう。また、
屋外を出入りする犬や猫等に付着したマダニに屋内で咬まれないよう注意しましょう。

　　
※　報道機関各位におかれましては、患者及び患者家族等について、本人等が特定されることのないよう、格別の御配慮をお願いします。

２　マダニが媒介する主な感染症

（１）　重症熱性血小板減少症候群(SFTS)
感染経路は、SFTS ウイルスを 保有 するマダニに 咬 まれることが 中心 ですが 、 血液等 の 患者体液 との 接触 や 、 マダニに 咬 まれSFTS ウイル
 スに 感染 している 犬 や 猫 の 体液 から 感染 することも 報告 されています 。
マダニに咬まれてから、６日から14日の潜伏期間の後、発熱、消化器症状などが現れ、重症化した場合には死に至ることもあります。
 県内 では 令和 ３ 年 から 年間 ４ 〜 ６ 例 、 ３ 年間 で 計13 例発生 しており 、 本年 は 今回報告例 を 含 めて ３ 例 が 報告 されています 。

（２）　日本紅斑熱
日本紅斑熱リケッチアという病原体を保有する マダニに 咬 まれることで 感染 し 、 人 から 人 へ 感染 して 広 がるものではありません 。
マダニに咬まれてから、２日から８日の潜伏期間の後、高熱、発疹が現れ、重症化した場合には、死に至ることもあります。
 県内 では 、 平成30 年 からの 最近 ５ 年間 で 、 年間 ３ 〜10 例 、 計37 例発生 しており 、 本年 は ３ 例 が 報告 されています 。

３　県民の皆様へ
( １) マダニに 咬 まれないようにしましょう ！

特にマダニの活動が盛んな、 春 から 秋にかけて注意が必要です。
野山や草むら、畑などに入る場合は、耳を覆う帽子、首に巻くタオル、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴を着用し、 肌 の 露出 を 少 なく
してください。
マダニ用に市販されている忌避剤はありますが、マダニの付着を完全に防ぐことはできませんので、他の防護手段と組み合わせて対策を
取りましょう。

( ２) 屋外活動後 は 、 マダニに 咬 まれていないか 確認 しましょう ！
マダニに咬まれた場合は、数日間、体調の変化に注意しましょう。
発熱・発疹の症状が見られたら、 早 めに 医療機関 を 受診し、マダニに咬まれた可能性があることを医師に伝えましょう。

( ３) ペットに 付着 して 、 マダニが 家 の 中 に 入 ってくることもあります ！
飼育している犬や猫にもダニ駆除剤を使用しましょう。
飼育している動物の健康状態の変化に注意し、動物が体調不良の際には、咬まれたりなめられたりしないようにして、動物病院を受診し
て下さい。

 ４ 　SFTS の 過去 ５ 年間患者数 （ 人 ）令和５年全国は現時点の暫定
年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

全国 77 101 78 110 118 90 
静岡県 0 0 0 4 6 3 

 ５ 　 日本紅斑熱 の 過去 ５ 年間患者数 （ 人 ）令和５年全国は現時点の暫定
年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

全国 305 318 421 487 460 169 
静岡県 3 10 8 8 5 3 



提 供 日 2023/07/24

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第89報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月24日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第89報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第89報（７月21日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 静岡市葵区 292 11 1 30 17 17 7月19日 ～ 7月2
本日合計 １小学校 1 30 17 17

２０１施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１２３小学校、　１１幼稚園、
　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

384 10,989 3,602 3,383

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年７月21日（焼津市小学校） 　



提 供 日 2023/07/24

タイトル 医師臨床研修・専門研修病院合同説明会を開催します

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

医師臨床研修・専門研修病院合同説明会を開催します！
　
　静岡県では、県内の病院で研修を行う若手医師がさらに増加するよう、静岡県病
院協会との共催により、研修病院合同説明会を開催します。
　会場では、県内の研修病院の指導医や先輩医師が、県内外の医学生・研修医に、
病院や研修プログラムの魅力などを説明します。
　また、当日は、医学修学研修資金を利用する医学生等に静岡県の地域医療の魅力
を伝えるため、県が委嘱した「ふじのくに次世代医師リクルーター※」を交えた意見交
換会も開催します。
　
　※県内で働く次世代の医師の増加を図るため、本県の地域医療の魅力を全国の医学生
     等に発信する若手医師

○静岡県医師臨床研修・専門研修病院合同説明会in浜松
　◆日　時　令和５年７月30日（日）　12時30分～17時00分
　◆会　場　アクトシティ浜松　コングレスセンター31会議室
　　　　　(浜松市中区板屋町111－1)
　◆対　象　全国の医学生及び臨床研修医
　◆出　展　静岡県内の臨床研修・専門研修病院など25病院

○ふじのくに次世代医師リクルーターと医学生等との意見交換会（同日開催）
　◆日　時　令和５年７月30日（日）
　　　　　　 　第１回：13時00分～14時00分
　　　　　　　 第２回：14時45分～15時45分
　◆会　場　アクトシティ浜松　コングレスセンター43・44会議室
　◆出席者  約6０人（リクルーター、医学修学研修資金を利用する医学生等）

○参考

　 　
＜令和５年３月病院合同説明会（静岡市内）＞　　　　　＜本県のマッチ者数の推移＞



会 見 日 2023/07/24

日本平夢テラスにおける電動カートの実証運
行

日本平夢テラスを訪れる高齢者等の移動を支援することを目的に、電動カートの実証運行を行います。
この実証運行により得られた成果や課題を検証した上で、令和６年度からの本運行を目指して参ります。

１　運行期間
　　令和５年８月10日（木）から令和６年３月20日（水）まで
　　※日本平夢テラスの休館日や荒天時は運行しません

２　運行時間
　　午前10時～午後４時

３　運行区間
　　日本平駐車場と日本平夢テラス正面入口までの区間（約200ｍ）

４　実施方法
　　・有人運転によるカート１台が１時間に６回程度往復します。
　　・カート１台には、乗客が４人まで乗車可能です。
　　・乗客１人につき100円（往復）の寄付を依頼します。
　　・運行は日本平夢テラスの指定管理者に委託して行います。

５　安全対策
　　・カートと歩行者の分離のための路面標示を行います。
　　・カートに警告灯や拡声器を設置し、歩行者への注意喚起を行います。

　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　 　　　　　　　　　
　　　　　



担当 ： スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連絡先 ： 久米、村井　TEL 054-221-2534



会 見 日 2023/07/24

【取材依頼】未来を切り拓くDream授業を開催
します！

令和５年度「未来を切り拓くDream授業」を開催します！
　県で進めている「有徳の人」づくりの一環として、「未来を切り拓くDream授業」を開催します。
　日常生活で触れる機会の少ない一流講師の講義やグループディスカッション等、中学生が自らの能力を更に伸ばすきっかけを提
供します。
《概要》
１　日程　令和５年８月１日（火）～４日（金）３泊４日
２　会場　静岡県総合教育センター（掛川市富部456）ほか
３　対象　県内の中学１・２年生　30名
４　内容　下記スケジュールを参照ください。　　　　　　　　　　　（敬称略）
日 時間 内容 講師 役職等

12:45～13:00 開講式・主催者挨拶 　 　

13:00～14:00
講義(パラレルキャリアのすす
め） 櫛野　展正 アーツカウンシルしずおかチーフ

プログラム・ディレクター

14:45～15:45 講義(夢を叶えるために） 渥美　万奈 ソフトボール元日本代表
8/1
(火)

16:30～17:30
講義(子どもたちへのメッセー
ジ） 川勝　平太 静岡県知事

8:45～9:45
講義(チョウザメの超メス～生
物学を産業に活かす～） 木南　竜平 近畿大学水産研究所助教

13:00～14:00 講義(夢をえがこう） 矢野　弘典
(一社)ふじのくにづくり支援
センター理事長、(公財)産業
雇用安定センター会長

8/2
(水)

14:45～17:15 表現指導等 SPAC 県立劇団(演劇・舞台芸術)

8:45～9:40 活動紹介・農業体験※ 菊川ジュニア
ビレッジ 　

10:00～11:00 講義(自分を表現しよう！）※ 加藤　百合子
株式会社エムスクエア・ラボ
代表取締役社長

13:00～14:00 講義(多文化共生ってなんだろ
う） 高畑　幸 静岡県立大学国際関係学部教

授

8/3
(木)

14:00～15:45 ALT等との交流 高畑　幸
ＡＬＴ等

10:15～11:45 生徒による発表 　 　

13:30～14:30
全体の振り返り(１人１分ス
ピーチ) 　 　

8/4
(金)

14:30～15:00 閉講式・記念撮影 　 　
※８月３日(木)午前中の菊川ジュニアビレッジによる活動紹介・農業体験及び加藤百合子講師の講義は、菊川市上倉沢公会堂(菊
川市倉沢1121-1)とその付近の農地で実施します。

●取材を希望される方は下記問い合わせ先まで電子メールで御連絡ください。
　静岡県スポーツ・文化観光部総合教育局総合教育課
　電子メール　sougouEDU@pref.shizuoka.lg.jp

担当 ： スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連絡先 ： 総合教育班　TEL 054-221-3764

mailto:sougouEDU@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/24

タイトル 「災害対応力を強化する男女共同参画の視点」研修を
実施します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課、危機管理

部危機情報課

連 絡 先 TEL 054－221－3363（男女共同参画班）

TEL 054-221-3366(情報班)

「災害対応力を強化する男女共同参画の視点」研修を実施します！

　男女共同参画の推進による地域防災力の強化を図るため、くらし・環境部と危機管理部が連携し、自主防災組織関係者及び市町関係職員
を対象に、地域防災への女性の参画促進とその実践方法を考える研修会を開催します。

※中部地域局が所管する「中部地域自主防災組織活性化推進連絡会」との連携事業です。

１　日　時
　　令和５年７月28日（金）午後１時30分から午後４時まで

２　場　所
　　県藤枝総合庁舎別館２階第１会議室（藤枝市瀬戸新屋３６２－１）

３　参加者
　　中部地域局管内７市町の自主防災連合組織の代表者、
　　市町の防災担当・男女共同参画担当職員、女性防災リーダー等　計40名程度

４　内　容
　（１）講義「防災になぜ男女共同参画の視点が必要か」
　（２）地域で活躍する女性防災リーダーによる事例紹介
　（３）ワークショップ「あざれあ防災カードゲーム」

５　当日の取材
　　取材いただく場合は、上記２の開催場所までお越し下さい。

６　その他
　　本研修は、各地域局単位で、全４回行う予定です。

日程 対象地域 開催場所
７月28日（金） 中部地域局管内 藤枝総合庁舎
９月８日（金） 賀茂地域局管内 下田総合庁舎
９月14日（木） 西部地域局管内 中遠総合庁舎
11月２日（木） 東部地域局管内 東部総合庁舎



提 供 日 2023/07/24

タイトル 「災害対応力を強化する男女共同参画の視点」研修を
実施します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課、危機管理

部危機情報課

連 絡 先 TEL 054－221－3363（男女共同参画班）

TEL 054-221-3366(情報班)

「災害対応力を強化する男女共同参画の視点」研修を実施します！

　男女共同参画の推進による地域防災力の強化を図るため、くらし・環境部と危機管理部が連携し、自主防災組織関係者及び市町関係職員
を対象に、地域防災への女性の参画促進とその実践方法を考える研修会を開催します。

※中部地域局が所管する「中部地域自主防災組織活性化推進連絡会」との連携事業です。

１　日　時
　　令和５年７月28日（金）午後１時30分から午後４時まで

２　場　所
　　県藤枝総合庁舎別館２階第１会議室（藤枝市瀬戸新屋３６２－１）

３　参加者
　　中部地域局管内７市町の自主防災連合組織の代表者、
　　市町の防災担当・男女共同参画担当職員、女性防災リーダー等　計40名程度

４　内　容
　（１）講義「防災になぜ男女共同参画の視点が必要か」
　（２）地域で活躍する女性防災リーダーによる事例紹介
　（３）ワークショップ「あざれあ防災カードゲーム」

５　当日の取材
　　取材いただく場合は、上記２の開催場所までお越し下さい。

６　その他
　　本研修は、各地域局単位で、全４回行う予定です。

日程 対象地域 開催場所
７月28日（金） 中部地域局管内 藤枝総合庁舎
９月８日（金） 賀茂地域局管内 下田総合庁舎
９月14日（木） 西部地域局管内 中遠総合庁舎
11月２日（木） 東部地域局管内 東部総合庁舎



提 供 日 2023/07/24

タイトル 高校生のチームが脱炭素につながるアイデアを発表し
ます

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-3781

高校生のチームが脱炭素につながるアイデアを発表します！

～高校生による環境ワークショップ「アオハル・エコロジー・ラボ」の中間発表を行います～

気候変動やエネルギー問題などに関心のある高校生がチー
ムを組み、大学生等からの伴走支援を受けながら、脱炭素
につながる企画を提案する「アオハル・エコロジー・ラ
ボ」の中間発表を行います。（※これまでチームごとに活
動していた高校生４１名及び伴走支援者等が初めて一堂に
会する中間発表会となります。）

記

１　事業概要
「アオハル・エコロジー・ラボ」は、地域脱炭素を担う次世代の人材を育成する事業です。
（＊アオハル＝青春）
環境問題に関心のある高校生がチームを結成し、脱炭素につながる仕組みやグッズなどを企画、発表します。
各チームには静岡大学、静岡県立大学等の大学生がサポーターとして参加し、大学教員がアドバイザーとして活動を支援します。
※本事業は令和５年３月に静岡大学と本県で締結した「地域脱炭素の推進」に関する連携協定に基づくものです。

２　第１回中間発表会

（１）日時 ７月29日（土）午後１時から午後３時30分まで

（２）会場 静岡大学静岡キャンパス　共通教育A棟205教室

（３）参加者 高校生41名（県内16校）、大学生サポーター15名、実行委員会委員

（４）内容 ・チームごとに取組テーマとアプローチ方法の発表

・他のチームやアドバイザーからコメントを受け取る

３　今後のスケジュール

日程 会場 内容

11月４日（土）

第２回中間発表会

中間成果の発表とアドバイザーからの助言

３月16日（土）

最終発表

静岡大学
企画の最終発表とアドバイザーからのフィード
バック

〇キックオフイベント（6月17日）の様子

　
　　
【問合せ先】

高校生カーボンニュートラル・ラボ実行委員会事務局

HP: https://ecolab-shizuoka.com

〒422-8529 静岡市駿河区大谷836 静岡大学内共通教育D棟205号室

TEL:054-238-4862/4280　　FAX:054-238-4862/4280　　MAIL: ecolabo@shizuoka.ac.jp

aoharuflyer.pdfaoharuflyer.pdf

https://ecolab-shizuoka.com
mailto:ecolabo@shizuoka.ac.jp


提 供 日 2023/07/24

タイトル 第２４回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（第１
１回環境保全有識者会議）の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 環境局

TEL 054-221-2421

　第２４回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（第１１回環境保全有識者会議）

が開催されます。

　本県からは森副知事がオブザーバーとして本会議に参加します。

１　日　時

　　令和５年７月２６日（水）１１：００～１３：３０

２　場　所

　　合同庁舎２号館地下２階　講堂(ＷＥＢで同時開催)【東京会場】

　　　　住所：東京都千代田区霞が関２－１－２

　※　会議は、県庁別館２階　第３会議室Ｂで視聴できます。【静岡会場】

　　　【報道関係者のみ。一般の方の視聴はできません。】

　※　 会議終了後 の 記者 ブリーフィングの ＷＥＢ 配信 はありませんので 、 記者 ブ

　　　 リーフィングへの 参加及 び 取材 を 希望 される 方 は 、 東京会場 への 参加 をお

　　　 願 いします 。

３　議　事

　　リニア中央新幹線静岡工区について

４　構成員

　・委員９名（本県の地質構造・水資源専門部会委員１名、生物多様性専門部会

　　委員２名を含む)

　・オブザーバー…県、静岡市、大井川流域市町、関係省庁（文部科学省、農林

　　水産省（林野庁）、環境省）

　・説明責任者…ＪＲ東海

　・事務局…国土交通省鉄道局

５　現地取材等

（１）静岡会場

　　・会議は、県庁別館２階　第３会議室Ｂで視聴できます。（申込不要）

　　　但し、 国土交通省 からの 要請 により 、 撮影 は 、 冒頭 のみ 可 とします 。

　　　 （ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 ）

　　・報道関係者で、県庁で有識者会議を視聴される方は、県庁別館２階第３会議

　　　室Ｂまでお越しください。資料は配付しませんので、下記のアドレス

　　　（国土交通省HP）より、 資料 を 入手 のうえ、お越しください。

  　　　https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000011.html

　　・会議終了後の記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありません。

　　　記者ブリーフィングへの参加及び取材を希望される方は、東京会場への参加

　　　をお願いします。

（２）東京会場

　　・会議は傍聴可能です。但し、 国土交通省 からの 要請 により 、 撮影 は 冒頭 のみ

　　　 可 とします 。（ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 ）

　　　 何卒 、 御理解 と 御協力 の 程 、 よろしくお 願 いいたします 。

　　・会議終了後、事務局より記者ブリーフィングが行われます。（会議終了後15

　　　分を目途に開始予定）

　　・記者ブリーフィングから参加を希望される場合は、会場入口前に13時30分ま

　　　でにお集まりください。

　　・記者ブリーフィングにおけるカメラ撮影は不可です。

　＜東京会場における取材申込＞

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000011.html


　　・取材を希望される方は、７月２５日（火）１２時までに、国土交通省まで、

　　　以下のとおりメールにて御連絡ください。（連絡が無いと入館できないこと

　　　がありますので、御注意ください。）

　　　件名　：　【取材希望】リニア中央新幹線静岡工区有識者会議

　　　本文　：　氏名（ふりがな）、所属、連絡先（電話番号、メールアドレス）

　　　　　　　　１　会　議　の　傍　聴：会議室 or 希望しない

　　　　　　　　２　ブリーフィング参加：会議室 or 希望しない

　　　送付先　：　hqt-rsyjimukyoku@ki.mlit.go.jp

６　その他

　　・会議の様子は下記ＵＲＬでＷＥＢ配信される予定であり、一般の方の視聴も

　　　可能です。

　　　　配信ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/1LpCudEAO9c?feature=share＞

mailto:hqt-rsyjimukyoku@ki.mlit.go.jp
https://youtube.com/live/1LpCudEAO9c?feature=share


提 供 日 2023/07/24

タイトル 令和５年度静岡県・浜松市・湖西市総合防災訓練第２
回全体会議の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

自分を守る　家族を守る　地域を守る　～みんなで取り組もう自助・共助・公助～

～令和５年度静岡県・浜松市・湖西市総合防災訓練

第２回全体会議開催～

１　要　旨
令和５年度の総合防災訓練は、令和５年９月３日（日）、県と浜松市、湖西市との共催により実施します。
この訓練を実施するに当たり、県・市と防災関係機関、自主防災組織等が各訓練会場における最終的な訓練内容を確認するため、第２

回全体会議を以下のとおり開催します。

２　日　時
　　令和５年８月１日（火）　13時00分から16時00分まで

３　場　所
浜松市浜北文化センター（浜松市浜北区貴布祢291-1）

４　内　容
（１）開会（13時00分から）　
（２）訓練会場別会議（13時10分から）

　　　　　　　市別に分かれ、各訓練会場ごとに調整を行います。
　　　　（３）機能別会議（14時30分から）

　　　航空、物資、医療救護及び海上ごとに分かれて調整を行います。

５　主　催
静岡県、浜松市、湖西市

６　参加予定機関
自衛隊、海上保安庁、国土交通省中部地方整備局等国の防災機関、静岡県警察、消防団、ライフライン関係機関、医療・福祉関係機
関、土木・建築関係機関、ボランティア団体、自主防災組織ほか　約100団体
※県危機対策課長以下、実務者による会議となります。

＜問合せ＞
・静岡県危機管理部危機対策課　吉田、藤本

　　　　電話０５４－２２１－３６００　ＦＡＸ０５４－２２１－３２５２
・静岡県西部地域局危機管理課　中野、伊藤

　　　　電話０５３８－３７－２２００　ＦＡＸ０５３８－３７－２７６４
・浜松市危機管理監危機管理課　津田、渥美、香川、鈴木清光

　　　　電話０５３－４５７－２５３７　ＦＡＸ０５３－４５７－２５３０
・湖西市市民安全部危機管理課　加藤、味岡、袴田

　　　　電話０５３－５７６－４５３８　ＦＡＸ０５３－５７６－２３１５



提 供 日 2023/07/24

タイトル 駐日ジョージア大使による知事表敬訪問

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3254

駐日ジョージア大使が知事を表敬訪問します

(要　旨)
　ティムラズ・レジャバ駐日ジョージア大使が知事を表敬訪問します。

(概　要)

日　時 　令和５年７月27日(木)　14:30～15:00（30分間）

場　所 　知事室（県庁東館５階）

訪問者 　ティムラズ・レジャバ（Teimuraz LEZHAVA）駐日ジョージア大使

応対者 　川勝知事、松村地域外交担当部長

訪問の
趣旨

　
  47ガウマルジョス！～ジョージア大使のワイン外交～
  ※ガウマルジョス：乾杯の時に使う「勝利」の意味

ジョージア国家ワイン庁が都道府県ごとに選定した、ジョージア土着
品種を用いたワインを各知事に贈呈することで、日本国内におい
て、ジョージアワインの特徴の１つである豊富な多様性を幅広く紹介
する目的で訪問します。
また、各知事が各都道府県の特産品を大使に贈呈し、大使はそれ
をSNS等で発信します。



提 供 日 2023/07/25

タイトル 県立清水南高校【演劇専攻】の一日体験入学

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班　小粥

TEL 054-221-3152

県立清水南高校【演劇専攻】の一日体験入学

　静岡県では初となる、演劇を専門に学べる専攻が、令和６年度に県立清水南高等学校に新設されます。

　このたび、演劇専攻を紹介する一日体験入学（学校説明会）を開催します。

記

１　日　　時　　　令和５年８月１日（火）、２日（水）　午前９時～11時30分

　　　　　　　　　　　※両日とも同じ内容です。

２　会　　場　　　県立清水南高等学校（静岡市清水区折戸３－２－１）

３　主な内容　　・体験授業「身体表現」　

　　　　 　　 　・個別相談会（全体会終了後、希望者）　　

４　備　　考　　　取材の申込みは清水南高校（054-334-0431、水田副校長）まで

※静岡県立清水南高等学校芸術科への演劇専攻設置

清水南高校芸術科の音楽専攻と美術専攻に加え、令和６年度に演劇専攻を新設します。

専攻設置には、世界演劇界トップランナーのひとつである劇団ＳＰＡＣが全面協力。

ＳＰＡＣ俳優陣、舞台技術スタッフ、制作スタッフから直接、指導を受けることができます。

「有徳の人」の育成に向けた特色ある学びの一つとして演劇専攻を設置し、超一流の演劇アーティストとの出会いを通じて、演劇にとどまらな
い多様な分野で活躍する人材を育成します。
　

　
「有徳の人づくり」を進めています。

　　静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2023/07/25

タイトル 県立ふじのくに国際高校の一日体験入学

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班　小粥

TEL 054-221-3152

県立ふじのくに国際高校の一日体験入学

　多様性や自由を尊重する新しい教育の象徴として令和６年度に開校する、県立ふじのくに国際高等学校の一日体験入学を実施します。

　池上教育長、元ＡＫＢ48（６期生）の高城亜樹さんも登壇します。総合司会はＫ-ＭＩＸ番組パーソナリティの廣木弓子さんが担当し、会場を盛

り上げます。

記

１　日　　時　　　令和５年７月30日（日）　午前10時～11時30分

２　会　　場　　　プラザおおるり（島田市中央町５－１）

３　主な内容　　・池上教育長あいさつ

　　　　　　　　　 ・スペシャルゲスト高城亜樹さん（元AKB４８）のトークショー

　　　　　　　　 　・模擬授業（国際バカロレア、探究学習、学び直し）　

　　　　　　　　 　・個別相談会（全体会終了後）　

４　備　　考　　　会場は予約で満員のため、オンライン配信も実施します。
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　詳細は添付チラシを御確認下さい。
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　※オンライン配信の申込は締め切っています。

※静岡県立ふじのくに国際高等学校

今年度末に閉校する金谷高校の跡地に、来年度開校する高校です。

生徒が自ら登校時間や時間割を決める多部制の「フレックスハイスクール」です。

国際バカロレア教育の導入を目指しており、国際バカロレア（ディプロマ/プログラム）候補校の認定を受けています。

６月９日に県教委と静岡大学が、ふじのくに国際高校の教育連携協定を締結しています。　

「有徳の人づくり」を進めています。
　　静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2023/07/25

タイトル 「清水港/富士山静岡空港セミナー2023」を甲府で開催
します！

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 港湾振興課

TEL 054-221-3779

「清水港/富士山静岡空港セミナー2023」を甲府で開催します！

　中部横断自動車道の全線開通により、より一層身近となった山梨・長野県の荷主企業等に清水港と富士山静岡空港の利用促進を呼びかけるセミナーを甲府市で開催
します。
　今年で16回目となり、清水港と富士山静岡空港の最新情報の他、JETRO静岡による講演、清水港活用事例の紹介と盛りだくさんな内容となっています。

１　日時　令和５年８月１日（火）　（受付15：20～）
２　会場　ベルクラシック甲府（甲府市丸の内1-1-17 TEL:055-254-1000）
３　内容
　　第1部　セミナー（16:00～17:30）
　　　○主催者挨拶（清水港ポートセールス実行委員会委員長　山田　英夫）
　　　○清水港の最新情報（静岡県清水港管理局）
　　　○富士山静岡空港の最新情報（静岡県空港振興課）

　　 講演
　　　○つなぐつなげる地域経済～国内外をつなぐ清水港～（日本貿易振興機構（JETRO静岡））
　　　○清水港活用事例の紹介

　　第2部　情報交換会（17:45～19:00）

４　参加人数　約200名（主催者を除く）
　　　
５　問合せ先　清水港利用促進協会（静岡商工会議所清水事務所内）
　　　　　　　TEL:054-353-3403

６　当日の取材について
　　取材を希望される場合には会場１階に報道機関用受付を設けていますので、直接会場へお越しいただき、係員に名刺をお渡しください。

※一般参加の申込み受付は終了しています。

主催：清水港ポートセールス実行委員会（静岡県・静岡市・清水港利用促進協会）
共催：富士山静岡空港利用促進協議会・富士山静岡空港航空貨物利用促進協議会
後援：山梨県、甲府市、やまなし産業支援機構、甲府商工会議所、ジェトロ山梨貿易情報センター
　　　　山梨県中小企業団体中央会、山梨県商工会連合会、静岡商工会議所



提 供 日 2023/07/25

タイトル 県内各地で進む公共工事。皆様の御意見を募集しま
す。

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班　井出

TEL 054-221-3190

県内各地で進む公共工事。あなたの目線でチェックしてください！
～皆様の御意見を募集します～

（要旨）
　　静岡県では、公共事業の客観性、透明性の一層の向上を図るため、事業の再評価を行い、学識経験者等第三者で構成する「静
岡県事業評価監視委員会」における審議を踏まえ、「継続」、「中止」等の対応方針を決定しています。
　
　　委員会での審議の参考とするため、今年度再評価を実施する事業について、県民の皆様からの御意見を募集します。

（概要）
　１　対象事業
　　　再評価事業 26件（経済産業部４件、交通基盤部22件）

　２　意見募集期間
　　　令和５年７月26日（水）～８月25日（金）　
　　　（※当日消印有効。FAX、電子メールの場合は23:59までに受信したもの）

　３　意見提出方法
　  (1)郵送、持参、FAX、電子メールのいずれかの方法で意見を受け付けます。
　　　（電話での受付はしません。）
　　(2)意見書には氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記して下さい。

　４　資料の閲覧方法
　　　インターネット
　　http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-030/jigyouhyouka/pub/2saihyoukajigyouichiran.html
　　
　５　注意事項
　　(1)提出された意見は、静岡県事業評価監視委員会の資料として使用します。
　　　（資料に個人情報が掲載されることはありません。）
　　(2)提出された意見に対して、個別の回答は致しませんので御了承下さい。

　６　問い合わせ先
　　　静岡県事業評価監視委員会事務局（交通基盤部建設政策課）
　　　電話　054－221－3190　ＦＡＸ　054－221－3582

http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-030/jigyouhyouka/pub/2saihyoukajigyouichiran.html


提 供 日 2023/07/25

タイトル 「女性役職者育成セミナー」参加者募集！

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班　井田

TEL 054-221-2338

　

～職場の女性リーダーを育てる～

「女性役職者育成セミナー」参加者募集！

　　静岡県では、企業における女性の人材育成と役職者への積極的な登用を目的として、経済団体と連携し、次の　
　３種類のセミナーを開催します。
　　グループワークを中心とした実践的なプログラムで、異業種交流やネットワークづくりにもつながります。
　　対面式で行う会場型と、Zoomを使用したWeb型のセミナーを用意し、いずれも同じ内容で実施します。

１　開催概要

女性社員のための
キャリア形成セミナー

女性リーダーのための
マネジメントセミナー

女性部下を持つ上司のための
女性部下育成セミナー

対象
者

将来、職場のリーダーになるこ
とが期待されている女性

職場のリーダー（管理職・役職
者）として働いている女性

女性部下を持つ上司(管理
職)、経営者、
人事労務管理者　等
※　男女問わず参加可能

内
容

自己理解や多様なキャリア
事例から、自分らしい未来を描
くきっかけづくりをサポートしま
す。

成果を上げるために不可欠
なコミュニケーションスキルの向
上にも役立ちます。

同じ女性リーダーの方々との
対話を通じて、「自分らしさ」を
深めます。

チームワークを高めるため、
周囲への働きかけの方法を学
びます。

女性が活躍しやすい職場環
境とは？

女性部下のモチベーション
アップにつながる育成スキルを
磨きます。

開催
日
会場
等

【会場型】

１０月　４日（水）静岡商工会議所

１１月　７日（火）浜松商工会議所

１１月２１日（火）沼津商工会議所

【Web型】Zoomによるオンライン

セミナー

１０月１２日（木）

１１月１５日（水）

１２月　６日（水）

【会場型】

１０月１０日（火）浜松商工会議所

【Web型】Zoomによるオンライン

セミナー

１１月２８日（火）

【会場型】

１０月２６日（木）静岡商工会議所

【Web型】Zoomによるオンライン

セミナー

１１月　９日（木）

時間 ９：４５～１６：４５（受付時間９：３０～）

受講
料 3,000円（教材費・消費税込）

定員 【会場型】先着３６名　【Web型】先着２４名

２　主催等

　　主催　　静岡県

　　共催　　静岡商工会議所、浜松商工会議所、沼津商工会議所、一般社団法人静岡県経営者協会

　　後援　　静岡市、浜松市、沼津市

３　お申込み・お問い合わせ

　　担当　　経済産業部就業支援局労働雇用政策課

　　電話番号　　054-221-2338

　　ＦＡＸ　　054-271-1979

　　E-mail　　roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp

　　Ｈ　Ｐ　　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1026429.html

mailto:roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1026429.html


提 供 日 2023/07/25

タイトル 【本日開催】「日本肝炎デー」街頭キャンペーンと市
民公開講座を実施します。

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター　感染症対策班

TEL 055-928-7271

７月28日は「日本肝炎デー」
肝炎ウイルス検査の受検を呼びかけるため

街頭キャンペーンを実施します。

１　要旨
　　肝臓がんの原因の多くはＢ型とＣ型の肝炎ウイルスです。肝臓は「沈黙の臓器」とも呼ばれ自覚症状が現れにくいため「体がだるい」といった

症状が現れる頃には重症となっていることが多く、適切な治療をしないまま放置すると肝炎、肝硬変、肝臓がんへと症状が進行するおそれが
あります。そのため肝炎ウイルスの感染を早く見つけることが重要です。

　　厚生労働省は、肝炎の予防、治療に関する正しい理解を促進するため、平成24年度から７月28日を「日本肝炎デー」としています。
　　そこで本県では、「日本肝炎デー」に合わせ、令和５年７月25日（火）に肝炎ウイルス検査の受検を呼びかける街頭キャンペーンを静岡駅で

実施するとともに、同日夜間に市民公開講座をパルシェ７階で開催します。

２　街頭キャンペーン及び市民公開講座の実施
　　日時：令和５年７月25日（火）

時間 内容 場所
16:00～17:00

※配布物が無く
なり次第終了

街頭キャンペーン
・以下のキャラクター（着ぐるみ）と一緒に配布物を

配ります。（配布物：啓発チラシ＋手ぬぐい）
　(1) 『ふじっぴー』
　　　（静岡県のイメージキャラクター）

(2) 『ちゃっぴー』
　　　（静岡県の生きがいと健康づくりイメージキャラクター）

JR静岡駅構
内
（在来線改札
前）

18:00～19:30 市民公開講座
・県肝疾患診療連携拠点病院の肝臓専門医が肝臓

がんの危険因子から予防、診断、治療について
講演します。

JR静岡駅ビ
ル
パルシェ７階
第１、２、３会
議室

　　従事者：県職員、静岡市職員、県肝疾患診療連携拠点病院（順天堂大学医学部附属静岡病院及び浜松医科大学医学部附属病院）医
師・職員

３　その他
　　街頭キャンペーンの取材にお越しいただく際には、大変お手数ですが、静岡駅を管理する東海旅客鉄道株式会社静岡支社まで連絡をお

願いします。
＜連絡先＞　静岡広報室

 当日 現地連絡先 ： 感染症対策班 　 勝間田 （090-7608-7378 ）



提 供 日 2023/07/25

タイトル 吉村ホールディングス株式会社から子どもの居場所へ
の寄附金寄贈に対する感謝状の授与

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 健康福祉部こども未来局こども家庭課ひとり親支援班

知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政策班

TEL ひとり親支援班 054-221-2365

総合政策班 054-221-2184

吉村ホールディ ングス株式会社から 子ども の居場所への
寄附金寄贈に対する感謝状の授与について

１　要旨
　県では、子ども食堂や学習支援などの子どもの居場所づくりに取り組む団体等の運営を支援するため、個人や企業の皆様から寄附金
を募集し、社会福祉法人静岡県社会福祉協議会を通じて、子どもの居場所づくりの活動資金に対して助成しています。

　このたび、吉村ホールディングス株式会社（東京都文京区、代表取締役 吉村英毅）から、企業版ふるさと納税制度を活用して寄附
（100万円、令和4年12月寄附）をいただきましたので、助成を受けた子どもの居場所（学習支援、子ども食堂）において、感謝状の授与
式を行います。

２　感謝状授与式
　　(1)日　時：令和５年７月29日(土)　午前10時30分～11時15分

　　(2)場　所：ふらっとハウス ポレポレ（伊東市松川町５-29）

　　(3)出席者：吉村ホールディングス株式会社　吉村 裕子　様
　　　　　　　　　　県健康福祉部こども未来局こども家庭課長　村松 規雄

　　(4)内容：感謝状の授与、子どもの居場所の見学

＜子どもの居場所応援事業費助成について＞
項　目 内　容

寄附金充当先 子どもの居場所応援基金事業
取組 子どもの居場所づくりの活動資金に対して、運営団体へ助成

＜寄附金拠出企業＞
項　目 内　容

企業名 吉村ホールディングス株式会社
本社所在地 東京都文京区弥生
事業内容 投資事業

◆今回の寄附について
　吉村ホールディングス株式会社 代表取締役 吉村英毅 様は、一般社団法人ミダス財団の代表理事も務められいます。
　当財団は、東南アジアの貧困地域での小学校建設や周辺環境の整備、日本の子ども食堂への寄附等、社会問題の解決に取り組む団体
への支援を行っておられることから、今回、静岡県内での子ども食堂や学習支援などの「子どもの居場所づくり」に取り組んでいる団体
等の運営を支援する事業に御寄附をいただきました。



提 供 日 2023/07/25

タイトル ヤマハ野球部　都市対抗野球大会準優勝に関する知事
コメント

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　社会人野球の頂点を競う第94回都市対抗野球大会決勝が本日18時から東京ドームで行われ、県勢のヤマハ（浜松市）
がトヨタ自動車（愛知県豊田市）と対戦し準優勝しました。準優勝に当たっての知事コメントは以下のとおりです。

【知事コメント】
第94回都市対抗野球大会において33年ぶりの決勝進出を果たされたヤマハ野球部の皆様の活躍は私たち県民に

勇気と感動を届けてくれました。
結果は惜しくも準優勝となりましたが、皆様のチーム一丸となって全力を尽くして戦う姿からは、正にチームスローガン

にある「覚悟」が感じられました。これまで積み重ねられてこられた御努力に対し、深く敬意を表します。
社会人野球の最高峰の戦いにおいて、準優勝という立派な成績を修められましたことは、「野球王国静岡」の復活を

目指す本県にとって大きな誇りであります。
　　今後も、ヤマハ野球部の皆様の御活躍を心から期待しております。



提 供 日 2023/07/25

タイトル 静岡県を本拠地とするプロ野球新球団の創設に向けた
連携に関する３者協定締結式

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 企画班　前田

TEL 054-221-2504

１　要旨
　静岡市清水庵原球場をホーム球場として、NPBファームリーグに参加するプロ野球新球団の創設に向け、静岡県・静岡市・ハヤ

テ223株式会社の三者が相互に連携して取り組むための協定を締結します。

２　協定（案）内容
　　三者が有する知見や資産（土地、施設等）を最大限に活用し、新球団の創設に向けて相互に連携する。

　　（１）県民及び市民との調整に関すること。
　　（２）県内及び市内の企業や団体との連携に関すること。
　　（３）県内市町との連携に関すること。
　　（４）近隣地方自治体との連携に関すること。
　　（５）その他、新球団の創設の推進に必要なこと。

３　協定締結式
　（１） 日　時　　令和５年７月28日（金） 15：45 ～ 16：15
　（２） 会　場　　静岡県庁　別館９階　第二特別会議室
　（３） 次　第

　ア　出席者紹介

　イ　協定書署名　

　ウ　記念撮影

　エ　挨　　  拶　　

　オ　質疑応答　　

　(4) 出席者　
≪静岡県≫
静 岡 県 知 事　　川勝　平太（かわかつ　へいた）

≪静岡市≫
  静　岡　市　長　　難波　喬司（なんば　たかし）
≪ハヤテ２２３株式会社（はやてふじさん　かぶしきがいしゃ）≫

　　　　　代表取締役社長　　杉原　行洋（すぎはら　ゆきひろ）



提 供 日 2023/07/25

タイトル 令和５年度第１回静岡県スポーツ推進審議会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 企画班　前田

TEL 054-221-2504

令和５年度第１回静岡県スポーツ推進審議会の開催

委員の皆様による「静岡県スポーツ推進計画(2022～2025年度)」の
進捗状況に関する審議、及び今後の方針に関する意見交換を行います。

　

１　日時
　　令和５年８月１日（火）午後１時から

２　場所
　　県庁別館９階特別第一会議室（WEB会議併用）

３　出席予定者
　　委員17人（学識経験者等）

４　議事
　　・静岡県スポーツ推進計画の進捗状況
　　・意見交換
　　　【地域特性（静岡らしさ）を活かしたスポーツによる地域と経済の活性化】
　　・報告事項
　  　【学校部活動の地域連携の在り方等に関する方針について】

【参考】
＜静岡県スポーツ推進審議会＞
　知事の諮問に応じて、スポーツの推進に関する事項について調査審議する。
　　委員は、学識経験のある者、関係行政機関の職員からなる。

　＜過去の活動状況＞
年度 審議事項等
平成27年度 生涯スポーツの推進と競技力向上に向けて
平成28年度 「スポーツ王国しずおかの復活」に向けた競技力の向上について
平成29年度 「『静岡県スポーツ推進計画』の見直し」について
平成30年度 スポーツ推進計画の進捗及び施策等に関する意見交換
令和元年度 女性のスポーツ参画について
令和２年度 コロナ禍におけるスポーツの在り方
令和３年度　次期「静岡県「スポーツ推進計画」の策定について
令和４年度　スポーツ推進計画の目標達成に向けて



提 供 日 2023/07/25

タイトル 静岡市紺屋町地下街の「地下水熱交換システム」を稼
働します！

担　　当 くらし・環境部 環境衛生科学研究所環境科学部

連 絡 先 環境科学班　山崎

TEL 054-625-9131

　県では、夏でも冬でも温度が一定な地下水の特性を利用して省エネな冷暖房を行う熱交換システムの普及に取り組んでいます。
同システムでは、地下水熱利用により一般的な空調に比べて使用電力を削減することができます。
　一般の方へ本システムを広く周知することを目的に、平成30年に静岡市の紺屋町地下街に湧出する地下水を活用した熱交換シス
テムモデルを設置しました。
　今年も同システムを稼働しますので、是非地下水の冷房力を体感してください。

１　設置場所及び稼働期間
区分 内容
設置場所 紺屋町地下街　Ｋ８出口下（静岡市葵区紺屋町）
稼働期間 令和５年８月１日～令和５年８月31日

　　　　　※初日の10時稼働開始予定

２　システムの仕組み（冷房）
（１）地下街に湧出している低温の地下水をポンプでくみ上げる。
（２）くみ上げた地下水で、熱交換システム内を循環する不凍液を冷却する。
（３）冷却された不凍液が、ラジエータパネルを循環することで、周囲を冷やす。

３　地下水熱交換システムのメリット
・一般的な空調設備と比較して、消費電力・CO2排出量削減に貢献。
・外気に熱を放出しないためヒートアイランド現象の緩和につながる。

４　これまでの県の取組
・富士山地域、安倍川流域、大井川流域において、地下水温度分布等を示した地下水熱利用システム導入適地マップ作成
・地下水利用者の協議会や事業者向けセミナーでの情報提供等

〈問合せ先〉
・普及促進について：環境政策課　企画班　054-221-3597
・本システムについて：環境衛生科学研究所　環境科学部　054-625-9131



提 供 日 2023/07/25

タイトル 令和５年度９月補正予算編成要領

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2385

１　要旨

　本日、政策調整会議（政策推進担当部長）から、各部局長、教育部長、警察本部
長、企業局長、がんセンター局長に対して、令和５年度９月補正予算の編成要領を
通知した。

２　本文

　令和５年度９月補正予算編成要領（通知）
　
　下記の経費について、補正予算で対応することとしたので、予算調整案を提出す
るよう通知する。
　
　　補正予算案の提出項目
　　（１）６月２日からの大雨被害等への対応に要する経費
　　（２）当初予算編成後の事情変化により必要となった経費等



提 供 日 2023/07/26

タイトル 静岡県職員（就職氷河期世代）採用試験の申込受付が
７月28日（金）から始まります！

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員課

TEL 054-221-2276

静岡県職員（就職氷河期世代）採用試験の申込受付を開始します！
― 受験資格を緩和し、より多くの方の受験が可能になりました ―

１　要　旨
★静岡県人事委員会は、雇用環境が極めて厳しい時期に就職活動を行い、希望する就職ができなかった就職氷河期世代の方を対象とし

た試験を実施します。
★申込受付期間は、７月28日(金)から８月10日（木）午後５時までです。
★今年度から、受験の対象を正規雇用労働者まで広げて、より多くの方の受験が可能になりました。

２　採用試験の概要

職　種
採　用

予定者数 申込受付期間 第１次試験 第２次試験
最終

合格発表
行　政 ３人
小中学校事務 １人
警察行政 １人
合　計 ５人

７月28日（金）
～８月10日（木）

９月24日（日） 10月17日(火)
～10月25日(水)

11月上旬

３　受験資格の緩和の概要

受験資格 令和５年度採用試験 令和４年度採用試験

年齢要件 採用時39歳～46歳 採用時38歳～46歳

経歴要件  なし 直近１年間に正規雇用労働者とし
て雇用されていない人

＜令和５年度受験資格＞
          　昭和52年４月２日から昭和60年４月１日までに生まれた人
           （採用時39歳から46歳まで）

４　申込方法
　　ふじのくに電子申請サービス（https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/）から申請してください。

受験案内は、静岡県職員採用情報のホームページ
（https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html）からダウンロードしてください。県民サービスセンター、県総合庁舎等で
も配布しています。

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html


提 供 日 2023/07/26

タイトル 新技術交流イベント in Shizuoka 2023への出展募集が
始まります！

担　　当 交通基盤部 建設経済局技術調査課

連 絡 先 建設技術監理センター

TEL 054-268-5004

　「新技術交流イベント in Shizuoka 2023」は、建設現場が抱えるニーズと企業等
が持つ技術シーズのマッチングを図り、諸課題の解決や生産性の向上に繋げます。
また、建設技術の魅力を広く伝えることを目的としたイベントです。

　本年度の出展募集を開始しますので、応募要領に基づき応募をお願いします。
また、優れた新技術をお持ちの企業等の情報がありましたら、当該企業等に情報提
供をお願いします。

１　開催概要　
（１）日時：令和５年10月24日（火）10：00～16：00

（２）会場：グランシップ 大ホール・海(静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号)

（３）入場料：無料

２　出展募集
（１）応募期間：令和５年７月26日（水）～９月７日（木）

（２）募集技術：５分野13の技術テーマに沿った技術を募集

（３）応募方法等
　　・応募書類：「応募申請書2023」による
　　・提出先：ふじのくに 電子申請システムにて申請
　　　        https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=9645

（４）出展料：無料
（５）応募申請書：詳細は、別添の「2023出展のご案内」を参照してください。
　 　　 　　　　　以下のURLからダウンロードできます。
　　　　　　 　　 https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kokyokoji/shingijutsu/1055201.html

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=9645
https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kokyokoji/shingijutsu/1055201.html


提 供 日 2023/07/26

タイトル 浜松技術専門校第１回オープンキャンパスを実施しま
す！

担　　当 経済産業部 浜松技術専門校訓練課

連 絡 先 機械班　市川

TEL 053-462-5602

浜松技術専門校
令和５年度第１回オープンキャンパスを開催します！

浜松技術専門校は、実践的なカリキュラムで専門知識と技術を身につけ、職場で活躍する人材を育てます！
オープンキャンパスでは本校の充実した施設の見学や、実技の体験が出来ます。是非、取材してください。

１　開催場所・日時
浜松技術専門校　７月28日（金）８時50分～

２　対象者
概ね30歳までの方及びその保護者

３　内容
概要説明、施設見学、訓練体験、質問コーナー
訓練体験では機械技術科、建築科、設備技術科より希望の科を選択し体験します。
３科全てを体験することも可能です！

４　申込方法
現在申込み日時を７月27日（木）まで延長しております。
以下のいずれかの方法にてお申し込みください。
・浜松技術専門校　訓練課へお電話（053-462-5602）
・ホームページ下部お問い合わせ欄に入力（https://hamamatsu-tech.ac.jp）
・申込書に記入のうえＦＡＸ（053-462-5604）

５　問い合わせ先
浜松技術専門校　訓練課　（053-462-5602）

６　今後のオープンキャンパス日程
第１回 ７月28日(金)
第２回 10月21日(土)
第３回 １月16日(火)
第４回 ２月17日(土)

https://hamamatsu-tech.ac.jp


提 供 日 2023/07/26

タイトル ～ どなたでも楽しめる「ものづくり体験教室」を開催
します。～

担　　当 経済産業部 浜松技術専門校訓練課

連 絡 先 浜松技術専門校　訓練課 機械班　内山

TEL 053-462-5602

〈概要〉
県民の日イベントの一環として、本校では地域の住民に対して、
ものづくりを身近に感じていただくため、「ものづくり体験教室」を開催します（体験無料）。
小さなお子様でも保護者との共作で参加が可能となっているなど、どなたでも楽しんでいただける内容となっております。

〈実施日時〉
令和５年７月28日（金）　　

午前の部（10時～12時）
午後の部（13時～15時）

　　　　※ 12時～13時は休憩時間となります。

〈実施会場、及び問合せ先〉
　　浜松技術専門校
　　　〒435-0056　浜松市東区小池町2444-1
　　　電話：053-462-5602　
　　　https://hamamatsu-tech.ac.jp

〈ものづくり体験教室の内容〉

訓練科名 体験内容 体験数

溶接加工科 銅板ふくろうバッチ 先着50名まで

機械技術科 銅板かぶと虫・くわがたペンダント 先着50名まで

建築科 木工体験 先着100名まで

設備技術科 管ポックリ 先着40名まで

電気工事科 ハンディ扇風機 先着20名まで

〈備考〉　
・体験は材料がなくなり次第、終了となります。
・事前予約は不要です。当日直接お越しください。
・駐車場には限りがございますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
・体験内容は変わる場合があります。

https://hamamatsu-tech.ac.jp


提 供 日 2023/07/26

タイトル ～子育て等で離職した方の再就職を支援します～ＩＴ
スキル向上オンライン講座の受講生募集！（新規事
業）

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 職業能力開発班　長谷川

TEL 054-221-2821

～　子育て等で離職した方の再就職を支援します　～

『ＩＴスキル向上オンライン講座』受講生募集！（R5新規事業）

　静岡県では、子育てや介護などで離職した方が、ＩＴスキルを身に付けて再就職を目指すオンライン講座を開講します。

１　講座の主な特徴（ポイント）

　・受講料無料

　・全てオンラインで受講可能な４つのコース

　・基礎、応用、実践と段階的に学べ、メールなどで質問できるので、初心者でも

　　安心

　・基礎から実践までの受講時間は、トータルで90時間（目安）

　・キャリア相談、企業説明会など就業支援も充実

２　講座内容

　(1)　講座

区分 定員 配信方法 実施時期
受講時間
（目安） 内容

基礎講
座 なし オンデマンド 8月14日～令和6年2月末 10時間

（1時間×10講座）
全コースに共通する基本的
なＩＴスキルなど

応用講
座 なし オンデマンド 8月22日～令和6年2月末 10時間

（2時間×5講座）
コース別のＩＴスキル

実践講
座

50名程
度 ライブ

＜第１期＞
10月～12月
＜第２期＞
12月～令和6年2月
※

70時間程度
（2時間×5講座＋実務演習
60時間程度）

より実践的なＩＴスキルと
実務を想定した課題などの
演習

※各コースごとに実施時期が異なります。

　・全コース共通の基礎講座を受講後に、コース別の応用講座が受講できます。

　・応用講座は複数コース受講可能ですが、実践講座は１つを選択してください。

　・実践講座は希望者に無料でパソコンを貸し出します。

　(2)　コース

　　◆ＩＴオフィスプロコース

　　　　Excel、WordなどのオフィスソフトやＩＴパスポート試験について学ぶ

　　　　＜学んだスキルが役立つ職種：事務職、ＩＴ企業の営業職＞

　　◆Ｗｅｂクリエイターコース

　　　　ＨＴＭＬ、画像編集ソフトなどホームページの作成・管理について学ぶ

　　　　＜学んだスキルが役立つ職種：Ｗｅｂデザイナー、サイト管理者＞

　　◆デジタルマーケティングコース

　　　　検索エンジンやＷｅｂサイト、ＳＮＳなどを活用したマーケティングにつ

　　　　いて学ぶ

　　　　＜学んだスキルが役立つ職種：ネットショップなどのＥＣ運営、広報＞

　　◆ＩＴビジネスコース

　　　　プログラミング的思考、Excelを使ったデータ分析、kintoneの業務アプリ

　　　　作成など、ＩＴを活用した業務効率化について学ぶ

　　　　＜学んだスキルが役立つ職種：企業内のＤＸ推進員アシスタント＞

３　対象者

　　下記の条件にすべて当てはまる方

　　　・静岡県在住または静岡県内での就業を希望する方

　　　・デジタルスキルを習得して就業を考えている方



　　　・スマートフォン・タブレット・パソコン等でｅラーニングが受講可能な方　

４　申込方法

　　以下の専用サイトからお申し込みください。（８月７日から受付開始）

    https://it-skillup-shizuoka.jp/ 　（７月21日サイト開設）

５　問い合わせ先

　（事業全般について）

　　　経済産業部就業支援局職業能力開発課職業能力開発班

　　　電　話：054-221-2821

　　　メール：syokunow@pref.shizuoka.lg.jp

　（講座内容や申込方法について）

　　　離職者のＩＴスキル向上支援事業事務局（株式会社東海道シグマ社内）

　　　電　話：0120-034-036

　　　メール：it_skillup@sigma-jp.co.jp

https://it-skillup-shizuoka.jp/
mailto:syokunow@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:it_skillup@sigma-jp.co.jp


提 供 日 2023/07/26

タイトル 大学生を対象にガストロノミーツーリズム講座を開催
します！（参加者募集中）

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

　大学生を対象にガストロノミーツーリズム講座を開催します！（参加者募集中）

　静岡県では食や食文化について興味を持ち地域づくり等の社会行動につなげる人
材の育成に向けて、ふじのくに地域・大学コンソーシアムと連携し、ふじのくに学
において静岡の気候風土が生んだ食材や習慣、文化等を学ぶガストロノミーツーリ
ズム講座を開催します。

１　日　　時　　令和５年10月28日（土）、29日（日）

２　対 象 者    単位互換協定校
※
の学生及びその他県内大学生（合計30名程度）

　　　　　　　　※静岡英和学院大学、静岡県立大学、静岡産業大学、静岡大学、
　　　　　　　　　静岡文化芸術大学、静岡理工科大学、常葉大学、沼津工業高等専門学校、
　　　　　　　　　浜松学院大学

３　募集期間　  令和５年７月24日（月）～８月25日（金）

４　場　　所    １日目：静岡市内会議室（静岡市葵区御幸町）

　　　　　　　  ２日目：浜松市内の生産者や飲食店等

５　講座概要

講座の内容（予定） 講師/コーディネーター

　 講座の狙いについて 静岡県マーケティング課

　講義１
ガストロノミーツーリズム概論
～ガストロノミーツーリズムの経済効果～

静岡県立大学経営情報学部教授
八木健祥氏

実習 静岡の食文化体験実習（料理比較等） 静岡県立農林環境専門職大学
生産環境経営学部教授　前田節子氏

　講義２
　ガストロノミーツーリズムに関して
　～世界の先進事例比較等～

静岡大学人文社会科学部教授
大原志麻氏

　講義３ 　食を基点とした観光誘客や地域活性化

10/28
（土）

 9：30～
17：00

　 　ワークショップのアイスブレイク、まとめ

静岡県立大学経営情報学部教授
大久保あかね氏

事例
　研究１

生産と飲食側の視点による地域づくり

（試飲食実習）
静岡県立大学経営情報学部教授
大久保あかね氏

　事例
　研究２

　「ガストロノミーツーリズム」による地

　域活性化に取り組む組織

浜松パワーフード学会会長
秋元健一氏

10/29
  （日）
 9：30～
  17：00

　 グループワーク（発表含む）
静岡県立大学経営情報学部教授
大久保あかね氏

※詳細については別添チラシを御参照ください。

６　募集・申込に関する問合せ先
　　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム事務局
　　電話　054-249-1818　ウェブサイト　http://fujinokuni-consortium.or.jp/

http://fujinokuni-consortium.or.jp/


提 供 日 2023/07/26

タイトル 食中毒警報（細菌性食中毒　第２号）の発表

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3358

－危機管理情報－
食中毒警報（細菌性食中毒　第２号）の発表

１　発表日時　　令和５年７月26日　午前10時00分

２　適用項目　　ア　気温30℃以上が10時間以上継続する場合、又は予測される場合

 県内 は 、 気温 が 高 い 状態 が 続 き 、 食中毒 が 発生 しやすい 気象条件 となっています 。この状態は、明日以降も続くと予想されることから、食

品の取扱い施設及び一般家庭に注意を促すため、今年度、２回目の食中毒警報（細菌性食中毒）を発表します。

３　有効期間　 令和 ５ 年 ７ 月26 日 から 令和 ５ 年 ７ 月28 日

＜注意事項＞
１　生で食べる食品の調理・取扱いには十分注意し、なるべく早く食べる。

２　調理前の手洗いを励行し、食品の衛生的な取扱いに心掛ける。

３　冷蔵庫内の温度は10℃以下に保ち、食品の詰め過ぎに注意し、また、開閉回数を少なくする等、食品の保存・管理には十分気をつけ

る。

４　家庭や行楽先でも、調理食品や弁当などは低温で保存し、なるべく早く食べる。

＜参考＞

○食中毒警報の発表基準

以下のいずれかの条件に該当した場合に発表する。

ア　気温30℃以上が10時間以上継続する場合、又は予測される場合

イ　県内の感染症発生動向調査における定点当たりの「感染性胃腸炎」報告症例数が概ね20人以上となった場合

ウ　県内で同一の病因物質による食中毒が連続して発生している場合で、特に注意喚起が必要と判断される場合

エ　その他発表者が必要と判断した場合



提 供 日 2023/07/26

タイトル 令和5年度第1回ふじのくに健康増進計画推進協議会の
開催

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康政策課

TEL 054-221-2404

令和５年度第１回ふじのくに健康増進計画推進協議会を開催します！

　県の健康づくりの基本計画である「第３次ふじのくに健康増進計画」の推進に関わる関係者が一堂に会し「令和５年度ふじのく
に健康増進計画推進協議会」を開催します。
　「第３次ふじのくに健康増進計画後期アクションプラン」の現在の進捗状況評価及び次期計画策定等について協議します。

【概要】
１　日時
　　令和５年７月28日（金）午後２時～午後４時

２　会場
　　もくせい会館　富士ホール（静岡市葵区鷹匠３－６－１）

３　内容
　(1)説明事項
　 (ア)次期計画策定に向けた進め方
  (2)協議事項
　 (ア)第３次ふじのくに健康増進計画後期アクションプランの最終評価
　 (イ)次期健康増進計画の策定方針（案）
　 (ウ)次期健康増進計画の骨子（案）



提 供 日 2023/07/26

タイトル 県内の高校生等が実際の医療現場を体験する「こころ
ざし育成セミナー」を開催します

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

医学部進学を目指す高校生等を対象とした
「こころざし育成セミナー」を開催します

　県と県教育委員会は、将来の地域医療を担う人材育成のため、県内19病院等にて高校生等が実際の医療現場を体験する「こころざし育成セ
ミナー」を開催します。

１ 趣旨
　医師をこころざす県内の高校生等に対し、実際の医療現場・医療従事者と接する機会を設けることにより、医師になることの意義について
再認識してもらい、将来の本県の医療を支える人材を育成する。

２ 概要
（１）主催
　　静岡県、静岡県教育委員会　

（２）開催日程等
病院名 実施予定日 参加者数

聖隷袋井市民病院 ７月27日（木） ２人
磐田市立総合病院 ７月28日（金） 15人

菊川市家庭医療センター ８月１日（火） ２人
沼津市立病院 ８月２日（水） 13人

富士市立中央病院 ８月３日（木） ４人
県立こころの医療センター ８月４日（金） ８人
浜松医科大学医学部附属病院 ８月７日（月） 48人

県立静岡がんセンター ８月８日（火） 17人
浜松赤十字病院 ８月10日（木） 10人

島田市立総合医療センター ８月14日（月） ９人
静岡市立清水病院 ８月15日（火） ８人
県立こども病院 ８月16日（水） 29人
浜松労災病院 ８月17日（木） ９人

浜松市国民健康保険佐久間病院 ８月18日（金） ７人
静岡医療センター ８月21日（月） 16人
県立総合病院 ８月23日（水） 18人

中東遠総合医療センター ８月24日（木） 12人
市立御前崎総合病院 ８月28日（月） １人
藤枝市立総合病院 ８月29日（火） 20人

合計 248人

（３）対象者
　　医学部進学を目指す県内の高校生及び中高一貫教育校等の中学生

（４）開催時期及び内容
　・実施時間　４時間程度
　・内容　　　医師等による講話、施設見学等

（５）備考
　　セミナー当日取材いただける場合は、事前に病院へ連絡させていただくため、以下の連絡先まで御連絡ください。
　　 連絡先 ： 静岡県健康福祉部医療局地域医療課 　054-221-2868



提 供 日 2023/07/26

タイトル 県内出身の同姓同名アーティスト夢の共演！in富士山
静岡空港

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港管理課

連 絡 先 地域連携班

TEL 054-221-3228

富士山静岡空港で、文化芸術を楽しむ３日間！
県内出身の同姓同名のアーティストによるコラボイベントを開催！

　静岡県の魅力を発信する「ふじのくに　空のしおり-3776-」に関連して、国内外で活躍する、県内出身の同姓同名のアーティス
ト２名による初めてのコラボイベントを開催します。
　「東アジア文化都市2023 静岡県」の空の玄関口である富士山静岡空港で繰り広げられる、文化芸術とふれあう夢の３日間を是
非お楽しみください。

【概要】
１　開催日程
　　令和５年９月16日（土）～18日（月・祝）

２　開催場所
　　富士山静岡空港ターミナルビル（牧之原市坂口）

３　出演アーティスト

 ●内田慎之介　/漫画家

 島田市出身。
 第１回集英社「ウルトラジャンプ」新人賞で佳作受賞。
 世界で唯一の「マンガライブペインター」として、壁に巨大な漫画
 をその場で描くパフォーマンスが注目を集め、国内外で活躍中。

 ●うちだしんのすけ　/写真家

 静岡市出身。
 twitterで投稿した写真が50万越えの「いいね」を取得し話題を集め
る。Web・パンフレット・広告写真を中心に活動中。
 2022年、富士山静岡空港において「空のしおり写真展」を開催。

４　実施内容
　・ライブペイント（内田氏）：３日間かけて作品を制作
　・写真撮影会（うちだ氏）

５　その他
　　富士山静岡空港では、本イベント期間中、様々なイベントを開催いたします。
　　詳細は以下のＱＲコードから御確認願います。
　（連絡先）富士山静岡空港株式会社　0548-29-2000

　　　　 　　　　 　　



提 供 日 2023/07/26

タイトル 【当日取材依頼】第２回ガストロノミーツーリズム研
究会　無形文化遺産に登録された和食文化の多様性

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

第２回ガストロノミーツーリズム研究会

無形文化遺産に登録された和食文化の多様性

　ガストロノミーツーリズムに対する考え方の共有や食と食文化の深掘りを図り、観光地域づくりへの参画を目的とするガストロ
ノミーツーリズム研究会を、年間を通して全６回開催します。
　第２回目は、「無形文化遺産に登録された和食文化の多様性」をテーマに、以下のとおり実施します。

イベント名 第２回ガストロノミーツーリズム研究会　

日　時 令和５年８月２日（水）午後２時から午後４時30分

場　所
ミズモト学園／東海調理製菓専門学校９階学生レストラン
(浜松市中区板屋町101-11)

会場定員 50名（第１部のみオンライン受講も可）

対　象 観光事業者、料理人、生産者、大学関係者、学生ほか

内　容

第１部：講演40分、パネルディスカッション30分 
　　　　懐石いっ木　店主　一木敏哉氏　ほか
第２部：交流会
　　　　静岡県産季節の食材を使った「季節の酒肴」の試食
　　　　花の舞酒造の日本酒の試飲

※詳細は、別添チラシを参照

参加費 第１部　無料、第２部　1,000円 税込

特設サイト https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy2/home

〈ガストロノミーツーリズム〉
　その土地の気候風土が生んだ食材、習慣、伝統、歴史などによって育まれた食を楽しみ、その土地の食文化に触れることを目的
とした観光

取材について
　当日は、内容をすべて公開します。ぜひ取材をお願いします。

https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy2/home


提 供 日 2023/07/26

タイトル 東レアローズ男子バレー部が中学生等100名に直接指導
を行います。

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班　市川

TEL 054-221-3177

　県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　 今回は、東京2020オリンピック大会バレーボール競技日本代表（男子）李博選手らが所属する東レアローズ男子バレーボール部が、沼津
市内中学生バレーボール部員を対象にクリニックを開催します。

１　開催日　　令和５年８月１日（火）

２　会　 場　　東レ体育館（三島市末広町23-14）
　　　　　　　　　（JR三島駅から徒歩15分）  　

３　日 　程　　開講式　　　　　　 　 　　　　9：00～ 9：15
　　　　　　 クリニック　　　　　　　　　　　9：15～10：45
　　　　　　 閉講式・写真撮影等　      10:45～11:15

４　参加者　　沼津市内中学生バレーボール部員及び指導者　111名
　　　　　　 　　※受講者の保護者は観覧可能です。一般の方の観覧はできません。

５　講　師　　東レアローズ男子バレーボール部（選手11名）
　　　　　　　　　山口拓海選手、酒井啓輔選手、米山裕太選手、
　　　　　　　　　渡辺俊介選手、峯村雄大選手、真子康佑選手、
　　　　　　　　　重藤トビアス赳選手、李博選手、上條レイモンド選手、
　　　　　　　　　小澤宙輝選手、西本圭吾選手
　　　　　　　　【東レアローズ　プロフィール】
　　　　　　　　 　・本拠地：静岡県三島市
　　　　　　　　 　・戦歴：V.LEAGUEでの優勝３回、天皇杯（全日本選手権）での優勝３回　等

６　その他
　  　　・取材希望の方は、７月31日(月)正午までに、別添「取材申込書」にてお申し込み
　　　　 ください。中止の際には御連絡いたします。
　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。
　　    ・駐車場の用意はありません。
　　　
７　問い合わせ先
　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（市川）　
　　　電　話　　　　 054-221-3177　　   FAX　054-221-2980　　
　　　当日連絡先　080-1580-8162



提 供 日 2023/07/26

タイトル 「緑の募金」寄附金贈呈式を開催します！

担　　当 くらし・環境部 環境局　環境ふれあい課

連 絡 先 緑化班

TEL 054-221-2849

ネッツトヨタ静岡株式会社から
「緑の募金」への寄附金贈呈式を開催します！

　このたび、ネッツトヨタ静岡株式会社から「緑の募金」に寄附の申し出があり、
贈呈式を開催します。
　ネッツトヨタ静岡株式会社など14社で形成する「トヨタウエインズグループ」で
は、「オイル交換deグリーンアップキャンペーン」の一環として、点検整備売上げ
の一部と、各販売店で集められた募金を、平成15年度から毎年「緑の募金」に寄附
されています。

１　贈呈式
　(1) 日　  時　　令和５年７月27日（木）　午前10時30分から

　(2) 会  　場　　静岡県庁別館21階展望ロビー　（静岡市葵区追手町９－６）

　(3) 寄附金額　　280,000円

　(4) 出 席 者　
　　ア　目録贈呈
　　　ネッツトヨタ静岡株式会社（本社：沼津市本丸子町752-６）
        代表取締役社長      　梨本　幸博（なしもと　ゆきひろ）氏
　　　　サービス部　副部長  山本　光伸（やまもと　みつのぶ）氏
　　　　戦略企画室　室長　  臼井　則之（うすい　のりゆき）氏
　　　　戦略企画室　　　  大嶽　雄大（おおたけ　ゆうだい）氏

　　イ　感謝状贈呈
公益財団法人静岡県グリーンバンク
　理事長 　 鈴木　一雄（すずき　かずお）氏　
　専務理事　        八木　孝佳（やぎ　たかよし）氏
　常務理事兼事業部長　　　　　長谷川　剛司（はせがわ たかし）氏 　

　　ウ　立会い
静岡県くらし・環境部
　参事（自然共生担当） 伊藤　晃（いとう　あきら）
　環境ふれあい課長 　　　深江　健（ふかえ　たけし）

２　緑の募金とは
　　募金は森林の整備及び緑化の推進を図るため、森林や緑を守るボランティアの取
　組などに活用されます。静岡県では、緑の募金法により知事が指定する公益財団法
　人静岡県グリーンバンクが緑の募金事業を実施しています。



提 供 日 2023/07/26

タイトル 第46回「水の週間記念作文コンクール」の表彰式を開
催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2256

～８月１日は「水の日」、８月１日から７日は「水の週間」～
第46回「水の週間記念作文コンクール」表彰式と「水の体験教室」を開催します。

　本年度で第46回となる「水の週間記念作文コンクール」では、昨年度に引き続き多くの小中学生から応募をいただきました。厳正な審査の
結果、10編の入賞作品を決定し、以下のとおり表彰式を開催いたします。また、表彰式終了後には、受賞者の小中学生を対象に水資源の大切
さを再確認していただけるよう「水の体験教室」を開催します。

〈参考〉
　１年間でもっとも水の使用量が増える８月。その最初の１日を「水の日」、最初の１週間を「水の週間」とすることが、昭和52年の閣議了
解により定められました。それ以降、「水の日」や「水の週間」には、水資源の大切さを啓発する行事が全国で行われており、静岡県では、
「水の週間」行事の一環として、次世代を担う小中学生を対象に「水の週間記念作文コンクール」を毎年度実施しています。

１　日　時
　令和５年８月４日（金）
　表 彰 式：午後１時30分から午後２時まで（記念撮影含む）
　体験教室：午後２時10分から午後３時まで

２　会　場
　静岡県庁別館21階展望ロビー（静岡市葵区追手町９番６号）
　※表彰式、体験教室ともに同じ会場

３　内　容
　表 彰 式：賞状授与（各賞名は以下のとおり）
　　　　　　知事賞受賞者による作品の朗読
　体験教室：水の循環の話、水質試験等

４　受賞作品
賞名 作品名 作者

水の実験で分かったこと 袋井市内　　小学校５年生知事賞
What is white?　※ 裾野市内　　中学校１年生
もったいない 浜松市内　　小学校４年生
清らかな水、尊い水　※ 静岡市内　　中学校１年生

教育長賞

水の恵み　※ 裾野市内　　中学校１年生
雨の大切さ 菊川市内　　小学校４年生
感動のネットワーク水　※ 磐田市内　　中学校１年生

私学協会長賞

お皿洗いの達人　※ 裾野市内　　中学校２年生
僕たちの水 静岡市内　　中学校３年生入賞
明治用水の水漏れ事故から学んだこと 裾野市内　　中学校１年生

　審査は「小学生の部」、「中学生の部」に分けて行い、知事賞（各１編）、教育長賞（小学生１編、中学生２編）、私学協会長賞（小学生
１編、中学生２編）、入賞（中学生２編）を決定しました。
　※・・・「中学生の部」の受賞作品のうち、５作品を国土交通省が主催する第45回「全日本中学生水の作文コンクール」に応募しました。

〈参考〉第46回「水の週間記念作文コンクール」の概要
（１）主催等
　主催：静岡県
　後援：静岡県教育委員会、公益社団法人静岡県私学協会

（２）対象
　静岡県内の小中学生

（３）テーマ
　水について考える（題は自由）

（４）募集期間
　令和５年３月１日から令和５年５月８日

（５）参加数
　12校、330編（小学校：３校３編、中学校：９校327編）



発 表 日 2023/07/26

タイトル 環境ビジネスを表彰する「静岡県ＳＤＧｓビジネスア
ワード」の募集を開始します！～大好評につき、３年
目の開催へ～

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2919

環境ビジネスを表彰する「静岡県ＳＤＧｓビジネスアワード」
の募集を開始します！～大好評につき、３年目の開催へ～

県内における環境ビジネスの拡大に向け「静岡県ＳＤＧｓビジネスアワード」の募集を開始します。環境課題の解決に貢献する事業アイデア
を幅広く募集し、専門家とのブラッシュアップを経て、未来をつくる環境ビジネスを表彰します。

１　募集概要　
(１)募集期間　　令和５年８月１日（火）～９月30日（土）
(２)募集テーマ　静岡県内における環境課題の解決に貢献する事業アイデア
(３)応募資格
　　 以下 ３ つの 条件 を 満 たすこと 。
　・静岡県をフィールドとして環境ビジネスに取り組んでいる、もしくは、これから取り組みたい法人であること
　・静岡県内に事業拠点があること、もしくは静岡県内の事業者等と連携している法人であること
　・成果発表会等、所定のイベント等に出席可能であること
(４)応募方法　
    特設ＨＰ掲載の応募用紙に記入し、メールにて送付。
(５)採択・表彰
　　 ７ 団体程度 を 採択し、事業アイデアの ブラッシュアップを 実施後 、 表彰。
（静岡県知事賞　１件、優秀賞　３件程度、奨励賞　３件程度）
　※詳細は特設ＨＰで御確認ください。

２　募集説明会
　　以下のとおり募集説明会（応募方法の説明等）を開催します。
（１）日　　時　令和５年８月23日（水）午後３時から午後４時まで(オンライン)
（２）申込方法　特設ＨＰのお申し込みフォームに入力し送信

３　スケジュール
　令和５年８月１日（火）　　：募集開始
　　　　　８月23日（水）　　：募集説明会（Ｗｅｂ開催）
　　　　　９月30日（土）　　：募集締切
　　　　　11月上旬　　　　　：採択団体発表
　　　　　11月～令和５年２月：メンタリング（伴走支援）
　　　　　３月中旬（予定）　：成果発表会、表彰式
静岡県ＳＤＧｓビジネスアワード特設ＨＰ

https://www.shizuoka-sdgs-business-award.com➢　

４　静岡県ＳＤＧｓビジネスアワードの紹介動画
　 静 岡 県 ＳＤＧｓ ビジネスアワード 事業及 び 令和 ３ 年度受賞団体 の 事例紹介 の 動画 を 静岡県公式 ホームページ 及 びYoutube チャン
 ネルにて 公開しています。ぜひご覧ください。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/1051027/1053505.html➢ 

５　その他（実績）
　静岡県ＳＤＧｓビジネスアワードの取組について、県内の金融機関や経済団体等との官民連携体制を構築しながら、環境ビジネ
スの振興やＥＳＧ金融の活用促進に向けた施策を実施している点などが評価され、 令和 ４ 年度 「 第 ２ 回 地方創生 ＳＤＧｓ 金融表
 彰 」（ 内閣府 ） を 受賞しました。
　　また、本アワードの取組は、 令和 ５ 年版環境白書 （ 環境省編 ） にも 掲載されるなど注目度も高まっています。

https://www.shizuoka-sdgs-business-award.com
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/1051027/1053505.html


提 供 日 2023/07/26

タイトル ★７月30日は男女共同参画の日 ★
男女共同参画社会づくり活動に関する知事褒賞褒状授
与式を開催

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-2824

７ 月30日は男女共同参画の日です！
こ の日に因んで、 男女共同参画社会づく り 活動に関する 知事褒賞

褒状を 授与し ます！

県では、７月30日を 「 男女共同参画 の 日 」（ 注 ）と定め、男女共同参画の推進に関する取組を積極的に行っている個人・団体を表彰しています。

このたび、受賞者が決定したので、次のとおり褒状を授与します。

１　受賞者（敬称略・五十音順）

部門 被表彰者＜住所・所在地＞

男女共同参画推進の部（個人）
（１件）

白井　千晶　　　　　　　　　　　　　＜東京都＞

※国立大学法人　静岡大学人文社会科学部教授

男女共同参画推進の部（団体）
（１件） 特定非営利活動法人Woman'sサポート　＜沼津市＞

女性の活躍推進事業所の部
（５件）

株式会社愛ノ宮　　　　　　　　　　　　＜浜松市浜北区＞

ＦＤＫ株式会社湖西工場　　　　　　　＜湖西市＞

株式会社オートサービス湖西　　　　＜湖西市＞

株式会社セイセイサーバー　　　　　＜静岡市清水区＞

袋井商工会議所　　　　　　　　　　　　＜袋井市＞

チャレンジの部
（３件）

大箸　千賀子　　　　　　　　　　　　　　　 　＜磐田市＞

特定非営利活動法人ヒト・マチ・プロジェクト　＜静岡市清水区＞

有限会社山精水産　　　　　　　　　　　　　 ＜御前崎市＞

２　授与式

(1) 日　時   令和５年７月31日（月）午後２時から２時30分
(2) 会　場   静岡県庁別館　９階　特別第一会議室
(3) 授与者　 知　事

（注）明治９年（1876年）７月30日、浜松県榛原郡横岡村（現在の島田市）の女性が浜松県公選民会の代議人選挙の投票を行ったことが、我が国で初めて
女性が投票した選挙であると言われていることに由来しています。

（参考）静岡県男女共同参画推進条例（平成13年７月24日制定）抜粋

第10条　県は、県民の間に広く男女共同参画についての関心と理解を深めるとともに、積極的に男女
共同参画の推進に関する活動を行う意欲を高めるため、男女共同参画の日を設ける。

２ 男女共同参画の日は、７月30日とする。
３ 知事は、男女共同参画の推進に関する取組を積極的に行っているものの顕彰その他の男女共同参
画の日の趣旨にふさわしい事業を実施するものとする。



提 供 日 2023/07/26

タイトル 知事が動く！「移動知事室（西部）」を実施します。

担　　当 経営管理部 西部地域局地域課

連 絡 先 地域班

TEL 0538-37-2202

「移動知事室（西部）」を実施します。

県は、知事の唱える「現場主義」の具現化のため、執務の拠点を一定期間にわたり出先機関に置き、県内各地域における重点的な
取組、政策課題や県政への要望等を現地で確認し、対応を図る「移動知事室」を実施します。

１　今回の実施日時・場所
　　８月３日（木）～８月４日（金）

　　磐田市、掛川市、袋井市、森町

２　実施テーマ
　　“Moving West”　～食を中心とした中遠の文化・産業～



提 供 日 2023/07/26

タイトル 静岡県ライフライン防災連絡会の開催

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 産業保安班

TEL 054-221-2076

～静岡県ライフライン防災連絡会を開催します～

　ライフライン事業者と県が、災害時に備え、相互の協力・連絡体制を強化するため意見交
換を行う、静岡県ライフライン防災連絡会を下記のとおり開催します。
　本連絡会は、南海トラフ地震等に備えるため、各事業者の取組の紹介や研修を行うものです。

                           ＜連絡会の概要＞

１　日　時
　　令和５年８月２日（水）　13時30分から15時00分まで

２　場　所
　　県庁別館５階危機管理センター（東）

３　出席者　静岡県ライフライン防災連絡会構成員
　　・静岡県ガス協会
　　・一般社団法人静岡県ＬＰガス協会
　　・中部鉄道協会 静岡県協議会
　　・中部電力パワーグリッド株式会社 静岡支社
　　・東海旅客鉄道株式会社 静岡支社
　　・東京電力パワーグリッド株式会社 静岡総支社
　　・公益社団法人日本水道協会 静岡県支部
　　・西日本電信電話株式会社 静岡支店
　　・中日本高速道路株式会社 東京支社
　　・株式会社ドコモCS東海 静岡支店
　　・ＫＤＤＩ株式会社 中部総支社
　　・ソフトバンク株式会社
　　・静岡県石油商業組合
　　・楽天モバイル株式会社
　　・静岡県（危機管理監）

４　議　題
（１）令和４年度活動報告・令和５年度事業計画
（２）ライフライン機関（代表６機関）による取組等の発表
    　・昨今の風水害への取組状況について



提 供 日 2023/07/26

タイトル 知事広聴「平太さんと語ろう in牧之原市・吉田町」参
加者募集！

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 県民のこえ班　宮原

TEL 054-221-2244

知事が牧之原市・吉田町の方々と 語り 合います！
～知事広聴「 平太さ んと 語ろ う  i n 牧之原市・ 吉田町」 の開催～

　知事広聴は、今後の県政に活かすため知事が地域に出向き、地域の実情や課題について住民の方々と意見交換を行うものです。
　今回は、牧之原市・吉田町の皆さんにお集まりいただき、様々な分野で活躍されている４名の方と川勝知事が意見交換します。
　オンラインによる動画配信も行います。
　また、時間の許す限り傍聴・視聴されている方々からも御意見をいただく予定です。

１　概要

　(1)日  時    令和５年９月８日（金）　午後１時30分～午後３時
　(2)会  場    坂部区民センター（牧之原市坂部５０８－１）
　(3)発言者　　牧之原市・吉田町で様々な分野で活躍中の方４組（敬称略・発言順）

氏　　名              所属団体等
　ジョン・オオモリ アサミ・グローバル
　石神　美穂子
　石神　典子

 マルテイ石神製茶運営

　田中　洋  職業体験イベント「伝(でん)」実行委員長
　芝　晴美  おしゃべりサロンカフェ、遊学くらぶ

２　申込方法

　(1)会場での傍聴
　電話、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかで「知事広聴 牧之原市・吉田町 傍聴希望」「氏名」「住所」「電話番号」をお知らせ
ください。
　申込期限　令和５年９月１日（金）正午　

　(2)オンライン視聴
事前申込みは不要です。
２週間前までに知事広聴（牧之原市・吉田町）のホームページに視聴用ＵＲＬを掲載しますので、そちらからご視聴くださ
い。

３　申込み・問合せ

知事戦略局広聴広報課　県民のこえ班
電話　054-221-2235　FAX番号  054-254-4032
E-mail　chijikouchou@pref.shizuoka.lg.jp

４　ホームページ　

検索サイトで「知事広聴　牧之原市・吉田町」と検索
静岡県ホームページＩＤ1054686で検索
ＵＲＬ：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1001854/1054686.html
ＱＲコード

mailto:chijikouchou@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1001854/1054686.html


提 供 日 2023/07/27

タイトル 生徒による新学科および新制服の紹介～中学生１日体
験入学にて～

担　　当 教育委員会 掛川工業高等学校

連 絡 先 教頭　今井

TEL 0537-22-7255

生徒による新学科および新制服の紹介
～中学生１日体験入学にて～

　掛川工業高校の在校生徒が、次年度から学科変更となる各学科の説明と同時に新制服の披露を行い、“新しい掛川工業高校”を
中学３年生に伝えます。

１　開催日
　　令和５年８月１日（火）　10時10分から10時55分まで（１回目）
                            10時55分から11時40分まで（２回目）
                            13時00分から13時45分まで（３回目）

２　会　場
　　掛川市立生涯学習センター
　　(住所：掛川市御所原17-1)

３　内　容
    令和６年度入学生から、学科変更となるため、その説明を行います。
　　また、生徒主体で作った新制服の披露を行います。

４　参加者
　　掛川工業高校在校生　約70人
　　掛川市内及び近隣市町の中学生　約300人

５　その他
　　次年度からの新しい掛川工業高校を、中学３年生に伝えますので、ぜひ取材を
　していただき、県内への周知をお願いいたします。
　　取材いただける場合には、７月31日(月)16時までに掛川工業高校へご連絡くだ
　さい。

６　問い合わせ先
　　静岡県立掛川工業高等学校
　　電　話：0537-22-7255
　　ＦＡＸ：0537-22-6950
　　担　当：教頭　今井　真

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/07/27

タイトル 「ヨット部　全国大会出場決定！」熱海市長を表敬訪
問します

担　　当 教育委員会 熱海高等学校

連 絡 先 教頭　飯嶋

TEL 0557-68-3291

「熱海高校ヨット部 全国大会出場決定！」
熱海市長を表敬訪問します

　６月に静岡県内で開催された「第70回 東海高等学校総合体育大会ヨット競技」の420級で、熱海高校ヨット部３年のワッカー
ル・土屋組が２位に入賞し、全国大会への出場が決定したため、熱海市長への表敬訪問を行います。

１　開催日
　　令和５年８月３日（木）13時30分～14時00分

２　会　場
　　熱海市役所　４階　市長応接室
　　(住所：熱海市中央町１番１号)

３　内　容
　　熱海市長を表敬訪問し、ヨット部の全国大会出場決定を報告します。

４　参加者
　　熱海高校　ヨット部　生徒４名、顧問１名
　　　　　　　校長、教頭

５　その他
　　取材いただける場合には、８月２日(水)16時までに熱海高校へご連絡ください。

６　問い合わせ先
　　静岡県立熱海高等学校
　　電　話：0557-68-3291
　　担　当：教頭　飯嶋雄三

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/07/27

タイトル 第105回全国高校野球選手権大会に出場する本県代表が
知事を表敬訪問します

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班　榎本

TEL 054-221-3174

第105回全国高等学校野球選手権大会に出場する
本県代表校が知事を表敬訪問します

１　日　時　　　令和５年７月31日（月）　午後４時から４時30分まで

２　会　場　　　県庁本館４階　特別会議室

３　県側出席者　川勝　平太　知事
　　　　　　　　池上　重弘　教育長

４　訪問者　　　佐藤 実千秋　朝日新聞社静岡総局長
　　　　　　　　清水　淳次 　一般財団法人静岡県高等学校野球連盟会長
　　　　　　　　松浦　弘季 　一般財団法人静岡県高等学校野球連盟理事長
　　　　　　　　第105回全国高等学校野球選手権大会　本県代表校
　　　　　　　　　校長　野球部長　監督　選手18名

５　次　第　　　（１）県出席者紹介
　　　　　　　　（２）訪問者紹介
　　　　　　　　（３）静岡県高野連会長あいさつ
　　　　　　　　（４）朝日新聞社静岡総局長あいさつ
　　　　　　　　（５）優勝報告（校長）
　　　　　　　　（６）大会への抱負（監督）
　　　　　　　　（７）選手代表決意のことば
　　　　　　　　（８）知事激励のことば
　　　　　　　　（９）激励の品贈呈
　　　　　　　　（10）記念写真撮影

６　大会概要　　期　間：令和５年８月６日(日)から８月22日(火)までの17日間
　　　　　　　　開催地：阪神甲子園球場（兵庫県西宮市）
　　　　　　　　参加校：全国47都道府県代表49校（東京、北海道２校）
　　　　　　　　抽選会：令和５年８月３日（木）
　　　　　　　　参加加盟校数　3,818校／128,357名　（本県108校／3,987名）

７　本県代表校　第105回全国高等学校野球選手権静岡大会の優勝校
　　　　　　　　（７月29日（土）決勝の予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/07/27

タイトル 第４回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（賀茂
地区）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3113

県立高等学校の在り方に係る地域協議会（賀茂地区）を開催します

　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の

在り方について、改めて検討することとしました。

　地域の事情を踏まえた高校の将来像を検討するため、第４回の「県立高等学校の

在り方に係る地域協議会（賀茂地区）」を開催します。

●日　時　令和５年８月２日（水）９時30分から11時30分まで

●場　所　静岡県下田総合庁舎２階　賀茂キャンパス

　　　　　（静岡県下田市中531-1）

●参加者　・賀茂１市５町首長、教育長

　　　　　・PTA会長、産業界代表、高校同窓会長

　　　　　・県教育長　他

　　　　　（オブザーバー）

　　　　　・中学校、県立高等学校長

●情報共有事項

　　第３回地域協議会で協議された論点（賀茂地区の県立高校の在り方）

●協議事項

　　「グランドデザイン策定に向けた方向性の検討」に関する論点

　　　　　　　　　　　　　　　                             　　 「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/07/27

タイトル ふれあい親子県議会教室

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

ふれあい親子県議会教室の開催

　夏休み中の社会学習の一環として、小学４～６年生を対象に「県議会教室」を開催します。保護者とともに県議会の役割や仕組みを学び、
議員との交流や議場探検等を通じて県議会に関する知識を深める機会を提供します。

１　日時　令和５年８月３日（木）10時00分～12時30分

２　主な内容（時間、会場）

（１）「開校式」「県議会って何だろう？」（座学）
　　　議長の開校あいさつに続いて、県議会の仕組みや役割を学びます。
　　　（午前10時00分～10時15分 県庁本館４階特別会議室）
（２）「「議場探検」みんなで“なぞときツアー”」
　　　６つのグループに分かれて議長室、議員控室などチェックポイントを探検します。
　　　（午前10時15分～11時05分 県庁本館３階議長室、議場、３・４階議員控室）
（３）「ふれあいトーク！」
　　　グループごとに子供たちと議員が交流トークを行います。
　　　（午前11時05分～11時35分 県庁本館４階第１～３、５～７委員会室）
（４）「閉校式」
　　　各グループ代表が当日の感想や成果を発表します。
　　　子供たちに認定証が授与されます。
　　　（午前11時55分～12時30分 議場）

３　参加者　県内の小学校に通う小学４～６年生とその保護者　３０組

４　出席議員　中沢公彦議長、鈴木澄美副議長及び議員１２人

会派等 氏名

伊　丹　雅　治
望　月 香世子 
大　石　健　司
小　沼　秀　朗
鈴　木　啓　嗣
飯　田　末　夫

自民改革会議

市　川　秀　之
中　山　真　珠
松　井　優　介ふじのくに県民クラブ
鈴　木 唯記子 

公明党静岡県議団 山　本　彰　彦

無所属 山　本　隆　久



提 供 日 2023/07/27

タイトル 令和５年度第１回入札監視委員会の開催

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

令令令和和和５５５年年年度度度

第第第１１１回回回入入入札札札監監監視視視委委委員員員会会会ををを開開開催催催しししままますすす。。。

１　概要
　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」の趣旨を踏まえ、県が発注する建設工事について入札及び契約手続の適正な執行を
確保するために、静岡県入札監視委員会を設置している。今回は令和４年10月１日から令和５年３月31日までに県が発注した工事の中から５件を抽
出し、審議する。

２　日時
　  令和５年８月４日（金） 午後１時30分～午後４時

３  場所
　  県庁別館９階　特別第２会議室　

４　議事
　(1) 入札・契約手続の運用状況の報告（令和４年10月～令和５年３月）
　　ア　予定価格250万円を超える工事件数等
　　イ　入札参加停止措置
　　ウ　談合情報等
　(2) 抽出事案に関する説明及び審議

　一級河川小潤井川事業間連携河川改良工事　等５件

５ 委員会構成員（委員は五十音順）
　　 委員長　　 田中　博通　（東海大学海洋学部名誉教授）
     委員　　　　池谷　てる代（ＮＡＣＳ中部支部静岡分科会役員）

委員　　　　岩崎　敏之　（静岡文化芸術大学デザイン学部教授)
委員　　　　服部　乃利子（しずおか未来エネルギー株式会社代表取締役）
委員　　　　一杉　泰博　（弁護士）
委員　　　　山田　夏子　（公認会計士）

６　委員会開催時における取材の注意事項
 (１)  撮影 は 、 議事前 の 委員長挨拶 までとします。報道機関の皆様は、午後１時30分までに会場にお越しください。
 (２) 審議内容に、工事の設計単価の詳細や企業の情報等が含まれており、今後の入札事務
　　　の執行の支障となるおそれがあるため、 議事 は 非公開とします。
 (3)  審議結果 については 、 別途 、 提供します。



提 供 日 2023/07/27

タイトル 地元の特産品を販売する「邑マルシェ」開催！
in トヨタカローラ静岡(株)　御殿場店

担　　当 経済産業部 東部農林事務所農村整備課

連 絡 先 東部農林事務所農村整備課　白井

TEL 055-920-2165

【ふじのくに美しく品格のある邑（むら）づくり】
地元の特産品を販売する「邑(むら)マルシェ」開催！

in トヨタカローラ静岡(株)　御殿場店

１　要旨
　県と35市町で構成する「ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合」は、しずおか農山村サ
ポーター「むらサポ」の会員企業と連携して、邑マルシェを開催します。
　店舗を農産物や加工品の販売スペースとして提供することで県内農山村を支援したいという企
業様の御意向によって実施するもので、今回は、トヨタカローラ静岡（株）御殿場店を会場に東部地域
の特産品を販売します。

２　概要
開催場所 トヨタカローラ静岡(株)　御殿場店（御殿場市ぐみ沢1236-12）
開催日時 令和５年７月29日（土）、30日（日）10：00～16：00（売り切れ次第終了）

出店 29日（土）のみ出店
〇南条の里【富士宮市】：ホールアース農場（自家栽培のフライドポテト）

30日（日）のみ出店
〇せせらぎ中清水【御殿場市】：中清水報徳婦人倶楽部（白菜キムチ、ねぎキムチ、季
節の野菜） 

問合せ先 東部農林事務所　農村整備課　055-920-2165

当日：トヨタカローラ静岡(株)　御殿場店　0550-83-8141

３　参考

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産
でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく
品格のある邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和５
年６月末時点で153の地域が認定されています。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県の農山村をみんなで守り、盛り上げていこうとするサポータークラブで、農山村地
域のイベント情報や旬な農産物、ボランティア募集等の様々な情報をメールマガジンや
フェイスブック等により県内外へ配信しています。「むらサポ」は平成28年４月１日に会員募
集を開始し、令和５年５月末時点で個人や企業を含めて5,618件の登録があります。

　



提 供 日 2023/07/27

タイトル 次世代への戦争体験の継承に向けた取組

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 援護恩給班

TEL 054-221-3614

次世代への戦争体験の継承に向けた取組

～　 戦争体験を 綴っ た冊子の作成と 語り 部活動の支援　 ～

　８月15日は、「戦没者を追悼し、平和を祈念する日」です。
先の大戦から約80年が経過し、戦争を知らない世代が９割を占める中で、戦争の記憶を風化させず、次の世代に継承することは、
重要な課題と考えています。
当課では、（一財）静岡県遺族会をはじめ、県下各市町遺族会の御協力を得て、御遺族の皆様の戦争体験や平和への思い等を綴っ
た冊子を作成し、県内の小中学校に配布するとともに、県ホームページ（※１）に掲載するなど、戦争体験の継承に取り組んでい
ます。
また、戦争体験を語り伝える「語り部」活動を実施している団体の案内文を作成し、県内の小中学校に配布するとともに、県ホー
ムページ（※２）に団体の活動内容を紹介しています。

１「語り継ぐ思い」（冊子）について
　・（一財）静岡県遺族会に委託し、戦没者の家族としての体験、母親から伝え聞いた苦労及び戦争の悲惨さと平和への思い等を
募集したところ、約１５０人の御遺族から御寄稿を頂き、取りまとめたものです。

２　語り部活動について
　・県内で５団体（添付ファイルのとおり）が活動しています。
　・浜松市遺族会及び浜松市戦災遺族会では、ＡＩを活用した語り部を実施しています。

（問い合わせ先）
　１　（一財）静岡県遺族会　住所：静岡市葵区柚木336　電話番号：054-261-7796
　２　地域福祉課（電話番号：054-221-3614）から、各語り部活動実施団体を御案内します。

※　県ホームページアドレス
１「語り継ぐ思い」（冊子）
　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shakaifukushi/senbotsusha/1054884.html
２　語り部活動実施団体
　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shakaifukushi/senbotsusha/1054552.html

0727kataribeannai.pdf0727kataribeannai.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shakaifukushi/senbotsusha/1054884.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shakaifukushi/senbotsusha/1054552.html


提 供 日 2023/07/27

タイトル 水循環保全条例に基づく水源保全地域が指定されます

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2289

水循環保全条例に基づく水源保全地域が指定されます

令和５年10月２日（月）に静岡県水循環保全条例に基づき水源保全地域を指定し、届出制度の運用を開始します。

これにより、10月２日からは、水源保全地域内で土地取引や開発行為を行おうとする場合には、事前の届出が必要になります。

１　届出制度の概要

　　　　　　　　 土地取引 開発行為
届出者 売主、貸主等 開発行為者
届出が必要な場合 土地の売買契約、賃貸借契約

等を締結しようとする場合
土地の形質変更、地下水採取設備
の設置、工作物の新築、立木竹の
伐採等を行おうとする場合

届出期限 契約締結予定日の２月前まで
（注）

開発行為着手予定日の２月前まで
（注）

適用除外（届出が
不要になる場合）

契約当事者の一方又は双方が
国又は地方公共団体である場
合等

他法令で規制されている開発行為
を行う場合、農林漁業を営むため
に開発行為を行う場合等

（注）契約締結予定日、開発行為着手予定日が令和５年10月２日から12月１日までの間の場合には、「２月前まで」ではなく「あ
らかじめ」届出をしていただくことになります。

２　水源保全地域

水源保全地域とは、水源の保全のために特に適正な土地利用の確保を図る必要があると認める区域です。地域森林計画の対象とす
る区域（森林法第５条第２項第１号）を水源保全地域として指定します。

※届出制度の詳細や水源保全地域の区域については、県ホームページを御覧いただくか、水資源課までお問い合わせください。

ホームページ：https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/suido/suishigen/1052286/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/suido/suishigen/1052286/index.html


提 供 日 2023/07/27

タイトル 交通安全啓発の協力に対する静岡県交通安全対策協議
会長感謝状贈呈

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

交通安全啓発の協力に感謝！
株式会社アイエーイー様に対し、

静岡県交通安全対策協議会長感謝状を贈呈します！

　静岡県交通安全対策協議会（会長：静岡県知事）は、株式会社アイエーイー様の御厚意により、同社事業所に設置されたデジタ
ルサイネージで交通安全啓発動画を放映しています。
　この度、動画の内容を更新するにあたり、同社の日頃の協力活動に謝意を表し、感謝状を贈呈します。

１　感謝状贈呈式の概要
（１）日時
　　　令和５年８月３日（木）午後２時開始（概ね１０分間）
（２）場所
　　　静岡市葵区長沼二丁目４番８号　株式会社アイエーイー静岡支店
（３）出席者
　　　株式会社アイエーイー代表取締役　西村　達也
　　　静岡県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　あきら）

２　式次第
（１）感謝状贈呈
（２）謝辞
（３）記念撮影

３　株式会社アイエーイーの協力活動
（１）活動内容
　　　交通安全啓発動画の放映
（２）開始時期
　　　令和４年１２月
（３）放映場所（デジタルサイネージ設置場所）
　　　株式会社アイエーイー静岡支店
　　　株式会社アイエーイー富士支店

４　その他
　　雨天時は、事務所内で実施しますが、荒天（大雨警報発令時）の場合は中止します。



提 供 日 2023/07/27

タイトル 三島市・牧之原市・静岡市清水区を交通安全優良市町
(交通死亡事故連続ゼロ基準達成)として表彰！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

静岡県交通安全対策協議会が

　三島市・牧之原市・静岡市清水区を
　交通安全優良市町（交通死亡事故連続ゼロ基準達成）
として表彰！

　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、長期間に渡る交通死亡事故ゼロを達成した市区町を表彰しています。
　この度、三島市・牧之原市・静岡市清水区がそれぞれ交通死亡事故ゼロの表彰基準を達成したことから、交通安全優良市町とし
て下記のとおり表彰状の伝達式を行います。

１　表彰式の概要
（１）三島市

日　時 　令和５年８月１日（火）午後１時３０分から（概ね２０分）
場　所 　三島市役所本庁舎２階　市長応接室（三島市北田町４－４７）

出席者
　三島市長　　　　　　　豊岡　武士（とよおか　たけし）
　三島警察署長　　　　　森　正晴　（もり　まさはる）
　県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　あきら）

表彰基準 　７月９日（日）をもって、交通死亡事故ゼロ連続３００日を達成

参　考 　本表彰制度の創設（平成３年６月）から１１回目の受賞
　三島市　人口１０５，８３２人（令和５年１月１日現在）

（２）牧之原市
日　時 　令和５年８月４日（金）午前１０時から（概ね２０分）
場　所 　牧之原市役所５階　庁議室（牧之原市静波４４７－１）

出席者
　牧之原市長　　　　　　杉本　基久雄（すぎもと　きくお）
　牧之原警察署長　　　　髙橋　宏文　（たかはし　ひろふみ）
　県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　あきら）

表彰基準 　６月２４日（土）をもって、交通死亡事故ゼロ連続４００日を達成

参考 　本表彰制度の創設（平成３年６月）から６回目の受賞
　牧之原市　人口４２，１０２人（令和５年１月１日現在）

　　　
（３）静岡市清水区

日　時 　令和５年８月８日（火）午前１０時から（概ね２０分）
場　所 　静岡市清水区役所３階　第二会議室（静岡市清水区旭町６－８）

出席者
　静岡市清水区長　　　　塩原　博　（しおはら　ひろし）
　清水警察署地域交通官　高野　英樹（たかの　ひでき）
　県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　あきら）

表彰基準 　７月１８日（火）をもって、交通死亡事故ゼロ連続２００日を達成

参考 　本表彰制度の創設（平成３年６月）から４回目の受賞
　静岡市清水区　人口２２５，５６５人（令和５年１月１日現在）

　　　

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分 　交通死亡事故ゼロ連続日数
【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】

　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　人口４万人以上８万人未満 　　　４００日
　人口２万人以上４万人未満 　　　５００日
　人口２万人未満 　  １，０００日　
　　※　静岡市及び浜松市については、各区ごと表彰を実施しています。

３　その他
     表彰状 の 伝達式前 に 交通死亡事故 が 発生 した 場合 は 、 表彰状 の 伝達 を 中止 する
　 ことがあります 。



提 供 日 2023/07/27

タイトル 浜松市天竜区が交通死亡事故ゼロ連続500日を達成！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

浜松市天竜区が交通死亡事故ゼロ連続５００日を達成！
静岡県交通安全対策協議会が

交通安全優良市町表彰を行います。

　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、長期間に渡る交通死亡事故ゼロを達成した市区町を表彰しています。
　この度、令和５年７月２１日（金）をもって、浜松市天竜区が交通死亡事故ゼロ連続５００日を達成したことから、下記のとお
り表彰状の伝達式を行います。
※　浜松市天竜区の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から４回目となります。

１　実施概要
（１）日時
　　　令和５年７月３１日（月）午後１時開始（概ね２０分間）
（２）場所
　　　浜松市天竜区役所本館２階　２１・２２会議室
　　　（浜松市天竜区二俣町二俣４８１）
（３）出席者
　　　浜松市天竜区長　　　　袴田　雄三（はかまだ　ゆうぞう）　　　
　　　天竜警察署長　　　　　松本　尚久（まつもと　たかひさ）
　　　県くらし交通安全課長　入戸野　明　（にっとの　あきら）　外

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分 　交通死亡事故ゼロ連続日数
【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】

　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　人口４万人以上８万人未満 　　　４００日
　人口２万人以上４万人未満 　　　５００日
　人口２万人未満 　  １，０００日　
　※　浜松市天竜区　人口２５,３７２人（令和５年１月１日現在）
　※　静岡市及び浜松市については、各区ごと表彰を実施しています。

３　その他
     表彰状 の 伝達式前 に 交通死亡事故 が 発生 した 場合 は 、 表彰状 の 伝達 を 中止 する
　 ことがあります 。



提 供 日 2023/07/27

タイトル 第34回賀茂地域広域連携会議を開催します

担　　当 経営管理部 賀茂地域局地域課

連 絡 先 地域班

TEL 0558-24-2204

第34回賀茂地域広域連携会議を開催します
　

　賀茂地域における連携の強化、一体的な振興を図るための方針や計画の決定等を行う賀茂地域広域連携会議の第34回会議を開催
します。

●日　時　令和５年８月１日（火）午後３時30分から

●場　所　静岡県下田総合庁舎２階　賀茂キャンパス（静岡県下田市中531-1）

●参加者　下田市長、東伊豆町長、河津町長、南伊豆町長、松崎町長、西伊豆町長

　　　　　下田市・賀茂郡選出県議会議員、

　　　　　静岡県経営管理部長、賀茂地域局長等県庁関係部局課長ほか

●議　題（予定）

１　報告事項

(1)教育委員会の共同設置専門部会について

(2)静岡文化芸術大学・イズミル経済大学産学協同国際デザインワークショップ
について

(3)令和５年度の静岡県観光施策について

(4)静岡県・下田市一体型道路等包括管理業務委託について

(5)ＤＸの推進について

　○ドローンの活用

　○３次元点群データの活用

　○生成AIの利用

　○デジタル田園都市国家構想交付金

２　協議事項　

(1)賀茂地域におけるＤＸの推進について

　○講演「未来に向けたＤＸ」

　　　（講師：坂下哲也静岡県デジタル戦略顧問［（一財）日本情報経済社会推進協会常務理事］）

　○意見交換

※この内容は、当該記者提供に合せて管内記者クラブに提供いたします。



提 供 日 2023/07/27

タイトル 静岡県消防学校初任科第94期　第２回野外訓練

担　　当 危機管理部 消防学校教務課

連 絡 先 望月竜之介

TEL 054-369-1190

静岡県消防学校初任科第94期　第２回野外訓練
～全ては国民のために～

１　訓練目的
　消防学校では、令和５年４月６日から９月26日までの約半年間、県内消防本部（局）において本年度新規採用の消防職員に対し、初任教育
を実施しています。
　このたび、教育訓練の一環として、昼間に消防学校で消防訓練等を実施した後、約20キログラムの装備を背負いながら、富士市富士マリン
プールから消防学校までの約30キロメートルを夜通し踏破する強歩訓練を実施します。
　この訓練は、南海トラフ巨大地震等の大規模災害に備え、静岡県内の消防職員として、長時間にわたる災害対応に必要となる強靭な体力・
精神力を養成し、消防部隊活動における団結力の必要性を再認識することを目的としています。

２　訓練の概要

日　　時 場　　所 訓練内容

１部訓練
（昼間）

８月３日（木）　　　　　
午前９時～午後３時15分 静岡県消防学校

消防活動訓練
救助訓練
応用訓練

２部訓練
（夜間）

８月３日（木）午後６時50分～
８月４日（金）午前５時25分

※到着予定

富士マリンプールから
静岡県消防学校まで 夜間強歩訓練

３部訓練
（朝間）

８月４日（金）
午前６時～７時30分 静岡県消防学校

大規模災害訓練
（ブラインド型）

　　
３　予備日
　令和５年８月９日（水）～10日（木）
　※延期の判断は、８月３日（木）午前６時に行います（訓練内容及び行程は同じ）。

４　参加者
　初任科第94期学生　114名（内女性８名）　

５　連絡先
　静岡県消防学校（静岡市清水区谷津町１－５７７－１）
　担当：教務課　望月竜之介
　電話：054-369-1190　FAX：054-369-1197

６　取材に関する留意事項
　・取材は事前申込み制とします。
　・８月２日（水）午後５時までに、下記アドレス宛に申込してください。
　　【メールアドレス】　fd-school-kyomu@pref.shizuoka.lg.jp
　　【申込必要項目】　報道機関名・担当者名・取材班人数・連絡先
　・訓練延期を決定した場合、取材の事前申込みがあった報道機関にのみ連絡します。

mailto:fd-school-kyomu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/27

タイトル 「被災住宅応急復旧研修会」の開催

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-3366

「被災住宅応急復旧研修会」を県内初開催！

１　目　　的　
　　令和４年９月に発生した台風第15号により、県内では、死者３名、重軽傷者20名の人的被害と7,000戸を超える住宅被害が発生しました。静岡県が
SNSで、※冊子『水害にあったときに』（震災がつなぐ全国ネットワーク編）を紹介したところ、「水害にあった世帯だけでなく、建築関係事業者にも周
知したい。」という声が寄せられました。
　そこで、主に住まいの応急復旧に携わる事業者等を対象に、『水害にあったときに』の作成に携わった方々等を講師として、被災の状況に応じた応急処
置や応急修理における創意工夫事例等を学び、災害時に適切な対応ができるようになることを目指します。

２　参加対象
　　・ 応急復旧に携わる事業者等
　　・ 各市町建築/危機管理関係職員、社会福祉協議会関係者等

３　日程・会場等
区　分 日　　程 会　　場 申込人数

第１回 ８月４日（金）　
（13:15～16:30）

静岡県コンベンションアーツセンター
グランシップ11階会議ホール風  　　
（静岡市駿河区東静岡２丁目３番１号）

157名

第２回 ８月10日（木）
（13:15～16:30）

浜松市地域情報センター ホール
（浜松市中区中央町１丁目12番７号）

96名

４　内　容（詳細は添付ファイル参照）
　　　講義１「技術系ボランティアによる被災者支援について」
　　　講義２「災害救助法の応急修理制度について」
　　　講義３「令和４年度台風第15号における相談対応について」
　　　講義４「浸水住宅復旧・応急処置の留意点」
　　　講義５「災害救助法の応急修理事例」
　　　講義６「屋根のブルーシート張りの注意点」

５　主　　催
　　・ 静岡県危機管理部/くらし・環境部
　　・ 静岡県社会福祉協議会（共催）

６　その他
　　・ ※「水害にあったときに」（震災がつなぐ全国ネットワーク編）　https://shintsuna.org/tools/

https://shintsuna.org/tools/


提 供 日 2023/07/27

タイトル 定期給与５か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和５年５月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2246

令和５年５月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金
　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は259,177円、名目賃金指数（定期給与）は102.6で、前年同月比1.6％増と５か月連
続で前年同月を上回った。

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は10.3時間、所定外労働時間指数は110.8で、前年同月比8.4％増と18か月連続で前年同月を上回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は12.5時間、所定外労働時間指数は109.6で、前年同月比3.3％増と２か月連続で
前年同月を上回った。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,434,345人、常用雇用指数は101.9で、前年同月比0.9％増と12か月連続で前年同月を上回った。
なお、パートタイム労働者比率は30.9％で、前年同月差0.2ポイント増と５か月ぶりに前年同月を上回った。



＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は283,462円で、前年同月比0.6％増と２か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は11.9時間で、前年同月比2.6％増と18か月連続で前年同月を上回った。
(3)常用労働者数は863,971人で、前年同月比1.3％増と33か月連続で前年同月を上回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞

(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は「令和２年平均＝100」とする。
(3)対前年（前月）比等の増減率は、原則として指数により行っているため、実数から算定した場合とは必ずしも一致しない。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2023/07/27

タイトル 生産・出荷ともに対前月比で低下
静岡県鉱工業指数（令和５年５月分速報）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和５年５月の鉱工業生産指数（季節調整済：平成27年=100）は91.1となり、前月比は2.8％減と3か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は12.6％増と3か月連続して前年を上回った。
業種別の前月比（季節調整済指数）では、輸送機械、汎用・生産用・業務用機械、化学等が上昇する一方、食料品・たばこ、情報通信機

械、プラスチック製品等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和５年５月の鉱工業出荷指数（季節調整済：平成27年=100）は88.3となり、前月比は1.3％減と2か月連続して低下した。
また、前年同月比（原指数）は7.8％増と2か月ぶりに前年を上回った。
業種別の前月比（季節調整済指数）では、汎用・生産用・業務用機械、輸送機械、化学等が上昇する一方、食料品・たばこ、情報通信機

械、非鉄金属等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和５年５月の鉱工業在庫指数（季節調整済：平成27年=100）は108.5となり、前月比は2.9％減と3か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は1.0％増と3か月連続して前年を上回った。
業種別の前月比（季節調整済指数）では、輸送機械、汎用・生産用・業務用機械、非鉄金属等が上昇する一方、化学、食料品・たばこ、プ

ラスチック製品等が低下した。

＜参考１＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図

　　　　・在庫積み増し局面（景気拡大期） 　 　 　 　
　　　　　　需要が供給より多くなると、生産を拡大し、在庫を積み増して需要に対処する。
　 　
　　　　・在庫積み上がり局面（景気後退初期） 　
　　　　　　供給が需要より多くなってくると、生産の伸びが鈍化し、在庫が適正水準を超え、
　　　　　　在庫の積み上がりが起こる。 　
　 　
　　　　・在庫調整局面（景気後退期） 　
　　　　　　適正水準を超えた在庫を減らすため、生産を抑え、在庫調整を図る。
　 　
　　　　・意図せざる在庫減局面（景気拡大初期） 　
　　　　　　需要の増加に生産が追いつかず、在庫が減少する。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2023/07/27

タイトル 静岡県ではじめる！「新しい働き方」きっかけセミ
ナーを開催します！【しずワーク通信VOL.１】

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-2353

～静岡県ではじめる！「新しい働き方」きっかけセミナーを開催します！～

　静岡県では、人口減少対策のひとつとして、若者や子育て世代が働きやすい環境づく
りに取り組んでおり、今年度から、時間や場所に縛られない「新しい働き方」、クラ
ウドワークサービスの利活用を進めています。

その第一弾として、業界のフロントランナーであるランサーズ株式会社との協働により、
特に子育て中の方や副業・兼業を希望されている皆様を対象に、クラウドワーク
サービス初心者向けのセミナーを開催いたします。

今回のセミナーを皮切りに、スキルアップ講座によるワーカー育成や特設サイトによる
仕事紹介などの取組を順次展開し、静岡県内に「新しい働き方」を広げていきます。

１　「新しい働き方」きっかけセミナーの概要

日時・
会場等

➀９月５日（火）10:30～12:30
現地会場　WORX富士（富士市島田町） 50名
オンライン（Zoom）100名

➁９月12日（火）13:00～15:00
オンライン（Zoom）300名

※➀➁とも受講料無料

主な内容 ・「新しい働き方」（クラウドワークサービス）と体験談の紹介
 ・自分らしい働き方が見つかるワークショップ

想定される
主な受講者

県内在住又は静岡県への移住を検討している方で
・育児や介護と両立しながら柔軟に働きたい方
・副業・兼業に興味がある方

参加申込
方法

特設サイトの申込みフォームから。８月28日（月）締切 （先着順）
https://shizuwork20230905.peatix.com
※県総合政策課のＨＰ又は特設サイト「しずワーク」から遷移

現地取材 セミナー（９月５日）の現地取材可能。
９月４日17時までに別紙申込書を総合政策課あて御提出ください。

２　今後の予定　※イベント等の都度、記者提供予定
普及啓発 ワーカー育成 受注支援

きっかけセミナー
（今回案内）

スキルアップ講座
静岡県の仕事情報Ｗｅｂ

サイト「しずワーク」
による仕事紹介

９月 10月～ 11月～

https://shizuwork20230905.peatix.com


提 供 日 2023/07/28

タイトル 今年は東アジア文化都市とコラボ！
「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」を開催します

担　　当 教育委員会 教育政策課、経営管理部賀茂地域局地域課

連 絡 先 教育政策課政策企画班、賀茂地域局地域課地域班

TEL 054-221-3168､0558-24-2204

今年は東アジア文化都市とコラボ！
「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」を開催します

　県と賀茂地域１市５町の教育委員会では、賀茂地域の魅力的な自然、人、文化、産業などに触れ、自分や地域の将来について考
える学びの場として、令和２年度から賀茂地域の中学生を対象に「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」を開催しています。
　今年度は東アジア文化都市２０２３静岡県の実施を踏まえ、賀茂地域の特色ある地域文化について学び、その魅力を中学生の視
点で発信します。

・日　程　　令和５年８月３日（木）、４日（金）

・会　場　　下田総合庁舎　別館２階　賀茂キャンパス（下田市中531-1）

・参加者　　賀茂地域１市５町の中学１・２年生　24人
（静岡県立大学の学生６人がサポーターとして参加）

・時間割
【１日目】８月３日（木）

時間 講師（敬称略）
オリエンテーション 9：00～ 9：20
講義 9：20～10：10 渋谷 浩史（静岡県理事(東アジア文化都市担当)）
講義 10：20～11：10 鈴木 まもる（画家、絵本作家、鳥の巣研究家）
講義 11：20～12：10 礒崎 史裕（野鳥の会）
昼休み 12：10～13：00
講義 13：00～14：00 高畑 幸（静岡県立大学国際関係学部教授） ※オンライン

講義、
グループワーク

14：10～15：50 八木 健祥（静岡県立大学ツーリズム研究センター長）

連絡事項 15：50～16：00

【２日目】８月４日（金）
時間 内容、講師（敬称略）

フィールドワーク 9：00～12：20 カネサ鰹節商店（西伊豆町）　見学、体験等　※移動時間含む

昼休み 12：20～13：20
講義 13：20～14：10 後藤知美（国立文化財機構東京文化財研究所研究員）
グループワーク、

発表 14：20～15：40 「賀茂地域の魅力ある文化を世界に発信しよう！」

閉校式 15：40～16：00 講評等

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/07/28

タイトル 令和５年度全国学力・学習状況調査結果報告

担　　当 教育委員会 義務教育課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-3106

令和５年度全国学力・学習状況調査結果報告

　下記のとおり、本年度の全国学力・学習状況調査の結果を報告します。

記

１　調査の目的

　　義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学

　力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る

　とともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立

　てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイク

　ルを確立する。

２　調査実施日・実施学校数・実施人数（政令市、特別支援学校を含む）

実施日：令和５年４月18日（火）

実施学校数・人数：小学校　486校　児童数（６年）28,889人

　中学校　263校　生徒数（３年）26,493人

３　令和５年度調査について

４年ぶりに英語が実施された。

４　公表日程

７月31日（月）ラジオ・テレビ・インターネット　※午後５時解禁

８月１日（火）新聞　※朝刊解禁

※「５　調査結果の概要」以降については、別紙資料を参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/07/28

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（7/21～7/27）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第500報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（7/21～7/27）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子結果を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の72頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、11,307頭（死亡374頭、捕獲10,933頭）の検査を実施し、547頭の陽性（死亡163頭、捕獲384頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2023/07/28

タイトル ～卸売業大手のプロから直接学べる！商談力向上講
座～受講事業者を募集中

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

～卸売業大手のプロから直接学べる！商談力向上講座～

受講事業者を募集中

県は、オンライン上に、国内外のバイヤーと県内生産者を結び付けるツールとなる「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」を整備し、県産品

の販路拡大を図っています。

このたび、県は、商談会において、より良い結果が出せるよう、卸売業大手のプロから直接学べる「商談力向上講座」を開催し、その受講

事業者を募集しています。対象は、「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」登録済の事業者で、新規登録が可能です。

１　「商談力向上講座」の概要

（１）日程、内容

回 開催日 時間 内容 備考（開催方法）

１
８月25日（金） 流通業理解研修 オンライン

２ ９月15日（金） 売場理解研修 オンライン

３ 10月６日（金） 売れ続ける定番商品の極意 オンライン

４
10月27日（金） 地域商材の販路拡大策 オンライン

５ 11月17日（金） 商談折衝力強化・提案書作
成スキル研修 リアル（静岡市内）

６
12月１日（金）

15時
～

17時

模擬商談の実施 リアル（静岡市内）

（２）講師
国分中部株式会社経営統括部部長（戦略推進担当）
髙橋典裕（たかはしのりひろ）氏

（３）募集対象
「バイ・シズオカ オンラインカタログ」へ商品登録している農林水産業者・食品関連事業者　約10事業者 （1事業者2名ま
で）
※「バイ・シズオカ オンラインカタログ」（https://buyshizuoka-catalog.com/）への新規登録事業者を含みます。

２　申込方法、期限
申込専用フォーム（https://forms.office.com/r/5M3nMswujz）より、８月７日（月）までにお申し込みください。
なお、申込多数の場合、申込み内容を基に選考し、お断りすることがあります。

「商談力向上講座」申込専用フォーム

３　問合せ先
運営事務局（株式会社JTB 静岡支店　担当： 伊丹・深澤）
E-mail： shizuokadigitalcatalog_jimukyoku@jtb.com

https://buyshizuoka-catalog.com/
https://forms.office.com/r/5M3nMswujz
mailto:shizuokadigitalcatalog_jimukyoku@jtb.com


提 供 日 2023/07/28

タイトル 県西部地域初となる“「バイ・ふじのくに」山梨県・
静岡県フェア”をイオン浜松志都呂店で開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

県西部地域初となる

“「バイ・ふじのくに」山梨県・静岡県フェア”

をイオン浜松志都呂店で開催！

（要　旨）

　・県とイオンが締結する包括連携協定の一環として、イオンリテール株式会社東海カンパニーが、８月４日（金）から６日

（日）までの３日間、浜松市の「イオン浜松志都呂店」にて、県西部地域では初開催となる「バイ・ふじのくに」山梨県・静

岡県フェアを開催します。

　
（概　要）

１　フェアの開催概要
区　分 内　容

開 催 日
令和５年８月４日（金）から６日（日）までの３日間

午前10時～午後７時（最終日は午後６時）

会　　場 イオン浜松志都呂店（浜松市西区志都呂二丁目３７－１）

主催者
主催：イオンリテール（株）東海カンパニー　

共催：静岡県、協力：山梨県

内　　容

・静岡県及び山梨県の特産品の販売

区　　分 静岡県 山梨県

出展者数 ６事業者 ６事業者

出展内容 お茶、農水産物の加工
品　等

果物（すもも、シャイ
ンマスカットほか）、
菓子　等

・山梨県、静岡県の観光等ＰＲ（各県のＰＲ動画の放映　等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2023/07/28

タイトル 令和４年度静岡県試験研究10大トピックスを公表

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 研究調整班

TEL 054-221-3519

１　要旨
　令和４年度の県試験研究機関の研究のうち、特に顕著な成果のあったものを 「 静岡県試験研究10 大 トピックス 」 として 選定し、ホームペー
ジなどにより、広く情報発信する。

２　選定研究一覧
課　題 研究所 担当者

有機栽培に対応！病害虫・雑草を物理
的に防除できる茶園管理機の開発

農林技術研究所
茶業研究センター

科長
片井　秀幸

(0548-27-2880)

世界初のワサビF1品種「ふじみどり」の育
成

農林技術研究所
伊豆農業研究センター

主任研究員
小髙　宏樹

(0558-85-0047)
クラウドファンディングを活用して、成長
や品質に優れた無花粉スギ品種「MU-
FUN」（むふん）を開発

農林技術研究所
森林・林業研究センター

科長
袴田　哲司

(053-583-3167)

牛ふん堆肥を機械で撒きやすい粒状に
成型 畜産技術研究所

科長
佐藤　克昭

(0544-52-0146)

キンメダイ種苗生産のために、精子の冷
蔵保存技術を開発 水産・海洋技術研究所

主任研究員
長谷川　雅俊

(0558-22-0835)

食中毒原因物質ヒスタミンの簡易検査手
法の開発 水産・海洋技術研究所

上席研究員
二村　和視

(054-627-1815)

炭素繊維強化複合材料（CFRP）の生産
性を向上

工業技術研究所
浜松工業技術支援セン
ター

科長
鈴木　重好

(053-428-4154)

プラスチック資源循環に向けた静岡県内
発CNF複合樹脂のリサイクル性を解明

工業技術研究所
富士工業技術支援セン
ター

科長
山下　晶平

(0545-35-5190)

駿河湾由来乳酸菌を用いた「静岡チー
ズ」「ハバネロソース」の開発 工業技術研究所

研究員
堀池　隼雄

(054-278-3026)
がん細胞のDNA修復を妨げる化合物を
発見！～クラウドファンディングから抗が
ん剤研究へ～

環境衛生科学研究所
主査

安藤　隆幸
(054-625-9138)

　　研究概要については、別紙に記載する。



提 供 日 2023/07/28

タイトル 警察と連携したこどもの車両置き去り防止街頭キャン
ペーンを実施します！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課、静岡県警察本

部生活安全部人身安全少年課

連 絡 先 こども未来課保育班

TEL 054-221-2924



発 表 日 2023/07/28

タイトル 新型コロナウイルス感染症の医療状況の評価レベル引
き上げ

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班　内田

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症の医療状況の評価レベルを
医療ひっ迫注意レベル（レベル２）に引き上げ

１　要旨
　　５類感染症への移行後も、医療のひっ迫状況を表す評価レベルを、本県独自で設定しています。
　　５つの指標のうち４つの指標が目安値を超えたため、県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の意見も踏まえ、総合的に
判断した結果、「地域や医療機関によっては医療のひっ迫が始まっている」状態となったことから、本日から医療状況の評価レベ
ルを「医療ひっ迫注意レベル（レベル２）に引き上げます。

２　医療状況の評価の元となる各指標の状況

指標 目安値
Lv1⇔２

7/19 7/26
第7・8波
最高値

１ 病床確保病院の中等症２以上
の入院者数

80人 48人 71人 257人
(1/11)

２ 病床確保病院の中等症２以上
による確保病床使用率

20％ 18.8% 27.6%
64.1%
(1/11)

３ コロナによる病床確保病院の
休職医師・看護師数

100人 116人 127 人
630人
(7/28)

４ １週間の時間内の
発熱外来検査件数

1.5万件 21,617件 23,773 件
42,543件
(7/25-31)

５ １週間の救急搬送困難事案件数
（政令市のみ。()内はコロナ疑い）

20件 19件
(11件)

40 件
(32件)

120件
(12/26-1/1)

３　医療機関への要請
　　コロナ患者の受入病床の更なる確保を要請するとともに、改めて、軽症・中等症１の患者は、確保病床以外の病床で受け入れ
るよう要請しました。

４　県民の皆様へ
　　更なる医療ひっ迫を起こさないよう、以下の点に御協力をお願いします。
　○医療機関や高齢者施設の受診や訪問時は、できるだけマスクを着用
　○体調に少しでも違和感（特にのど・鼻）があれば、マスクを着用
　○症状（咳・熱・のど痛）が出た時は、学校や仕事を休んで、帰省・旅行も延期し療養を
　○人が集まる所では、十分な換気・できるだけマスク着用・手洗い励行
　○高齢者や持病のある方は、ワクチン接種を検討

　　なお、熱中症予防の観点から、近くに人がいない屋外ではマスクは不要です。



提 供 日 2023/07/28

タイトル 医療機関に対する労働時間等説明会を開催します

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 看護師確保班

TEL 054-221-2407

 ～ 医療機関 に 対 する 労働時間等説明会 を 開催 します ！～

　令和６年４月からの医師の時間外労働時間の上限規制開始に向けて、労働時間に関する法制度等の周知、理解の促進に向けた医
療機関に対する労働時間等説明会を静岡労働局と共催で県内の労働基準監督署ごとに開催します。

◇　主　　催　静岡労働局・静岡県
　　　　　
◇　日時及び会場
　　開催時間：午後２時～午後４時

担当署 日程 場所 会議室名
磐田 ８月２日（水） 中遠総合庁舎 東４０３会議室
沼津 ８月10日（木） 東部総合庁舎 別館２階第１会議室
島田 ８月23日（水） 藤枝総合庁舎 別館第２会議室
浜松 ９月６日（水） 浜松総合庁舎 901、902会議室
三島 ９月11日（月） 熱海総合庁舎 第六会議室
静岡 ９月12日（火） 静岡県庁 西館４階第１会議室Ｃ
富士 ９月20日（水） 富士総合庁舎 301会議室

◇　対　　象　病院長、有床診療所の開設者、看護部長、事務長等

◇　説明内容
　＜静岡県＞
　　・静岡県における医師の働き方改革の進捗状況と課題
　　・医師の労働時間短縮に向けた取組の支援策　等
　＜静岡労働局＞
　　・医師の時間外労働の上限規制に関する労働基準法について
　　（36協定、宿日直許可基準、研鑽の取扱いに関する説明　等）

◇　参　　考（昨年度）

　　



提 供 日 2023/07/28

タイトル 産業廃棄物処理業許可の取り消し

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 産業廃棄物班

TEL 054-221-2423

産業廃棄物処理業者に対し産業廃棄物収集運搬許可の取消処分を行いました。

１　処分を受けた者
所在地　静岡県菊川市東横地566番地の１
名　称　株式会社セイキ建設

２　処分内容
　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）第14条の３の２第１項第４号に基づき、産業廃棄物収集運搬業許可を取

り消す。

３　処分年月日
　　令和５年７月26日

４　処分理由
　　株式会社セイキ建設は、令和５年６月30日に静岡地方裁判所掛川支部において破産手続の開始決定を受けた。
　　これにより、１に掲げる者は、法第14条第５項第２号イに規定する欠格要件に該当するため。



提 供 日 2023/07/28

タイトル 「富士山の恵み 柿田川」親子で水に親しむ自然観察会
　参加者募集！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

＜８月19日（土）開催＞

「富士山の恵み 柿田川」親子で水に親しむ会参加者募集！

富士山の環境保全に取り組んでいる「ふじさんネットワーク（事務局：静岡県自然保護課）」が、富士山由来の地下水からなる清流・柿田川
で、親子を対象とした自然観察会を開催しますので、参加者を募集します！

１　内容
  (1)日　　時  令和５年８月19日(土)午前９時30分～正午　※雨天中止
  (2)集合場所　柿田川公園駐車場（駿東郡清水町伏見）
  (3)対　　象　親子、家族（先着30組程度）
　(4)主　　催　ふじさんネットワーク
　(5)案内役　（公財）柿田川みどりのトラスト、柿田川自然保護の会

(6)内　　容　柿田川公園の浅瀬に入って植物を観察したり、魚類を捕まえて、その生態を勉強します。

(7)参加費　１組　300円（パンフレット等）

(8)募集期間　令和５年８月９日（水）まで

２　参加者募集
【申込み方法】

　　　 参加希望者は、参加者全員分の、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、＜電子メール＞により、お申し込みください。
　　　 開催１週間前を目処に開催案内をメールにて送付します。

【申込先・問合わせ先】
【住　　所】　〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６
　　　　　　　　　　ふじさんネットワーク（静岡県 くらし・環境部環境局自然保護課内）
【電話番号】　054-221-3498
【Eメール】　 shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/28

タイトル 令和５年度空き家の無料相談会を開催します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先

TEL 054-221-3081

１ 要　旨　
「所有している空き家を売却したいけど、何からやればいいんだろう。」「家を相続したけど住む人がいない。税金のことや
相続登記のやり方もよくわからない。」等、空き家でお困りの方を対象に「空き家の無料相談会」を開催します。
 昨年度の参加者の90％以上が「参考になった。」と回答しています。
 これを機会に、空き家のこと、一度相談してみませんか？

２ 開催計画　主催：静岡県　共催：開催市町
開催日 開催市町 開催会場 住所

９月２日(土) 島田市  島田市民総合施設
 「プラザおおるり」

 島田市中央町5の1

９月９日(土) 牧之原市  牧之原市役所榛原庁舎  牧之原市静波447-1
９月23日(土) 磐田市  ワークピア磐田  磐田市見付2989-3
９月30日(土) 富士市  富士市役所  富士市永田町1丁目100番地
10月21日(土) 沼津市  プラサヴェルデ  沼津市大手町1-1-4
10月28日(土) 富士宮市  富士宮駅前交流センター「きらら」 富士宮市中央町5番7号

藤枝市  藤枝市役所西館  藤枝市岡出山1-11-1
11月11日(土)

焼津市  焼津市役所本庁舎  焼津市本町2-16-32
御殿場市  御殿場市民会館会議棟  御殿場市萩原183-1

12月９日(土)
森町  森町町民生活センター  周智郡森町森2101-2

 森町役場内
伊東市  伊東市役所  伊東市大原二丁目1-1

12月16日(土)
函南町  函南町役場  函南町平井717-13

３ 相談会の内容
　・空き家に関する様々な御相談に司法書士、税理士、建築士、宅地建物取引士等
    の専門家がワンストップで対応
　・各会場共通で10:00から15:00まで（1組につき30分程度）

４ 参加申込（完全予約制、先着順）
　・静岡県空き家対策推進協議会事務局まで電話でお申込みください。
　　 電話番号：054-247-3823
　　 受付時間：平日9:30～12:00、13:00～16:30
　・申込受付期間は、8月1日（火）から各会場の開催日前日まで（8月14日～16日を
    除く）
　・開催会場のある市町内に空き家をお持ちの方又はお住まいの方を優先します。
　・各会場、定員（20名）になり次第締切となります。
　・予約が無い場合、御相談はお受けできません。

５ 問い合わせ先
　 くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課計画班
　   電話番号：054-221-3081



提 供 日 2023/07/28

タイトル 令和５年度普通交付税等（市町村分）の決定

担　　当 経営管理部 地域振興局市町行財政課

連 絡 先 交付税班

TEL 054-221-2098

（要旨）
　本日、「令和５年度普通交付税大綱」が閣議に報告・了解され、 本県市町分 の 普通交付税等が次のとおり決定された。

（概要）
１　普通交付税＋臨時財政対策債（実質的交付税）
（１）決定額　158,661 百万円（対前年比▲8,290百万円 ▲5.0％）
（２）算定内容（市町村分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　（単位：百万円、％）

項目 令和５年度
a

令和４年度
（当初算定）b

増減額
c=a-b

増減率
c/b

 実質的交付税 158,661 166,951 ▲8,290 ▲5.0 

 普通交付税 136,745 129,415 7,330 5.7 

 臨時財政対策債 21,916 37,535 ▲15,620 ▲41.6 

　※ 表示単位未満四捨五入のため、項目ごとの数値の計と合計は一致しないことがある。
 
（３）対前年比減の主な要因
　企業収益の持ち直しに伴う、市町村民税法人税割等の増収による基準財政収入額の増加

（４）本県市町の算定状況
　不交付団体（財源超過のため普通交付税が交付されない団体）は富士市、御殿場市、湖西市及び長泉町の４団体となった。

年度 団体数 富士市 御殿場市 湖西市 長泉町

令和２年度 ４ 　△※1 ○ ○ ○

令和３年度 １  -  - - ○

令和４年度 ３ 　○※2 ○ - ○

令和５年度 ４ 　○※ ○ ○ ○

　※１　不交付だが合併の特例により交付された団体。
　※２　令和４年度の再算定により、不交付団体から交付団体となった。

２　地方特例交付金
（１）決定額　4,673 百万円（対前年比▲290百万円 ▲5.8％）
（２）算定内容（市町村分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　（単位：百万円、％）

項目 令和５年度
a

令和４年度
b

増減額
c=a-b

増減率
c/b

 地方特例交付金 4,673 4,963 ▲290 ▲5.8 

【地方特例交付金】
　　個人住民税における住宅借入金等特別税額控除の実施に伴う地方公共団体の減収を
　補塡するために国から交付される交付金

令和５年度　県内市町　 普通交付税決定額　（百万円、％）



※ 表示単位未満四捨五入のため、項目ごとの数値の計と合計は一致しないことがある。

令和５年度　県内市町　 地方特例交付金決定額　（百万円、％）



※ 表示単位未満四捨五入のため、項目ごとの数値の計と合計は一致しないことがある。



提 供 日 2023/07/28

タイトル ふじのくに施設紹介フェア2023を開催します！

担　　当 経営管理部 行政経営局行政経営課

連 絡 先 行政経営班

TEL 054-221-2911

（指定管理業務マッチングイベント）

「ふじのく に施設紹介フェア2 0 2 3 」を開催します！

静岡県内で指定管理業務を御検討の皆様と施設担当者の相談会を開催します！

【開催概要】

開催日

令和5年8月4日（金）午前10時00分～午後3時30分

開催場所

静岡県庁別館21階大会議室

参加自治体

静岡県、浜松市、掛川市、伊豆市（4自治体34施設）

開催内容

個別相談会（事前予約制）

資料配付コーナー開設（予約不要）（午前10時00分～午後2時00分まで）

参加予定

静岡県（公園緑地課）　　　　静岡県富士山こどもの国、浜名湖ガーデンパーク

静岡県（社会教育課）　　　　静岡県立朝霧野外活動センター

静岡県（労働雇用政策課）　静岡県沼津労政会館、静岡労政会館、浜松労政会館

浜松市　　　　　　　　　　　　 浜松市秋野不矩美術館、浜松市立城北図書館等全10施設

掛川市　　　　　　　　　　　　 掛川市生涯学習センター、掛川市美感ホール等全6施設（その他に、個別相談は実施せず、資料配布のみ

行う施設が10施設）

伊豆市　　　　　　　　　　　　 天城会館、達磨山高原観光施設

※イベント詳細は行政経営課のホームページを御確認ください。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/shiteikanri/1002323/1054673.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/shiteikanri/1002323/1054673.html


提 供 日 2023/07/28

タイトル 令和５年度普通交付税等（県分）の決定

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2035

（件名）
令和５年度普通交付税等（県分）の決定

（要旨）
本日（７月28日）、「令和５年度普通交付税大綱」が閣議に報告・了解され、 本県分 の 普通交付税等が次のとおり決定された。
企業収益の持ち直し等により、前年度に比べて基準財政収入額が増加（法人二税 ＋7,313百万円、地方消費税 ＋9,373百万円）したこと

から、実質的な普通交付税額は減額となった。

（概要）
１　普通交付税＋臨時財政対策債（実質的交付税）
 (1) 決定額
　　 204,723 百万円（対前年比△11,525百万円 △5.3％）

 (2) 内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

区　分 令和５年度
a

令和４年度
b

増減額
c=a-b

増減率
c/b

 実質的交付税 204,723 216,248 △11,525 △5.3
普通交付税 181,593 176,317 5,276 3.0
臨時財政対策債 23,130 39,931 △16,801 △42.1

　※ 令和４年度は、当初算定の金額

 (3) 対前年比減の主な要因
 　　企業収益の持ち直しに伴う、基準財政収入額の増

２　地方特例交付金
 (1) 決定額
     2,191 百万円（対前年比△125百万円 △5.4％）

 (2) 内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

区　分 令和５年度
a

令和４年度
b

増減額
c=a-b

増減率
c/b

地方特例交付金 2,191 2,316 △125 △5.4

 (3) 対前年度減の主な要因
　　　住宅借入金等特別税額控除の見込額の減

【地方特例交付金】
個人住民税における住宅借入金等特別税額控除の実施に伴う地方公共団体の減収を補塡するために国から交付される交付金



提 供 日 2023/07/28

タイトル 令和６年度　静岡県の要望・提案

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局知事戦略課

連 絡 先 知事戦略班

TEL 054-221-3769

１ 要旨
　　  県政の着実な推進や県総合計画の実現に取り組む上で必要となる法律・制度の創設や、国レベルで実施することが望ましい施策等に

ついて、国の予算編成等に向けて、「令和６年度　静岡県の要望・提案」として取りまとめました。
　　　今後、各省庁等に対し、要望・提案活動を行ってまいります。

 ２　「令和６年度　静岡県の要望・提案」の概要
(1) 項目数94項目　
(2) 主な要望・提案項目

共通 物価高騰への対策強化　（医療機関、介護サービス事業所、保育所等、子育て家
庭、工業用水道・水道事業、下請事業者、農業・漁業）

１

《安全・安心な地域づくり》
○ 命を守る安全な地域づくり
　 ・防疫対策等の推進（感染症専門施設の機能強化）
　 ・国土強靭化の推進（防災・減災対策）
　 ・令和４年台風15号及び令和５年６月２日からの大雨等による災害からの復旧・

復興
　 ・盛土対策の推進
　 ・長期間放置された産業廃棄物の処理に対する支援
〇 安心して暮らせる医療・福祉の充実
　 ・安心医療の確保・充実（医師等確保、地域医療提供体制の整備）
　 ・民生・児童委員の担い手確保

２

《持続的な発展に向けた新たな挑戦》
○ デジタル社会の形成
　 ・AI、ICT人材の確保・育成
〇 環境と経済が両立した社会の形成
　 ・脱炭素社会の実現に向けた取組の推進
　 ・エネルギー政策の推進
　 ・開発行為における住民意思の反映（環境影響評価制度、林地開発）

３

《未来を担う有徳の人づくり》
○ 子どもが健やかに学び育つ社会の形成
　 ・少子化対策の推進（保育士等処遇改善、子育て家庭の経済的負担軽減）
　 ・医療的ケア児等及びその保護者への支援の充実
○“才徳兼備”の人づくり
　 ・ＧＩＧＡスクール構想推進に向けた支援の拡大
○　誰もが活躍できる社会の実現
　 ・外国人材活躍の推進（定住外国人の就労支援、職業能力開発施設での留学生

の受入促進）

４

《豊かな暮らしの実現》
○ 富をつくる産業の展開
　  ・先端産業の創出と振興
　  ・地方版スタートアップ・エコシステムの確立
　  ・農林業の成長産業化と国産材の利用促進（木質バイオマスの活用）
○ 地域の価値を高める交通ネットワークの充実
 　 ・交通ネットワークの充実（道路・鉄道・港湾、インフラ長寿命化等）
    ・航空航路再開に向けた支援

５

《魅力の発信と交流の拡大》
○“ふじのくに”の魅力の向上と発信
 　・東アジア文化都市2023静岡県の推進とレガシー創出に係る支援
 　・富士山富士宮口五合目の来訪者施設整備に係る支援
○ 世界の人々との交流の拡大
 　・観光産業の回復に向けた支援

６
《地方創生の推進》
   ・地方創生の着実な推進（デジタル田園都市国家構想交付金の運用の弾力化

や継続）



提 供 日 2023/07/31

タイトル 中学生一日体験入学を実施します…教職員、案内生徒
の名札に注目！

担　　当 教育委員会 横須賀高等学校

連 絡 先 校長　鈴木

TEL 0537-48-3421

中学生一日体験入学を実施します
…教職員、案内生徒の名札に注目！…

　横須賀高校では、中学生一日体験入学は単なる学校説明ではなく、人と人が認め合う場であるというコンセプトのもと、校長が
制作した名札を付けた生徒と教職員が模擬授業や案内を行います。
　緊張する中学生には、大切な進路選択の一助となるだけでなく、学校は人が形作っていることを伝えたいと思います。

１　開催日
　　令和５年８月４日（金）午前８時50分～午前11時30分

２　会　場
　　静岡県立横須賀高等学校（住所：掛川市横須賀1491-1）

３　内　容
　　中学生一日体験入学のために、当日担当する生徒や教職員の人柄がわかる名札
　を制作しました。個人を表す一文字や趣味、好物などの情報を入れ、この名札を
　付けて体験入学を実施します。

　　　　　 　←今回制作した名札

４　参加者
　　横須賀高校　生徒約10名、教職員約30名　※いずれも名札着用　
　　近隣中学校の生徒　約120名

５　その他
　　取材いただける場合には、８月３日(木)16時までに横須賀高校へご連絡くだ
　さい。

６　問い合わせ先
　　静岡県立横須賀高等学校
　　電　話：0537-48-3421
    メール：masamichi01.suzuki@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：校長　鈴木雅道

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:masamichi01.suzuki@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2023/07/31

タイトル 静岡県立中央図書館で高校生＆地元企業がプログラミ
ング教室を実施（当館初）

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 静岡県立中央図書館企画振興課

TEL 054-262-1246

静岡県立中央図書館で高校生＆地元企業が
プログラミング教室を実施（当館初）

静岡県立中央図書館では、「夏休み子ども図書ウィーク」のイベントとして、島田商業高等学校情報処理部と、株式会社テクノサ
イト（本社：島田市）の協力のもと、プログラミング教室を開催します。

高校生と地元企業と当館が協働で、子ども向けプログラミング教室を行う、当館初の試みとなります。

１　日時　８月３日（木）　10時から12時まで（９時30分受付開始）

２　場所　静岡県立中央図書館　３階　中集会室
　　　　　（〒422-8002　静岡市駿河区谷田53-1）

３　内容　「Scratchを用いてプログラミング体験」
　プログラミング言語「Scratch」を使い、ロボットを動かしながらプログラミングの仕組み・考え方を学びます。講座

の最後には自分のプログラムしたロボットで発表会を実施する予定です。

※Scratchとは…おもにマウスを操作してプログラミングする“ビジュアルプログラミング言語”のひとつ。タイピングに不慣れ
な児童でもプログラミング学習に取り組むことが可能。作成したゲーム等をオンラインで共有でき、世界的に人気となっている。

４　参加者　小学校高学年程度20名
　　　　　　（定員数に達したため応募は締め切りました。）

５　協力　　株式会社テクノサイト
　　　　　　静岡県立島田商業高等学校情報処理部

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/07/31

タイトル 未来のビジネスを切り拓く高校生
「ビジネスリーダー育成セミナー」開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　片井　伴浩

TEL 054-221-3146

未来のビジネスを切り拓く高校生

「ビジネスリーダー育成セミナー」 開催

　県教育委員会では、協働的な学習を通して、ビジネスの創造と発展に主体的に取り組む態度を涵養し、学校及び地域における
リーダーとして活躍する人材を育成するため「ビジネスリーダー育成セミナー」を令和元年度から開催しており、本年度５年目を
迎えます。
　本年度は「これからの時代を生き抜くために～ビジネスプランの考察～」のテーマで、県内専門学校や企業から講師を招き、商
業各分野における講義と課題解決型の演習を通して、社会の第一線で活躍する専門的職業人となる意欲を高めます。

１　日程及び場所（予定）　全６回

実施日 内　容 講　師（会場）

１ ８月５日(土)

 開講式・オリエンテー
ション

「何のために働くのか」

静岡商工会議所青年部
（静岡商業高校　静岡市
葵区田町７丁目90）

２ ９月16日(土)
「ワークショップのやり方
について学ぶ」

有限会社都市環境デザイ
ン研究所
（静岡商業高校　静岡市
葵区田町７丁目90）

３ 10月14日(土) 「企業の商品開発について
学ぶ１」

株式会社たこ満
（株式会社たこ満　菊川
市上平川565-1）

４ 11月18日(土)
「企業の商品開発について
学ぶ２」

酪農王国オラッチェ
（酪農王国オラッチェ　
田方郡函南町丹那349-1）

５ 12月９日(土)
「商業デザインについて学
ぶ」「プレゼンテーション
技法を学ぶ」

静岡デザイン専門学校
（静岡デザイン専門学校
　静岡市葵区鷹匠２丁目
19-15）

６ ２月３日(土) 成果発表
商業科教員
（静岡商業高校　静岡市
葵区田町７丁目90）

２　参加生徒

　　商業科設置校及び総合学科ビジネス系列の高校２年生　29人

　　・伊豆伊東　１人　・伊豆総合　１人　・御殿場　　１人　・裾野　　　１人
　　・沼津商業　２人　・富士宮北　１人　・富岳館　　１人　・駿河総合　１人
　　・静岡商業　２人　・藤枝北　　１人　・島田商業　２人　・相良　　　１人
　　・小笠　　　１人　・遠江総合　１人　・袋井商業　２人　・磐田西　　１人
　　・天竜　　　１人　・浜松東　　２人　・浜松大平台１人　・浜松商業　２人
　　・富士市立　１人　・静岡市立清水桜が丘　２人　

 「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/07/31

タイトル 2023年度第１回出張がんよろず相談（浜松市）を開催
します

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

2023年度
第１回　出張がんよろず相談（浜松市）を開催します

１　要　旨
　　静岡県立静岡がんセンターでは、広く県民のがんに関する総合相談窓口として
　「よろず相談」を設け、電話や対面で毎月1100件以上の相談に応じています。
　　このたび、対面でのよろず相談を利用することが難しかった地域住民の利便を
　図るため、専門スタッフが地域に出向く「出張がんよろず相談」を実施いたし
　ます。

２　概　要
（１）開催日時　2023年８月29日(火)　13:00～16:00
（２）開催場所　口腔保健医療センター（浜松市中区鴨江二丁目11-2）
（３）対　　象　原則として浜松市の住民で、がんに関する相談を希望される方。
（４）内　　容　専門スタッフによる対面相談
　　　　　　　　医師、看護師、ソーシャルワーカー等、2～3名のチームが患者・
　　　　　　　　家族からのがんに関する疑問や不安、悩みについてお話を伺い、
　　　　　　　　一緒に考え、問題を解決する手助けを行います。
（５）主　　催　静岡県・静岡県立静岡がんセンター

３　ご予約・お問い合わせ
　　相談は、事前予約制で先着３組までとし、定員になり次第締め切ります。
　　予約受付日：８月15日(火)～８月22日(火)まで
　　受付時間　：8:30～17:00（土日・祝日を除く）
　　予約・問合せ先：静岡県立静岡がんセンターよろず相談
　　電話 055-989-5392（出張がんよろず相談予約専用ダイヤル)

４　今年度の予定
（１）開催場所・日時
　　　　第２回　静岡市　2023年10月31日（火）13：00～16：00
　 　第３回　河津町　2023年11月10日（金）13：00～16：00

　第４回　未定　　2023年12月予定　　　　　　　
（２）その他　開催日時、場所、予約受付期間等が決まり次第、ホームページにて
　　　　　　　お知らせします。
　　　　　　　お急ぎの相談は、静岡県立静岡がんセンターよろず相談をご利用
　　　　　　　ください。
　　　　　　　電話055-989-5710　受付8：30～17：00（土日・祝日除く）



提 供 日 2023/07/31

タイトル 県管理道路におけるビッグモーター店舗前の街路樹に
ついて（土壌調査の実施）

担　　当 交通基盤部 富士土木事務所維持管理課

連 絡 先 管理班長　川口敏彦

TEL 0545-65-2236

県管理道路におけるビッグモーター店舗前の街路樹について
（土壌調査の実施）

県道３５３号線（田子浦港富士インター線）における低木の枯れ木（サツキ・ツツジ）について、原因を調べるため土壌の採取を実施しま
す。

なお、天候その他の理由等により、実施日を延期する場合には、改めてお知らせします。

１　調査実施日時

令和５年８月２日（水）午前１０時頃　

２　調査実施場所

　　富士市日乃出町40-1（県道田子浦港富士インター線）

　　（別紙：図面のとおり）

３　調査概要

土壌調査のための土採取

４　報道関係者の皆様へのお願い
　　調査箇所周辺は、非常に交通量の多い路線のため、車両や歩行者の通行の妨げになるような取材はご注意願います。

なお、富士商工会議所会館（別紙地図：道路反対側20ｍ先）に午前中11時30分まで10台程度の駐車場を確保してあります。ご利用
する場合は、当日現地職員の指示に従ってご利用下さい。

0731jissikasyo.pdf0731jissikasyo.pdf



提 供 日 2023/07/31

タイトル 経営革新計画の承認（令和５年６月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和５年６月の経営革新計画を49件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部19件、中部14件、西部16件となっており、市町別で
は静岡市と富士市が最多の９件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で19件となっています。

  １　令和５年６月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 当年度計
件数 19件 14件 16件 49件 75件

　

　２　市町別内訳
　　 東部

区分 沼津市 富士市 三島市 御殿場市 伊豆市 長泉町 河津町
件数 ４件 ９件 ２件 １件 1件 １件 1件

　　 中部
区分 静岡市 焼津市 藤枝市 牧之原市 吉田町
件数 ９件 2件 １件 1件 １件

　　　　西部
区分 浜松市 磐田市 菊川市 湖西市 袋井市 森町
件数 ７件 ４件 １件 １件 ２件 １件

３　　業種別内訳
区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 19件 ８件 ４件 １件 ８件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習法支援 サービス業 その他
　件数 ２件 １件 １件 ５件 ０件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、
補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ４版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
http://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r4jireishu.pdf

http://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r4jireishu.pdf


提 供 日 2023/07/31

タイトル 静岡県医療田園都市（ふじのくにメディカルガーデン
シティ）構想の策定

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先

TEL 054-221-2985

静岡県医療田園都市（ふじのくにメディカルガーデンシティ）構想の策定

　県では、「世界一の健康長寿県の形成」と、医療健康クラスターの実現を目指すファルマバレープロジェクトの推進に取り組ん
でいます。これにより、医療機関を中心とした高付加価値産業が集積し、質の高い医療と癒しを提供する「医療城下町」が形成さ
れてきました。
　この「医療城下町」を基盤とし、田園、自然、住居、コミュニティ、文化等と経済成長の調和を重視しながら、医療田園都市の
構築を進め、将来的には静岡県全体を「超高齢社会の理想郷」にすることを目指す「医療田園都市構想」を策定しました。

１　静岡県医療田園都市（ふじのくにメディカルガーデンシティ）構想の概要
区　分 内　　　　容

目　標 超高齢社会においても人口増加・地域経済活性化を実現する理想郷モデルの形成

戦　略 戦略１ 「医療・福祉・介護による安心が実感できるまち」の実現　
最先端のがん医療環境の整備o
「生まれてよし　老いてよし」の医療・福祉・介護機能の充実o
大学院大学計画の推進による高度医療人材の集積o

戦略２ 「田園のゆとりが味わえるまち」の実現
「住んでよし　訪れてよし」「生んでよし　育ててよし」の自然環境・住環境の整備o
豊かさを実感できる生活機能の充実o
食を中心とするヘルスケア対策の推進o

戦略３ 「都市の活力が生きるまち」の実現
高収入が得られる「働いてよし」の産業集積o
交通インフラの強化o
「学んでよし」の国際レベルの教育環境の充実o

位置付け ファルマバレープロジェクト第４次戦略計画「戦略３ まちづくり」の取組を強化するための政策

対象地域 ・ふじのくに先端医療総合特区区域の県内８市４町
（沼津市、三島市、富士宮市、富士市、御殿場市、裾野市、伊豆市、伊豆の国市、函南町、清水町、長泉町、
小山町）



提 供 日 2023/07/31

タイトル マダニに咬まれないよう注意しましょう！（「日本紅
斑熱」患者が確認されました）

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

－危機管理情報－
マダニに咬まれないように注意しましょう！

～今年県内４例目の「日本紅斑熱」患者が
確認されました～

１　要旨
　中部保健所管内在住の30歳代男性が、７月22日から発熱、発疹、頭痛等の症状を呈し、７月26日に中部保健所管内の医療機関を受診
し、入院しました。左足首にマダニの刺し口が認められ、紅斑が認められたことから、ダニが媒介する感染症の疑いがあるため、痂皮を
検体として県環境衛生科学研究所で検査を行ったところ、日本紅斑熱の病原体遺伝子が検出され、28日に日本紅斑熱であることが確認さ
れました。
　患者はマダニに咬まれた自覚はありませんでしたが、診察において左足首にマダニの刺し口が認められたこと、また林地の散策をして
いたことから、日本紅斑熱の病原体を保有するマダニに咬まれたことにより感染したと推定されています。
　なお、患者はすでに退院し、快方に向かっています。

　
　県内で日本紅斑熱の患者が確認されたのは、今年に入ってからは４例目です。春から秋にかけてマダニの活動が盛んになる時期です。レ
ジャーや農作業などで野山や草むら、畑などに入るとマダニに咬まれることがあります。 マダニが 病原体 を 保有 していると 、 咬 まれた 人 が
 「 日本紅斑熱 」、「 重症熱性血小板減少症候群 （SFTS ）」 などの 感染症 にかかる 危険性 があります 。これらの疾患にかからないようにす
るために、野外でのダニ対策が重要です。
　特に、日本紅斑熱患者の発生が多い５月頃から11月頃までの時期は、野山や畑等の屋外でマダニに咬まれないよう十分注意しましょう。
また、屋外を出入りする犬や猫等に付着したマダニに屋内で咬まれないよう注意しましょう。

　　
※　報道機関各位におかれましては、患者及び患者家族等について、本人等が特定されることのないよう、格別の御配慮をお願いします。

２　マダニが媒介する主な感染症

（１）　日本紅斑熱
日本紅斑熱リケッチアという病原体を保有する マダニに 咬 まれることで 感染 し 、 人 から 人 へ 感染 して 広 がるものではありません 。
マダニに咬まれてから、２日から８日の潜伏期間の後、高熱、発疹が現れ、重症化した場合には、死に至ることもあります。
 県内 では 、 過去 ５ 年 で 、 年間 ３ 〜10 例 、 今回報告例 を 含 め38 例 （ 本年 ４ 例 ） が 発生 しており 、 そのうち 死亡例 が ２ 例報告 されていま
 す 。

（２）　重症熱性血小板減少症候群(SFTS)
感染経路は、SFTS ウイルスを 保有 するマダニに 咬 まれることが 中心 ですが 、 血液等 の 患者体液 との 接触 や 、 マダニに 咬 まれSFTS ウイル
 スに 感染 している 犬 や 猫 の 体液 から 感染 することも 報告 されています 。
マダニに咬まれてから、６日から14日の潜伏期間の後、発熱、消化器症状などが現れ、重症化した場合には死に至ることもあります。
 県内 では 令和 ３ 年以降 、 年間 ４ 〜 ６ 例 、 計13 例発生 しており 、 死亡例 はありません 。 本年 は 、 これまでに ３ 例 が 報告 されています 。

３　県民の皆様へ
( １) マダニに 咬 まれないようにしましょう ！

特にマダニの活動が盛んな、 春 から 秋にかけて注意が必要です。
野山や草むら、畑などに入る場合は、耳を覆う帽子、首に巻くタオル、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴を着用し、 肌 の 露出 を 少 なく
してください。
マダニ用に市販されている忌避剤はありますが、マダニの付着を完全に防ぐことはできませんので、他の防護手段と組み合わせて対策を
取りましょう。

( ２) 屋外活動後 は 、 マダニに 咬 まれていないか 確認 しましょう ！
マダニに咬まれた場合は、数日間、体調の変化に注意しましょう。
発熱・発疹の症状が見られたら、 早 めに 医療機関 を 受診し、マダニに咬まれた可能性があることを医師に伝えましょう。

( ３) ペットに 付着 して 、 マダニが 家 の 中 に 入 ってくることもあります ！
飼育している犬や猫にもダニ駆除剤を使用しましょう。
飼育している動物の健康状態の変化に注意し、動物が体調不良の際には、咬まれたりなめられたりしないようにして、動物病院を受診し
て下さい。

 ４ 　 日本紅斑熱 の 最近 の 患者数 （ 人 ）　令和５年は現時点の暫定値　（）死亡事例再掲
年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

全国 305 318 421 487 460 179 
静岡県 3 10(1) 8 8(1) 5 4 

 ５ 　SFTS の 最近 の 患者数 （ 人 ）　令和５年は現時点の暫定値
年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

全国 77 101 78 110 118 94 
静岡県 0 0 0 4 6 3 



提 供 日 2023/07/31

タイトル 地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2284

令和５年度第１回「地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会」を開催します。

１　日　時
　　令和５年８月７日（月）午後３時から午後５時まで

２　場　所
　　グランディエールブケトーカイ　４階　シンフォニー
    (静岡市葵区紺屋町17-１）

３　内　容
　　議題　令和４年度業務実績に関する評価について
　　　　　第３期中期目標期間業務実績に関するみなし評価について
　　　　　令和４年度財務諸表の承認に係る意見について
　　　　　次期中期目標の原案について

４　委　員（敬称略）
　　塩田　浩平　京都大学　名誉教授、滋賀医科大学　名誉教授
　　　　　　　　（公財）ひと・健康・未来研究財団　理事長
　　田中　啓　　静岡文化芸術大学文化政策学部　教授
　　齋藤　昌一　一般社団法人静岡県医師会　副会長
　　松岡　慶子　株式会社松岡カッター製作所　代表取締役社長
　　上杉　昌代　公認会計士

５　その他
　　傍聴希望の方、記者の方は会場へお越しください。

＜傍聴申込先＞
　医療政策課メール iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp　
  ※取材の場合は申込不要

mailto:iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/31

タイトル (公財)ALSOKありがとう運動財団による令和５年台風第
２号義援金の贈呈

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 企画総務班

TEL 054-221-2052

令和５年台風第２号災害静岡県義援金の贈呈のため、

公益財団法人ALSOKありがとう運動財団が

八木健康福祉部長を訪問します。

（要旨）
令和５年台風第２号により、県内各地域において大きな被害があったことを受け、公益財団法人ALSOKありがとう運動財団が、

「令和５年台風第２号災害静岡県義援金」の目録を贈呈するため、八木健康福祉部長を訪問します。

１　義援金拠出団体
公益財団法人ALSOKありがとう運動財団

２　拠出する義援金の名称・金額
令和５年台風第２号災害静岡県義援金　50万円

３　義援金の贈呈
（１）日　時　　令和５年８月３日（木）　９時30分～９時45分
（２）場　所　　県庁西館３階　健康福祉部長室
（３）出席者　　綜合警備保障株式会社　
　　　　　　　　　第七地域本部長　　　福住　尚紀（ふくずみ なおき）様
　　　　　　　　　静岡支社長　　　　　柳　　種美（やなぎ たねみ）様
　　　　　　　　静岡県
　　　　　　　　　健康福祉部長　　　　八木　敏裕　　　　　　
　　　　　　　　　健康福祉部部長代理　青山　秀徳
　　　　　　　　　健康福祉部理事　　　赤堀　健之
　　　　　　　　　福祉長寿局長　　　　勝岡　聖子　
（４）内　容　　義援金の目録贈呈、懇談、写真撮影

４　備考
　　公益財団法人ＡＬＳＯＫありがとう運動財団は、綜合警備保障株式会社とグループ会社の役員、社員が毎月寄付金を拠出し、運
営している財団です。



提 供 日 2023/07/31

タイトル ON STAGE 東アジア文化都市2023静岡県「演劇の都
SHIZUOKAラインナップ」を配布

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化施設班

TEL 054-221-3506

ON STAGE　東アジア⽂化都市2023静岡県
「演劇の都SHIZUOKAラインナップ」パンフレットを配布︕︕

　 東アジア文化都市2023の今年、演劇をテーマとして多くの人々が静岡県内に集い、地域全体が演劇をキーワードに活性化する
「演劇の都」づくりを目指し、県内各地で開催される舞台芸術等のイベントを一体的に周知する「演劇の都SHIZUOKAラインナッ
プ」パンフレットを作成しました。
　東アジア文化都市2023静岡県のイベント会場や、県内劇場、文化施設等に配架します。

１　名　称　　ON STAGE 東アジア文化都市2023静岡県

             「演劇の都SHIZUOKAラインナップ」パンフレット

２　仕　様　　Ａ４版、巻き三つ折り６ページ、カラー

３　部　数　　2,000部

４　配付先　　県内劇場・文化施設、県民サービスセンターなど

５　その他　　東アジア文化都市2023静岡県公式Webサイト

　　　　　　（https://culturecity-shizuoka.jp/）や県文化政策課ホームページ

　　　　　　　にも掲載予定

６　問合せ　　東アジア文化都市2023静岡県実行委員会事務局　054-221-3506

https://culturecity-shizuoka.jp/


提 供 日 2023/07/31

タイトル 都市対抗野球大会準優勝のヤマハ野球部による知事表
敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　　　　　　　　　　　　都市対抗野球大会で準優勝したヤマハ野球部による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知事表敬訪問

　第94回都市対抗野球大会で準優勝したヤマハ野球部（浜松市）が大会報告のため知事を表敬訪問する。

１　日　時　　令和５年８月２日(水）　13時30分から14時00分

２　場　所　 　県庁東館５階　知事室

３　訪問者　 杉山 俊道（すぎやま としみち）　部長
 　　　　　　　　室田 信正（むろた のぶまさ）　監督
　　　　　　　　 川邉 健司（かわべ けんじ）　主将
　　　　　　　　 
４　次　第　　（１） 花束贈呈
　　　　　　　　（2） 訪問者紹介
　　　　　　　　（3） ヤマハによる大会報告
　　　　　　　　（4） 歓談　

             （5） 記念撮影
 　　　　　 
○参考情報
ヤマハ野球部　
【経歴】
　・創部：1958年
　・本拠地：静岡県浜松市
　・都市対抗野球大会　出場44回　優勝３回（第43回（1972年）、第58回（1987年）、
　　第61回(1990年)）、準優勝２回（第３８回（1967年）、第94回（2023年））
　・都市対抗野球大会への決勝進出は第61回（1990年）以来33年ぶり
　・社会人野球日本選手権　優勝１回（第42回（2016年））



提 供 日 2023/07/31

タイトル 静岡県中央新幹線環境保全連絡会議第15回地質構造・
水資源部会専門部会の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2304

静岡県中央新幹線環境保全連絡会議第15回地質構造・
水資源部会専門部会を開催します

　中央新幹線事業が大井川水系の水資源や自然環境に及ぼす影響とその保全措置に
　ついて検討を行う、静岡県中央新幹線環境保全連絡会議「地質構造・水資源部会
　専門部会」を、下記のとおり開催します。

１　日時

　　令和５年８月３日（木）17時から

２　場所

　　県庁別館８階第１会議室Ｂ～Ｄ 

３　出席予定者

　　専門部会委員（下表）、事業者（東海旅客鉄道株式会社）
　　県（静岡県中央新幹線対策本部長（森副知事）ほか）
　　オブザーバー（国土交通省鉄道局）
　　傍聴（大井川利水関係協議会々員）

【地質構造・水資源部会専門部会委員】
氏　名 職　等

○　森下　祐一 静岡大学客員教授
大石　哲 神戸大学都市安全研究センター教授　
塩坂　邦雄 (株)サイエンス技師長、特別上級技術者（土木学会）
丸井　敦尚 国立研究開発法人産業技術総合研究所　

地圏資源環境研究部門　招聘研究員
○：専門部会長

４　内容

  ・発生土置き場について
　・中央新幹線南アルプストンネル山梨工区　山梨・静岡県境付近の調査及び工事
　　の計画について 

５　取材等

  ・会議は公開にて開催します。取材を希望される場合は直接、会場にお越しくだ
    さい（当日16時30分受付開始）。
　・会議終了後、県庁別館８階第１会議室Ａにおいて、囲み取材を行います。取材
　　対応者は、幹事社と今後調整します。

６　一般傍聴　

　・会場に隣接する県庁別館８階第１会議室Ａで、一般傍聴が可能です。
　・また、会議の模様は県のホームページ（ふじのくにメディアチャンネル）によ
　　り、リアルタイムで配信します。

７　会議資料　

　　会議開催前に、会議資料を下記のＵＲＬに貼付けますので、御覧ください。

　　リニア中央新幹線整備工事に伴う環境への影響に関する対応
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/1040554/1002001/index.h
tml

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/1040554/1002001/index.h


提 供 日 2023/07/31

タイトル 【追加】水難事故防止啓発合同パトロールを実施しま
す！

担　　当 経営管理部 中部地域局危機管理課

連 絡 先 柴田

TEL 054-644-9104

※8/9実施予定分について、中止判断に関する別紙を追加で添付しました（８月８日　１４時）

１　要旨　
　　     静岡県水難事故防止対策協議会では、水難事故が多発する傾向にある７月から８月の２か月間を
         「水難事故防止強化月間」と定め、関係機関が協力して、水難事故防止のための取組を実施することとしています。
         その一環として、静岡県中部地域局では、次のとおり水難事故防止啓発合同パトロールを実施し、
         水難事故ゼロを目指します！

２　主催
　　静岡県 中部地域局

３　日時及び場所
　　（１）用宗海岸海水浴場
　　　ア　日　　時　令和５年８月２日(水)午前11時から11時45分まで

　イ　集合場所　用宗緑地 駐車場

　　（２）静波海水浴場、さがらサンビーチ
　　　ア　日　  時　令和５年８月９日(水)午前９時30分から10時30分まで 静波海水浴場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前10時45分から11時45分まで さがらサンビーチ
　　　イ　集合場所　静波海水浴場 駐車場

４　参加機関　
　　　　　　　　　（１）用宗海岸海水浴場

・ 清水海上保安部 交通課
・ 静岡南警察署　地域課
・ 静岡市 消防局　駿河消防署
・ 静岡市 観光・MICE推進課
・ 静岡市 駿河区役所　地域総務課
・ 国土交通省 中部運輸局 静岡運輸支局（清水庁舎）
・ 静岡県 中部地域局　危機管理課

　　　（参加人数　15人程度）

（２）静波海水浴場、さがらサンビーチ
・ 御前崎海上保安署
・ 牧之原警察署　地域課
・ 牧之原市 危機管理課
・ 牧之原市　商工観光課
・ 静岡市 消防局 牧之原消防署
・ 静岡市消防局　吉田消防署
・ 静岡県  危機管理部消防保安課
・ 静岡県　中部地域局　危機管理課

　　　（参加人数　20人程度）

５　活動概要
　　　　　　海水浴場周辺を巡回し、海水浴客等に啓発用ティッシュを配付しながら、水難事故防止を呼びかける

６　呼びかけ内容
　【水の事故を防ぐために】
　　(１)危険な場所には近づかない
　　(２)飲酒後は絶対に水に入らない
　　(３)子どもから目を離さない
　　(４)気象情報に注意を払う
　　(５)ライフジャケットを着用する



提 供 日 2023/07/31

タイトル 「水難事故注意報」の延長

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 静岡県水難事故防止対策協議会事務局　淺原

TEL 054-221-2269

－ 危機管理情報 －

「水難事故注意報」を延長します！

　例年夏期に水難事故が増加する傾向にあるため、６月１日から水難事故防止のための強化期間として注意喚起を行い、概ね１か
月間の期間で「水難事故注意報」を発令しています。
　今回、６月１日から７月31日まで発令していました注意報を、８月31日まで延長します。
　また、９月においても、水難事故の発生状況によっては延長となる可能性がございます。
　※本件「水難事故注意報」は、５月31日に既報です。

〈水難の事故を防ぐための注意事項〉

１　危険な場所には近づかない。

〈例〉・遊泳区域と水上バイク運転区域等が不明確な場所

　　　・ライフセーバーや監視員等が常駐していない場所　　　

２　飲酒後、睡眠不足、疲労時等の体調不良時には水に入らない。

３　子供から目を離さない。

４　気象状況に注意し、悪天候時は水場に近づかない。

〈例〉台風の余波が残っている場合や波浪注意報が出ているなど、波や風が強いと

　　　き。

５　魚釣りやボートに乗る時は必ずライフジャケットを着用する。

７、８月は「水難事故防止強化月間」です！

　静岡県水難事故防止対策協議会では、本格的に水に親しむシーズンとなる７月１日から８月31日までの２ヶ月間を「水難事故防
止強化月間」と定め、関係機関並びに各市町と連携し、水難事故防止の取組を強化します。

　※本件「水難事故防止強化月間」は、６月29日に既報です。

【参考】
１　水難事故発生状況（１月１日から７月25日まで）
　・令和５年は、19件の事故が発生し、死亡者・行方不明者５人、負傷者５人、
　　無事救出者10人。
　・令和４年同期間と比較すると、事故件数は７件減少し、
　　死亡者・行方不明者は５人減少、事故者総数は10人減少。

〈令和５年水難事故発生状況〉
年 月 発生件数（件） 死亡者(人） 行方不明者

（人）
負傷者（人） 無事救出者

（人）
事故者総数

（人）
１月～５月 12 4 0 4 4 12

６月 １ 0 0 0 1 １
７月

(25日まで) 6 1 0 １ 5 7
令和５年

合計 19 5 0 5 10 20
１月～５月 13 3 2 2 7 14

６月 3 0 1 0 3 4
７月

(25日まで) 10 4 0 2 6 12
令和４年

合計 26 7 3 4 16 30
※令和５年の状況は速報値

２　行為別発生人数（１月１日から７月25日まで）
・令和４年同期間と同様に、魚とり・釣り中の事故が多い。

行為別 令和５年 令和４年
水泳中 0人 1人

ボート遊び 0人 3人
水遊び 1人 6人

魚とり・釣り 9人 10人
通行中 1人 1人
救助中 1人 2人

シュノーケリング 1人 1人
スキューバダイビング 3人 4人

サーフィン 0人 1人
その他（陸上遊戯含む） 4人 1人

合計(人) 20人 30人



※令和５年の状況は速報値

３　水難事故防止強化月間について
　・昨年は７、８月の２か月間に25件の水難事故が発生。

○月別発生状況（令和４年）
月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計

発生件数(件) 2 5 2 2 2 3 12 13 2 3 4 3 53
事故者数(人) 2 6 2 2 2 4 14 13 4 3 5 3 60



提 供 日 2023/07/31

タイトル 景気動向指数は３か月連続で足踏みを示す～静岡県景
気動向指数（令和５年５月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

　　　　　　　　　　　　景気動向指数は３か月連続で足踏みを示す

　　　　　　　　　　　～静岡県景気動向指数（令和５年５月分）～



詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2023/07/31

タイトル (株)クラウディオからの寄附金寄贈と感謝状贈呈式の
開催

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政策班

経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課産業

イノベーション推進班

TEL 総合政策班054-221-2184

産業ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進班054-221-2609

(株)クラウディオからの寄附金寄贈と感謝状贈呈式の開催について

１　要　旨
　株式会社クラウディオから企業版ふるさと納税制度を活用して、御寄附をいただきました。寄附金については、「ふじのくに
ICT人材育成事業」に活用させていただきます。
　同社に対し、出野副知事から感謝状を贈呈します。

＜ふじのくにICT人材育成事業（ジュニアプロコンコミュニティ活動）の概要＞
項　目 内　容

寄附金充当先 ふじのくにICT人材育成事業（ジュニアプロコンコミュニティ活動）
取組 ・小中高生を対象としたジュニアプログラミングコンテストで発掘し

たハイスキルな次世代ＩＣＴ人材のコミュニティを形成し、県内への
定着を図る事業。
・令和４年度は、メンバー間の活動報告などを中心とした交流イベン
トを年４回実施したほか、勉強会を実施し、メンバー間のコミュニ
ティ形成を促進した。

２　寄附金拠出企業

項 目 内　容
企業名 株式会社クラウディオ
本社所在地 東京都中央区京橋
従業員数 135名（2023年１月現在）
事業内容 ・デジタルトランスフォーメーションのコンサルティング

・デジタルソリューションのサービス提供
県内事業所等 静岡オフィス

３　寄附金額

　１００万円

４　感謝状贈呈式

　（１）日　時　令和５年８月３日（木）午前１１時００分から

　（２）場　所　県庁東館５階　出野副知事室


